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序

　本県には、旧石器時代をはじめとする1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化

財が数多く残されております。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産

であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するのに欠くことのできない歴

史資料です。同時にそれらは県民のみならず国民共有の財産であり、将来にわ

たって大切に保存し、活用を図られなければなりません。

　一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要とされます。そ

れらの開発にあたっては、環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、そ

の土地とともにある埋蔵文化財の保護との調和も求められるところです。当事

業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもと

に、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行ない、記録

保存する措置をとってまいりました。

　本報告書は奥州市における経営体育成基盤事業（若柳中部地区）に関連して

令和２年度、３年度に発掘調査された、明神下遺跡の調査成果をまとめたもの

であります。明神下遺跡は奥州市胆沢若柳に所在します。今回の調査で、平安

時代（９世紀末から10世紀中頃）の遺構、遺物が大量に確認され、当時の大規

模な集落であったことが分かりました。また他にも縄文時代や古墳時代、中世

などの遺構、遺物を確認し、多くの時代の複合遺跡であることも判明しました。

みつかった遺構、遺物は、奥州市における、歴史的な社会様相を知る上で、貴

重な資料となりえます。

　本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、

その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力

をいただきました岩手県県南広域振興局農村整備室、奥州市教育委員会をはじ

めとする関係各位に対し、深く感謝の意を表します。

　令和５年３月

公益財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長　石　田　知　子



例　　　言

１ 　本報告書は、岩手県奥州市胆沢若柳字下堰袋44-1（ほか）に所在する明神下遺跡の発掘調査の成
果を収録したものである。

２ 　本遺跡の発掘調査は経営体育成基盤事業（若柳中部地区）に関わる事前の緊急発掘調査である。
調査は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、岩手県県南広域振興局農政部の委託
を受けた（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した。

３　岩手県遺跡登録台帳における遺跡コード・遺跡略号は次のとおりである。
　　　遺跡コード：NE24-0188　　遺跡略号：MJ-20・MJ-21
４　発掘調査期間・調査面積・担当者は次のとおりである。
　　　【令和２年度】調査期間：令和２年４月７日～11月30日　　調査面積：12,000㎡
　　　　　　　　　　担 当 者：須原　拓・溜浩二郎・丸山直美・村木　敬・八木勝枝・酒井野々子
　　　【令和３年度】調査期間：令和３年４月７日～７月30日　　調査面積：7,930㎡
　　　　　　　　　　担 当 者：須原　拓・溜浩二郎・村木　敬
５　室内整理期間と担当者は、以下の通りである。
　　　整理期間：令和２年11月１日～令和４年３月31日
　　　担 当 者：須原　拓・八木勝枝・村木　敬（令和２年度）
　　　　　　　　須原　拓（令和３年度）
６　調査および整理における委託業務については次の機関に依頼した。
　　　基準点測量：株式会社中央測量設計　　　　
　　　航空撮影：株式会社リッケイ
　　　遺構図写真解析図化：株式会社リッケイ　　
　　　石質鑑定：花崗岩研究会　　　石器・須恵器実測：株式会社ラング
　　　黒曜石産地同定：株式会社古環境研究所
　　　炭化物年代測定（ＡＭＳ測定）：株式会社パリノ・サーヴェイ（令和２年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社加速器分析研究所（令和３年度）
　　　火山灰同定分析：株式会社パリノ・サーヴェイ
　　　鉄滓・鉄製品の成分分析：日鉄テクノロジー株式会社
　　　木製品の樹種同定・保存処理および炭化材の樹種同定：古代の森研究舎
　　　鉄製品の保存処理：（公財）山梨文化財研究所
７　野外調査および室内整理にあたり、以下の機関等からご協力いただいた（順不同・敬省略）。
　　　奥州市教育委員会　（一財）奥州市文化振興財団奥州市埋蔵文化財調査センター
　　　鈴木瑞穂（日鉄テクノロジー株式会社）　八木光則（岩手大学平泉文化研究センター）
　　　 宇部則保（八戸市教育委員会）　井上雅孝（滝沢市教育委員会）　飯塚義之（台湾中央研究院）　　　

福田秀生　能登谷宣康（公財　福島県文化振興財団）　光井文行
８ 　これまでに、調査成果の一部を『令和２年度発掘調査報告書』（岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財調査報告書第733集）、『令和３年度発掘調査報告書』（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報
告書第735集）などにおいて公表しているが、本書の記載内容を正規なものとする。



凡　　　例

１　遺構について
（１）本文中の図版縮尺
　以下を原則とし、各図版にはスケールを付している。
　　　　竪穴建物跡　：1/60、1/50、1/40　　　　カマド・炉：1/30
　　　　掘立柱建物跡：1/60、1/50　　　　　　　　　　土坑：1/40
　　　　溝　　跡　　：1/40（断面）、1/150・1/400（平面）

（２）遺構断面の土層注記
　　　　野外調査の際、土層の観察記録については以下の項目を基本とし、記録した。
　　　　　色調（『標準土色帖』（農林水産省農林技術会議局監修）を基準とする）
　　　　　粘性（4段階表示：強い、やや強い、やや弱い、弱い）
　　　　　しまり（4段階表示：密、やや密、やや疎、疎）
　　　　　混入物の有無（混入量は５段階表示：微量　1 ～ 10％・少量　11 ～ 20％・
　　　　　　　　　　　　　　　　　中量　21 ～ 30％・やや多い　31 ～ 40％・多量　41 ～ 50％）
２　遺物について

（１）本文中の図版縮尺は以下を原則とし、各図版にはスケールを付している。
　　　　　土器（土師器・須恵器など）：1/3、1/4、1/6 
　　　　　土製品・鉄製品：1/2　　　
　　　　　剥片石器：2/3　　　石製品：1/2、1/3、1/4

（２）遺物図面のアミかけについては凡例図に示した通りである。
（３）観察表の表記項目について
　出土位置・層位、器種、残存状況、外面調整、内面調整、色調（外・内面）、焼成、混入物、大き
さ（口径・器高・底径）について観察し、記載している。なお、外・内面調整は口縁部（「口」と表
記）、胴部（「胴」と表記）、底部（「底」と表記）に分けて記載している。
　焼成：土器の断面を観察し、断面内の黒色層を基準として土器の焼成具合を4分類した。
　　　良　好→断面に黒色層がみとめられず、断面の色調が橙色を帯びるもの。
　　　やや良好→ 断面に明瞭な黒色層は認められないが、土器の内外面色調と比べ、やや暗い（黒色

味がかっている）もの。
　　　やや不良→断面の中央部にのみ黒色層がみとめられるもの。
　　　不　良→断面の半分以上に黒色層が認められ、焼成の際の火回りが悪いもの。
　色調：外内面については『標準土色帖』（農林水産省農林技術会議局監修）の色調を基準とした。
　混入物： 河本準一氏の基準（米田・河本など2017・2018・2019）を参考に、肉眼で見える混入物（砂

岩・泥岩、石英・長石、くさり礫、雲母、火成岩系岩片・凝灰岩、黒色光沢粒、ホルンフェ
ルスなど）を記載した。



【遺構】

【遺物】

竪穴建物跡 

土坑 溝跡

掘立柱建物跡

カマド

深さ

カマド

長さ（端部から端部を
　　　結んだ距離を計測した。）

※本文に記した規模は四辺
　（左図　　　）を計測した。
　また床面積は下端範囲から
　計測した。
　〈　 〉で示した数値は残存
　値である。

柱穴

壁溝
炉 焼土面

煙道

煙出し

天井が残存
する煙道

袖袖

※規模は柱穴の中心間を計測した。

桁行

梁間

深さ

規模（長軸×短軸）
幅（最も長い箇所を
　　計測した。）

※深さは断面図から計測した。

※陥し穴状遺構も同じ

…焼土・炉・被熱した箇所

…炭化材や炭化物が分布・堆積する範囲

土師器坏

須恵器瓶類 須恵器甕

…被熱変色する範囲

…煤が付着する範囲

ナデ

ケズリ

回転ナデ

ミガキ

ケズリ

ナデ

回転ナデ

輪積み痕

ナデ（ヨコナデ）

土師器甕

回転ナデ

回転ナデ

ケズリ

ナデ

燃

焼

部

1

2

3

4

5

6

柱穴名

…煤が付着し、黒色になる範囲（油煙痕など）

黒色処理
黒色処理

…磨った痕跡

…敲打した痕跡

…比熱した範囲

※欠損品は残存部の最大長
　（幅・厚）を計測した。

遺構の規模について
重複などで壊されてる場合、残存部を
計測し〈○〉cm で記した。

石器・石製品

幅

長
さ

厚
さ

※欠損している場合
　残存部分のみ計測：〈○cm〉
　残存部から口径
　　　・底径を推定：（○cm）
　と表記する。
　破片資料については計測して
　いない。
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Ⅰ　調査に至る経過

　明神下遺跡は、岩手県県南広域振興局農政部農村整備室（以下「当室」という）が所管する「経営体
育成基盤整備事業若柳中部地区」の事業区域内にあり、事業実施に伴い発掘調査が必要となったもの
である。
　本地区は、奥州市胆沢若柳の中心部より西に３㎞の胆沢若柳字下堰袋地内に位置し、現況水田は小
区画・不整形で、農道は幅員が狭小なため、作業効率が悪く、また、水路は用水路と排水路を兼用す
る土側溝のため、用水不足や排水不良となっており、維持管理に支障を来しているところである。
　このため、農作業の効率化や生産コストの削減による生産性を向上させ、農地集積により安定した
経営体の育成を目的として、平成27年度から大区画ほ場整備の事業を実施している。
　当室では、本事業区域内に含まれる埋蔵文化財包蔵地の取扱について県教育委員会と協議のうえ平
成30年10月29日付け県南広農整第222－17号「埋蔵文化財の試掘調査について（依頼）」により試掘
調査の依頼を行った。
　県教育委員会が平成30年12月３日から５日にかけて試掘調査を実施したところ、遺構等が確認さ
れたため、平成30年12月12日付け教生第1299号「埋蔵文化財の試掘調査について（回答）」により、
工事に着手するには当該遺跡の発掘調査が必要になる旨の判断が示された。
　この回答を踏まえ、当室では、平成31年４月１日付けで一般財団法人奥州市文化振興財団と委託
契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。さらに、引き続き調査が必要になったことから、
令和２年４月１日付けで公益財団法人岩手県文化振興事業団と委託契約を締結し、発掘調査を実施し
てきたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩手県県南広域振興局農政部農村整備室）

Ⅱ　遺跡周辺の地理的環境

１　遺跡の位置・調査前の現況について

　明神下遺跡は、岩手県奥州市胆沢若柳字下堰袋44-1ほかに所在し、JR東北本線水沢駅から西方約
10km、また胆沢城から南西約10km、焼石岳の麓からは東方約６kmに位置する。座標では北緯39度
７分51秒、東経141度２分０秒付近に相当し、国土地理院発行の５万分の１地形図「水沢」の図幅、
２万5000地形図「供養塚」に含まれる（第１図）。
　本遺跡とその周辺は、昭和期から田畑として土地利用がなされている。今回の調査区も同様で、調
査前は水田であったことを確認している。

２　遺跡の立地

　明神下遺跡は胆沢扇状地の西端、胆沢川南岸から約100m南に形成された、水沢段丘に立地する。
今回の調査区は水沢段丘低位面であり、標高は130 ～ 127ｍを測る。調査区のすぐ南側は一段高い、
水沢段丘高位面が東西方向に広がっている。調査区は、胆沢川と水沢段丘高位面に挟まれた比較的幅
の狭い平坦面で、この平坦面は東西方向に延びている。
　なお県教育委員会によると、南側の高位段丘面も本遺跡の推定範囲内であり、またその範囲内には、
延喜式内社の一つである於呂閉志胆沢川神社も含まれている。
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２　遺跡の立地

第１図　明神下遺跡位置図
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Ⅲ　遺跡周辺の歴史的環境

１　奥州市の遺跡

　岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の令和２年３月31日現在のまとめによると、奥州市の遺
跡は1,116箇所にのぼり、このうち胆沢区内では190遺跡を数える。
　明神下遺跡の位置する胆沢若柳地区は、古墳時代から平安時代にかけての遺跡が多く、それは胆沢
城がある水沢地域まで続く。近年、断続的ではあるが経営体育成基盤事業に伴う発掘調査が続き、同
地域における古墳時代から平安時代の様相が明らかになりつつある。

２　胆沢若柳地区の古代・中世遺跡群（第２図、第１表）

　第２図は、明神下遺跡と胆沢城との間に位置する、主に古墳時代から中世の遺跡を地図上に示した
ものである（弧線は10km間隔）。本遺跡（１）は図の左上、胆沢城（103）は右下に位置し、両遺跡の
距離は約10kmである。この10km圏内に101箇所に及ぶ遺跡が分布しており、古代人にとって、胆
沢平野がいかに土地利用しやすい場所であったかが見て取れる。
　国史跡の一つである胆沢城（103）は802年から1083年頃まで続いた古代城柵である。これまで県
教育委員会と奥州市教育委員会により、115回に及ぶ発掘調査がなされ、みつかった遺構から、城柵
の規模や機能が明らかになりつつある。また出土した漆紙文書や墨書土器などは、当時の社会様相を
知る上で、貴重な文字資料となっている。胆沢城の南には伯済寺遺跡（83）が隣接する。この遺跡か
らは四面庇建物を含む建物群や、瓦や硯、石帯、緑釉陶器などが見つかっており、上級官人の居館で
あったと考えられる。また胆沢城の北に隣接する北田中遺跡（80）では、竪穴住居や掘立柱建物が多
数見つかっており、こちらは下級官人の居住域ではないかと推測されている。
　胆沢城周辺の遺跡の分布を見てみる。まず胆沢城の北西、胆沢川の北岸側は、遺跡の分布自体は多
いものの、古代の遺跡は、目立つものは鳥海柵（72）ぐらいで、主体は中世城館である。一方、胆沢
城の南西、胆沢川の南側には大きな平野が広がり、多くの古代の遺跡が分布する。特に南都田地区と
その周辺に集中している。この地域には、前方後円墳である角塚古墳（16）があり、また石田Ⅰ・Ⅱ
遺跡（23）や沢田遺跡（21）などの古墳時代の集落や祭祀跡も分布するので、古代以前から重要な地域
であったことが窺える。そしてその周辺には、石田Ⅰ・Ⅱ遺跡の他、堤遺跡（14）などの奈良時代の
集落や、宇南田遺跡（22）、要害遺跡（15）、漆町遺跡（11）、作屋敷遺跡（８）などの平安時代の集落が
ある。特に漆町遺跡や作屋敷遺跡は、複数棟の竪穴住居や掘立柱建物が確認され、また緑釉陶器片が
出土するなど、大規模集落であると共に、地域の有力者の存在を窺える遺跡である。
　一方、明神下遺跡に目を転じると、その30km圏内にはわずかに中世城館３箇所が見受けられるの
みで、古代の遺跡はなく、南都田地区から続く古代集落群の中心からは隔絶されているようにも見え
る。参考までに、県の遺跡地図では、本遺跡からさらに西側（奥羽山脈方面）において、古代の集落
遺跡は確認されていない（古代遺物の散布地のみ）ので、現段階では、本遺跡は同地域における最西
端の古代集落である。ただし本遺跡推定範囲には延喜式内社である於呂閉志胆澤川神社（９世紀代は
胆澤川神社と推定）が含まれており、古代において何らかの所縁がある場所とも言える。
　ちなみに本遺跡に隣接する山田城（２）は、15世紀以降の中世城館で、1486年、千葉玄蕃亮貞治と
その子宮崎三郎兵衛行治が居城していたとの記録が残っている。
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２　胆沢若柳地区にみられる平安時代の遺跡群

第２図　周辺の遺跡
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Ⅲ　遺跡周辺の歴史的環境

第１表　周辺の遺跡一覧
遺跡名称 時代 種別 遺跡名称 時代 種別

1 明神下遺跡 平安 散布地 53 水沢城 中世・近世 城館跡
2 山田城跡 中世 城館跡 54 ヌカ塚古墳 奈良 古墳
3 香取根館 中世 城館跡 55 頭坊館 中世 城館跡
4 若柳要害館 中近世 城館跡 56 後養害 中世 環濠屋敷
5 小十文字 縄文・古代 集落跡 57 細越城 中世 城館跡
6 尼坂 縄文・古代 集落跡 58 三居寺館 中世 城館跡
7 新里館 平安 城館跡 59 関田 中世 経塚
8 作屋敷 古代 祭祀跡・集落跡 60 観音寺廃寺 中世 寺院跡
9 牡丹野 縄文・古代 散布地 61 八幡館 平安・中世 城館跡
10 国分 平安～近世 散布地 62 柏山館 古代～中世 集落跡・城館跡
11 漆町 奈良・平安 集落跡 63 百岡 縄文～平安 集落跡
12 清水下 弥生・平安 集落跡 64 取上石 縄文～平安 集落跡
13 二本木 古代・近世 集落跡・墓跡 65 道場 奈良 古墳
14 堤 奈良・平安 集落跡 66 明道 中世 城館跡
15 要害 平安・近世 集落跡・城館跡 67 飛鳥田 奈良 古墳
16 角塚古墳 古墳 68 五郎屋敷古墳 奈良 古墳
17 蝦夷塚古墳 奈良 古墳 69 三反田古墳 奈良 古墳
18 中半入 古墳・平安 古墳・集落跡 70 揚場古墳 奈良・中世 古墳
19 太田Ⅰ 平安 集落跡 71 二ノ宮古墳 古墳・古代 古墳
20 机地館 中世 城館跡 72 鳥海柵跡 奈良・平安 城柵跡
21 沢田 古墳～平安 集落跡・墓跡 73 喜正坊 平安 集落跡
22 宇南田 平安 集落跡 74 今泉Ⅱ・Ⅲ 奈良・平安 集落跡
23 石田Ⅰ・Ⅱ 古墳～奈良 集落跡 75 今泉 古墳～平安 集落跡
24 浅野前 縄文・古代 集落跡 76 膳性 古墳～平安 集落跡
25 鶴田古墳群 古墳 古墳 77 玉貫前 奈良 集落跡
26 濁川 縄文・古代 集落跡 78 佐野館 中世 城館跡
27 見分森 平安 生産跡 79 宿 古代・近世 集落跡
28 袖谷地Ⅲ 平安 集落跡 80 北田中 平安 集落跡
29 袖谷地Ⅰ・Ⅳ 縄文・平安 集落跡 81 北舘 古代・中世 城館跡
30 西光田Ⅰ・Ⅱ 平安 集落跡 82 祇園・権現堂 古代 集落跡
31 石田 奈良・平安 集落跡 83 伯済寺 平安 官衙跡
32 前谷地 平安 集落跡 84 藤古 縄文・平安 集落跡
33 西田Ⅰ 平安 集落跡 85 杉本 平安 集落跡
34 寿安館 中世 城館跡 86 竈堂 平安 祠社
35 西田Ⅱ 平安 集落跡 87 東大畑Ⅰ 縄文・平安 集落跡
36 南矢中 平安 集落跡 88 東大畑 平安 集落跡
37 福原 平安 集落跡 89 白井坂Ⅱ 平安・中世 集落跡・城館跡
38 南矢中Ⅱ 平安 集落跡 90 東舘Ⅰ・下河原舘 中世 城館跡
39 北田 縄文・平安 集落跡 91 佐野原 平安 集落跡
40 高屋敷 平安 集落跡 92 仙人西 平安 集落跡
41 足袋針Ⅰ 縄文・平安 集落跡 93 仙人東 平安 集落跡
42 大明神 平安 集落跡 94 後樋 平安 集落跡
43 足袋針Ⅰ 平安 集落跡 95 東沖ノ目Ⅱ 平安 集落跡
44 後田 奈良・平安 集落跡 96 東沖ノ目Ⅰ 平安 集落跡
45 崩田 奈良・平安 集落跡 97 横枕Ⅱ 平安 集落跡
46 高山 古墳 集落跡 98 富堂 平安 集落跡
47 西大畑 古墳・平安 集落跡 99 羽黒田 平安 集落跡
48 築館・松本館 中世 城館跡 100 石橋 平安 集落跡
49 面塚 古墳・奈良 集落跡 101 常盤広町 弥生・古代 集落跡
50 須江 平安 集落跡 102 跡呂井館 古代・中世 城館跡
51 須江館 中世 城館跡 103 胆沢城跡 平安 城柵跡
52 片子沢館 中世 城館跡
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Ⅳ　調査の経過と方法

１　野外調査について

　（１）令和２年度

　令和２年４月７日（火）より調査を開始した。
　調査員は、須原が開始から最後まで、そして溜、丸山、村木、八木、酒井は数か月ごとに交代で調
査に従事した。また野外作業員は、調査開始時は21名であったが、想定していたよりも遺構数が多く、
作業量が増加したので、随時、増員した。
　４月は基本土層と遺構の有無を確認することを目的とし、調査区全域の試掘に専念した。これは平
成30年度に行われた県教育委員会の試掘調査で、遺構検出面が複数面ある可能性が示唆されており、
その点の確認が大きな目的であった。この試掘によって、特に調査区の東側で、胆沢川の氾濫による
洪水堆積層が重層しているのを確認した。しかし遺構・遺物はこの洪水堆積層の最上面であるⅢ層上
面でのみでしか確認されなかった。一方、調査区西側は標高が高いこともあり、この洪水堆積層自体
が見受けられず、遺構検出面（こちらはⅦ層上面）の下は、礫層（Ⅷ層。基本土層については第Ⅴ章参
照）に達しており、遺構、遺物共に見受けられなかった。したがって、今回の調査区については、全域、
遺構検出面は一面のみであると判断し、その旨、報告している。
　５月以降は、重機による表土除去、またそれを追いかけるようにして遺構検出、遺構精査を進めた。
遺構の精査は、調査区の東端から西へと進めている。また残土置き場を調査区外に確保できなかった
ため、剥いだ表土は、調査区内の西端に仮置きすることとした。そのため表土除去は、調査区東側か
ら15,400㎡分のみでいったん終了し、表土除去していない範囲に残土を仮置きした。なお、表土除去
には、重機（バックホー 0.45㎥、キャリアダンプ６t）を用いている。
　その後、人力による遺構検出作業から行い、検出した遺構は、規模や性格により、適宜に4分法と
２分法を選択し、精査を行った。各遺構については平面と断面、また必要に応じ遺物出土状況の実
測および、写真撮影を行った。遺構図の実測には、調査期間の短縮を考慮に入れ、デジタルカメラ

（OLYMPUS　ToughTG-4）を用いた写真解析測量を活用した（撮影は調査員が行い、解析作業およ
び図化作業を株式会社リッケイに委託した）。他に調査範囲の地形測量などにはCUBIC社製遺構実測
ソフト「遺構くん」と光波トランシットを用いている。遺構外から出土した遺物については４m四方
を基準としてグリッドを設定し、取り上げを行った（グリッド位置については第４図参照）。
　写真撮影は主に、デジタルカメラ1台（キャノンEOS60D）と６×７㎜カメラ１台（モノクローム）
を使用し、同アングルのデジタル写真・銀塩写真両方を撮影している。また８月10日にラジコンヘ
リ機を用いて、上空から遺跡全景の写真撮影を行った。
　遺構検出を進めていくうちに、想定を大きく上回る検出遺構数、出土遺物量になることが判明し、
令和２年度で調査を完了させることは困難であると判断した。そこで７月に県教育委員会、委託者、
当センターで協議をし、令和３年度まで調査を延長することになった。ただし、当初の工事の予定も
あるため、委託者からは、できる限りの範囲での引き渡しを求められた。したがって、令和２年度は
11月31日まで野外調査を延長し、可能な限り遺構精査を進めた。
　11月25日（水）に委託者、県教育委員会の立ち会いの下、調査区南側約12,000㎡分についての終了
確認を受けた。そしてこの範囲の調査終了が決定し、残りは来年度に持ち越すこととなった。以降、
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残務を片付けつつ、11月31日（月）に撤収した。

　（２）令和３年度

　令和３年４月７日（水）より調査を開始した。調査員は４月から６月は須原、溜、村木の３人、７
月は須原、溜の２人で従事した。また作業員は33人（登録数）である。
　令和２年度調査の際に仮置きした表土・排土の下が、令和３年度調査区であることから、まずこれ
らを調査区外に移動させてほしい旨、この点について調査開始前の３月に、現地で委託者と協議を行
い、こちらの要望を伝えた。しかし委託者からは、工事の進行上の理由から、表土・排土を調査区外
には移動させられないという返答であった。したがって、調査計画を変更し、先にまだ排土を置いて
いない範囲を集中的に調査し、それが終わり次第、部分終了確認を受け、その範囲を排土置き場とし
て利用するという変則的な調査を行うこととした。
　なお、調査範囲の一部は、令和２年度に表土除去が済んでいる。そこで4月はまずこの範囲の遺構
精査から行い、早々に部分終了確認を受け、この範囲を排土置き場とすることとした。５月になって
からは、遺構精査と重機（バックホー 0.45㎥、キャリアダンプ６t）による表土除去を同時並行で行っ
ている。
　遺構精査の方法および写真撮影については令和２年度と同じである。また7月30日にラジコンヘ
リ機を用いて、上空から遺跡全景の写真撮影を行った。
　上記の理由から、委託者、県教育委員会の立ち会いの下、４月28日（水）に1,530㎡分、５月21日（金）
に2,300㎡分の部分終了確認を受け、その後、その範囲を排土置き場として利用した。そして、７月
20日（火）に残りの範囲の終了確認を受け、これをもって本遺跡の調査終了が決定し、以降、残務を
片付けつつ、７月30日（金）に全てを終了し、撤収した。

２　室内整理について

　（１）期間と作業内容

　期間は、令和２年11月１日から令和４年３月31日である。
　調査員は、原稿執筆、遺物観察表作成、実測図や図版のチェック、遺構・遺物図版の割付、および
貝層から出土した動物遺存体の整理作業を行った。
　室内作業員は、遺物水洗から始め、注記、仕分け、遺物実測・拓本、図面トレースを分担した。
　遺物の写真撮影は当センターの写真技師と調査担当者（須原）が撮影を行った。撮影にはデジタル
カメラ（キャノンEOS60Dなど）を用いている。
　遺構図面の整理は、一部、株式会社リッケイに業務委託している。遺構図面については野外調査時
に作成した図面を調査員の指示のもとに、第２原図を作成し、それから遺構図版作成を行った。遺物
図版については室内整理作業員が作成した拓本および実測トレース図をスキャンし、調査員の指示の
もと、図版作成を行っている。写真図版も同様である。各図版の作成にはAdobe社「IllustratorCC」
を使用し、デジタルにて図版を作成した。
　なお本報告書作成にあたり、各遺構名を野外調査時から変更した。本報告書に記された遺構名を優
先する。遺構名の変更については第２表の通りである。　
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２　室内整理について

　（２）遺物の分類

　今回の調査で、縄文時代、古墳時代、古代（平安時代）、中世～近代の遺物が出土した。特に古代
の遺物は、古代土器（土師器・須恵器）の他、施釉陶器、土製品、石器・石製品、鉄製品・銅製品、
木製品、鉄関連遺物（砥石・羽口・鉄滓）と多岐にわたっている。各遺物は下記の通り、時代と器種
ごとに分類し、観察・分析を行っている。観察内容については、遺物観察表（第５・９表）に記した。

３　調査成果に関する普及活動について

　新型コロナウイルスの影響から、普及活動が難しい状況が続いた。そこで本遺跡の調査成果につい
ては、当センターのホームページ上で随時、公開し、普及活動の代わりとした。
　令和２年度は、特に当センターの方針として、原則、現地説明会などを行わないこととしたが、地
域住民からの強い要望があり、地域住民に限定した説明会を令和２年11月10日（火）に開催した。当
日は、地元住民約70名に本遺跡を見学してもらった。また当センターの発掘調査遺跡報告会（令和３
年１月23日開催）と（一財）奥州市文化振興事業団奥州市埋蔵文化財調査センター主催の奥州市遺跡
報告会（令和３年３月６日）にて、本遺跡の野外調査および室内整理での成果を発表している。
　令和３年度は、新型コロナウイルスの感染状況がやや収まりつつある時期だったので、７月６日（火）
に発掘調査現地公開を開催し、約30名の来客者が本遺跡を見学した。
　他に、第48回古代城柵官衙遺跡検討会にて本遺跡の調査成果を発表する予定であったが、新型コ
ロナウイルスの感染拡大から中止となっている（配布資料集のみ）。

縄文土器 土製品 土製円盤

【縄文時代】

【古墳時代、古代（平安時代）】

【中世～近代】

石　　器

土 師 器

剥片石器（石鏃・スクレイパー）

礫 石 器（磨石など）

坏

非ロクロ成形、内面非黒色処理（ミガキのみ）

非ロクロ成形、内面黒色処理

甕
非ロクロ成形

ロクロ成形

羽釜

壺（小型）

ロクロ成形

ロクロ成形、内面非黒色処理

ロクロ成形、内面黒色処理（ミガキのみ）

ロクロ成形のみ（「須恵器系土器」を含む）

耳皿

須 恵 器

坏

甕
大甕

甕

瓶類
長頸瓶

短頸壺？

施釉陶器

陶 磁 器

鉄 製 品 内耳鉄鍋 土 製 品 土 人 形

銭    貨

灰釉陶器

緑釉陶器

石　器

石製品

木製品

羽　口

黒曜石製石器

砥　  石 

礫 石 器（敲磨器類・台石など）

碁石？

鉄製品・
銅製品

日常品

工  具 

武  具

祭　祀？

鉄　滓
肉眼観察による分類

成分分析による分類 

スクレイパー
楔形石器
フレイクなど

永楽通宝

一銭青銅貨

中世～近世（12 ～ 20世紀代）

焼酎瓶（大正～）

巡　  方 

丸　  鞆 
石　  帯 

土製品
カマド支脚・天井土など

土錘

※鉄製品器種の内訳は
　    第 445図を参照

※第Ⅶ章 -６・７参照
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第２表　遺構名変更表
遺構名 旧遺構名 遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名

1 号竪穴建物跡 SI90 66号竪穴建物跡 SI25 1 号土坑 SK58 8 号陥し穴状遺溝 SK60
2 号竪穴建物跡 SI85 67号竪穴建物跡 SI30 2 号土坑 SK66 9 号陥し穴状遺溝 SK62
3 号竪穴建物跡 SI84 68号竪穴建物跡 SI24 3 号土坑 SK65 10号陥し穴状遺溝 SK81
4 号竪穴建物跡 SI87 69号竪穴建物跡 SI29 4 号土坑 SK67 11号陥し穴状遺溝 SK78
5 号竪穴建物跡 SI88 70号竪穴建物跡 SI27 5 号土坑 SK100 12号陥し穴状遺溝 SK77
6 号竪穴建物跡 SI86 71号竪穴建物跡 SI23 6 号土坑 SK98 13号陥し穴状遺溝 SK63
7 号竪穴建物跡 SI89 72号竪穴建物跡 SI19 7 号土坑 SK97 14号陥し穴状遺溝 SK57
8 号竪穴建物跡 SI81 73号竪穴建物跡 SI20 8 号土坑 SK86 15号陥し穴状遺溝 SK56
9 号竪穴建物跡 SI92 74号竪穴建物跡 SI22 9 号土坑 SK103 16号陥し穴状遺溝 SK46
10号竪穴建物跡 SI80 75号竪穴建物跡 SI18 10号土坑 SK87 17号陥し穴状遺溝 SK54
11号竪穴建物跡 SI91 76号竪穴建物跡 SI11 11号土坑 SK88 18号陥し穴状遺溝 SK51
12号竪穴建物跡 SI83 77号竪穴建物跡 SI12 12号土坑 SK89 19号陥し穴状遺溝 SK50
13号竪穴建物跡 SI78 78号竪穴建物跡 SI17 13号土坑 SK90 20号陥し穴状遺溝 SK49
14号竪穴建物跡 SI79 79号竪穴建物跡 SI10 14号土坑 SK92 21号陥し穴状遺溝 SK48
15号竪穴建物跡 SI82 80号竪穴建物跡 SI21 15号土坑 SK91 22号陥し穴状遺溝 SK52
16号竪穴建物跡 SI93 81号竪穴建物跡 SI14 16号土坑 SK93 23号陥し穴状遺溝 SK64
17号竪穴建物跡 SI94 82号竪穴建物跡 SI15 17号土坑 SK94 24号陥し穴状遺溝 SK47
18号竪穴建物跡 SI75 83号竪穴建物跡 SI16 18号土坑 SK83 25号陥し穴状遺溝 SK69
19号竪穴建物跡 SI76 84号竪穴建物跡 SI01 19号土坑 SK85 26号陥し穴状遺溝 SK59
20号竪穴建物跡 SI69 85号竪穴建物跡 SI03 20号土坑 SK84 27号陥し穴状遺溝 SK28
21号竪穴建物跡 SI70 86号竪穴建物跡 SI02 21号土坑 SK80 28号陥し穴状遺溝 SK24
22号竪穴建物跡 SI71 87号竪穴建物跡 SI13 22号土坑 SK79 29号陥し穴状遺溝 SK16
23号竪穴建物跡 SI73 88号竪穴建物跡 SI04 23号土坑 SK73 30号陥し穴状遺溝 SK13
24号竪穴建物跡 SI74 89号竪穴建物跡 SI05 24号土坑 SK74 31号陥し穴状遺溝 SK12
25号竪穴建物跡 SI68 90号竪穴建物跡 SI07 25号土坑 SK75 32号陥し穴状遺溝 SK07
26号竪穴建物跡 SI67 91号竪穴建物跡 SI06 26号土坑 SK71 33号陥し穴状遺溝 SK06
27号竪穴建物跡 SI65 92号竪穴建物跡 SI08 27号土坑 SK45
28号竪穴建物跡 SI61 93号竪穴建物跡 SI09 28号土坑 SK70 1 号溝跡 SD22
29号竪穴建物跡 SI62 29号土坑 SK72 2 号溝跡 SD23
30号竪穴建物跡 SI66 30号土坑 SK41 3 号溝跡 SD25
31号竪穴建物跡 SI59 31号土坑 SK55 4 号溝跡 SD27
32号竪穴建物跡 SI63 32号土坑 SK32 5 号溝跡 SD28
33号竪穴建物跡 SI57 33号土坑 SK35 6 号溝跡 SD26
34号竪穴建物跡 SI47 34号土坑 SK42 7 号溝跡 SD29
35号竪穴建物跡 SI46 35号土坑 SK43 8 号溝跡 SD16
36号竪穴建物跡 SI51 36号土坑 SK44 9 号溝跡 SD24
37号竪穴建物跡 SI45 37号土坑 SK37 10号溝跡 SD21
38号竪穴建物跡 SI39 38号土坑 SK33 11号溝跡 SD20
39号竪穴建物跡 SI40 39号土坑 SK34 12号溝跡 SD19
40号竪穴建物跡 SI52 40号土坑 SK29 13号溝跡 SD17・18
41号竪穴建物跡 SI55 41号土坑 SK31 14号溝跡 SD10
42号竪穴建物跡 SI56 42号土坑 SK25 15号溝跡 SD13
43号竪穴建物跡 SI54 43号土坑 SK36 16号溝跡 SD12
44号竪穴建物跡 SI58 44号土坑 SK22 17号溝跡 SD11
45号竪穴建物跡 SI64 45号土坑 SK18 18号溝跡 SD14
46号竪穴建物跡 SI50 46号土坑 SK19 19号溝跡 SD15
47号竪穴建物跡 SI60 47号土坑 SK17 20号溝跡 SD03～05、07～09
48号竪穴建物跡 SI49 48号土坑 SK20 21号溝跡 SX07、08
49号竪穴建物跡 SI53 49号土坑 SK21 22号溝跡 SD06
50号竪穴建物跡 SI44 50号土坑 SK15 23号溝跡 SD01
51号竪穴建物跡 SI48 51号土坑 SK14 24号溝跡 SX05
52号竪穴建物跡 SI43 52号土坑 SK11 25号溝跡 SX06
53号竪穴建物跡 SI38 53号土坑 SK08 26号溝跡 SX04
54号竪穴建物跡 SI42 54号土坑 SK09 27号溝跡 SD02
55号竪穴建物跡 SI37 55号土坑 SK10 28号溝跡 SX03
56号竪穴建物跡 SI36 56号土坑 SK02 29号溝跡 SX02
57号竪穴建物跡 SI33 57号土坑 SK03
58号竪穴建物跡 SI77 1 号方形周溝 SX01
59号竪穴建物跡 SI41 1 号陥し穴状遺溝 SK99 1 号炭窯跡 SK26
60号竪穴建物跡 SI32 2 号陥し穴状遺溝 SK101 1 号性格不明 SK68
61号竪穴建物跡 SI35、SK40 3 号陥し穴状遺溝 SK102 2 号性格不明 SX10
62号竪穴建物跡 SI34 4 号陥し穴状遺溝 SK82 1 号中世墓 SK61
63号竪穴建物跡 SI31 5 号陥し穴状遺溝 SK95 1 号近世遺構 SK104
64号竪穴建物跡 SI28 6 号陥し穴状遺溝 SK96 1 号焼酎埋設 SK05
65号竪穴建物跡 SI26 7 号陥し穴状遺溝 SK76
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Ⅴ　調査概要・基本土層

１　調査概要

　明神下遺跡は胆沢川の南岸100ｍに位置し、水沢段丘に立地する。県教育委員会の遺跡推定範囲に
よると、住所は、奥州市胆沢若柳字明神下から胆沢若柳字下堰袋で、遺跡範囲は、北側が茂井羅中
堰、南側は国道397号線に挟まれた、東西約600ｍが相当する（第１図下）。また隣接する於呂閉志胆
澤川神社の境内も、本遺跡の範囲に含まれている（ＨＰ「いわて遺跡地図」参照）。特徴的なのは、
於呂閉志胆澤川神社側は一段高く、そのすぐ北側は低い段丘面であることである。すなわち、水沢段
丘の高位面と低位面との境界が本遺跡を南北に分断しており、具体的には本遺跡範囲の北側は水沢段
丘低位面、南側は水沢段丘高位面に相当する。
　今回の調査区（19,970㎡）は、遺跡推定範囲の北側で、水沢段丘低位面側に相当する（第３図）。
調査区は胆沢川に平行し、東西方向に400ｍと長い。一方、南北両端は歪で、調査区の東側は幅20ｍ
前後だが、西側は幅90ｍ前後で、広くなっている。調査区の標高は130～127ｍを測り、西側が高く、
緩やかに東へと下っている（第４図）。
　２箇年の調査で、竪穴建物跡93棟、掘立柱建物跡40棟、柵列２条、（柱穴903個）、土坑57基、陥
し穴状遺構33基、溝跡29条、方形周溝１基、性格不明遺構２基、古墳時代の墓壙４基、中世墓１基、
焼酎瓶埋設遺構１基、近世遺構１基を検出した。（第５～11図）。
　遺構の年代は、出土遺物や炭素年代測定から、古墳時代（６世紀中葉）、平安時代（９世紀末～10
世紀中頃）、中世（16～17世紀代）に区分される。また陥し穴状遺構については、これらとは別の時
代の可能性を考えている。
　竪穴建物跡は、全て平安時代に帰属する遺構群であり、またその周辺に分布する土坑も、用途は不
明ながら、竪穴建物跡に付属するものと推測する。竪穴建物跡は、カマド・炉の在り方や出土遺物が
多種多様であるのが特徴である（内訳については第３表にまとめた）。
　また竪穴建物跡93棟のうち27棟で、埋土から灰白色火山灰のブロックの混入を確認した。このうち
２棟（36・66号竪穴建物跡）と土坑（45号土坑）から出土した火山灰については、同定分析を試み、
全て十和田aテフラ（以降、「To-aテフラ」）であるとの結果を得ている（第Ⅶ章－３）。したがっ
て、その他の竪穴建物跡や土坑などから出土した火山灰についても、To-aテフラと考え、本文ない
し遺構図の注記には、「To-aテフラ（ブロック）」と記した。
　掘立柱建物跡（柱穴群）や溝跡も少なくないが、竪穴建物跡や土坑を切っているものが多く、した
がって平安時代の集落よりも新しい遺構群と推測する。他に中世墓を１基確認しており、また溝跡か
らは、小片ながら中世に帰属する陶磁器も出土していることから、これらの遺構群は中世に帰属する
ものと推測する（詳細は第Ⅷ章）。
　出土遺物は、古代土器（土師器・須恵器）が、大コンテナ箱（40ℓ分）で56箱（重量655.1kg分）
出土している。その９割以上（重量613.9kg分）が竪穴建物跡内から出土した。時期は９世紀末～10
世紀中頃に帰属するものがほとんどであるが、古墳時代の墓壙（１・２号土坑）から出土した土師器
は６世紀中葉である。古代の施釉陶器では灰釉陶器片と緑釉陶器片が、いずれも竪穴建物跡内から出
土している。特に、緑釉陶器２点は、本遺跡の性格を考える上で、貴重な資料である。
　古代土器の他に、鉄製品が190点弱（一部古墳時代のものも含む）出土した。また砥石や羽口、鉄
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Ⅴ　調査概要・基本土層

第３図　明神下遺跡と周辺地形
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第４図　遺跡全体図
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第3表　竪穴建物跡一覧

１　調査概要

床面積
（㎡）

カマドの
方向

炉・
焼土

To-aテフラブ
ロックの混入

古代土器
（ｇ）

灰釉・
緑釉 砥石 石製品 黒曜石製

石製品 木製品 鉄製品 羽口 鉄滓 備考

1 号竪穴建物跡 〈10.1〉 - ○ 1804.3 
2 号竪穴建物跡 18.3 北壁/東壁 5876.3 1 

3 号竪穴建物跡 Ⅰ期10.1
Ⅱ期17.9 東壁 10037.5 1 3 

4 号竪穴建物跡 10.5 東壁 9717.5 1 1 1 
5 号竪穴建物跡 11.6 南壁 ○ 3928.5 1 2 2 
6 号竪穴建物跡 12.1 南壁 2690.3 1 1 
7 号竪穴建物跡 〈25.1〉 西壁 ○ 8374.8 3 
8 号竪穴建物跡 〈8.8〉 東壁 3566.7 

9 号竪穴建物跡 〈7.4〉 北西壁/
北東壁 7825.5 1 

10号竪穴建物跡 〈8.2〉 - 90.5 
11号竪穴建物跡 4.6 東壁 ○ 2148.1 2 

12号竪穴建物跡 竪穴〈33.2〉
掘立30.5　 南壁 1881.3 1 1 竪穴・掘立柱

併用建物
13号竪穴建物跡 15.5 東壁 3930.2 1 1 
14号竪穴建物跡 13.1 北壁 ○ ○ 3472.7 17 1 

15号竪穴建物跡 竪穴31.3
掘立16.0 東壁 7689.0 1 1 2 3 5 竪穴・掘立柱

併用建物
16号竪穴建物跡 〈8.0〉 - 5687.3 緑 1 2 21 
17号竪穴建物跡 〈19.4〉 東壁 684.7 1 
18号竪穴建物跡 19.2 東壁 ○ 1130.7 1 1 

19号竪穴建物跡 Ⅰ期20.8
Ⅱ期19.0 東壁 ○ 13276.8 9 4 

20号竪穴建物跡 25.1 南壁 8397.3 4 1 2 
21号竪穴建物跡 14.6 東壁 ○ 5165.6 3 2 1 
22号竪穴建物跡 13.1 東壁 ○ 4716.7 7 2 
23号竪穴建物跡 19.2 東壁 ○ 7991.7 2 5 
24号竪穴建物跡 15.9 東壁 7645.0 1 1 
25号竪穴建物跡 37.2 東壁 ○ 47817.5 4 1 4 26 4 
26号竪穴建物跡 12.3 東壁 ○ 11356.1 4 3 
27号竪穴建物跡 25.8 南壁 ○ 13085.1 1 1 1 
28号竪穴建物跡 20.7 東壁 ○ 7672.7 
29号竪穴建物跡 20.5 南壁 5165.7 
30号竪穴建物跡 13.8 東壁 ○ 13381.8 1 1 
31号竪穴建物跡 11.4 東壁 3440.6 1 
32号竪穴建物跡 4.1 - 2379.2 
33号竪穴建物跡 〈5.5〉 東壁 ○ 2760.6 1 
34号竪穴建物跡 〈1.2〉 東壁 779.3 
35号竪穴建物跡 〈12.4〉 東壁 368.9 1 
36号竪穴建物跡 8.5 東壁 ○ ○ 2309.5 1 
37号竪穴建物跡 17.0 南壁 8057.0 3 
38号竪穴建物跡 18.7 東壁 2841.9 2 1 
39号竪穴建物跡 〈10.7〉 北壁 ○ 2521.2 2 
40号竪穴建物跡 16.2 東壁 2473.8 1 
41号竪穴建物跡 25.5 東壁 ○ ○ 11046.5 1 2 1 
42号竪穴建物跡 〈16.1〉 東壁 ○ 9349.5 1 1 3 1 
43号竪穴建物跡 26.5 東壁 ○ 12062.8 11 1 
44号竪穴建物跡 〈12.0〉 東壁 ○ 6525.6 1 
45号竪穴建物跡 〈6.3〉 東壁 2012.9 2 5 1 
46号竪穴建物跡 16.3 東壁 ○ 12387.4 3 2 
47号竪穴建物跡 〈9.7〉 東壁 ○ ○ 775.0 1 
48号竪穴建物跡 4.5 南壁 5069.0 
49号竪穴建物跡 〈1.4〉 - 247.3 
50号竪穴建物跡 11.0 東壁 ○ ○ 1137.3 
51号竪穴建物跡 14.5 東壁 ○ 8679.6 
52号竪穴建物跡 13.1 東壁 ○ ○ 3260.3 2 3 
53号竪穴建物跡 14.5 東壁 3017.9 
54号竪穴建物跡 17.1 東壁 9378.6 1 4 
55号竪穴建物跡 13.6 - ○ 7636.2 1 1 2 
56号竪穴建物跡 13.0 東壁 ○ 7358.0 1 1 
57号竪穴建物跡 35.2 - ○ ○ 34072.8 4 2 9 5 4 
58号竪穴建物跡 3.9 - 838.9 1 1 
59号竪穴建物跡 8.4 西壁 1383.8 
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床面積
（㎡）

カマドの
方向

炉・
焼土

To-aテフラブ
ロックの混入

古代土器
（ｇ）

灰釉・
緑釉 砥石 石製品 黒曜石製

石製品 木製品 鉄製品 羽口 鉄滓 備考

60号竪穴建物跡 竪穴24.2
掘立18.2 南壁 ○ 4204.4 1 3 竪穴・掘立柱

併用建物
61号竪穴建物跡 〈14.7〉 - ○ 1591.6 
62号竪穴建物跡 〈7.9〉 東壁 232.1 2
63号竪穴建物跡 〈13.6〉 東壁 ○ 4152.7 1 

64号竪穴建物跡 竪穴38.0
掘立17.4 東壁 ○ ○ 15094.1 1 2 1 15 竪穴・掘立柱

併用建物

65号竪穴建物跡 Ⅰ期39.5
Ⅱ期46.1 東壁 ○ ○ 23428.2 緑 1 1 4 18 

66号竪穴建物跡 18.5 南壁 ○ 12404.4 2 
67号竪穴建物跡 19.8 東壁 ○ 2939.4 1 1 
68号竪穴建物跡 29.3 南壁 ○ 15996.1 3 1 3 
69号竪穴建物跡 〈6.8〉 - 474.0 1 
70号竪穴建物跡 〈2.1〉 - ○ 1106.8 
71号竪穴建物跡 9.8 東壁 1823.0 1 
72号竪穴建物跡 5.9 東壁 ○ ○ 401.1 
73号竪穴建物跡 55.1 東壁 ○ ○ 43502.7 1 3 22 1 15 
74号竪穴建物跡 14.3 - 4082.5 1 6 
75号竪穴建物跡 〈25.3〉 東壁 ○ ○ 16407.4 1 2 

76号竪穴建物跡 竪穴34.2
掘立26.9 東壁 ○ 7983.6 2 3 2 竪穴・掘立柱

併用建物
77号竪穴建物跡 10.9 東壁 1405.6 
78号竪穴建物跡 35.5 南壁 ○ ○ 7247.2 1 2 
79号竪穴建物跡 〈10.0〉 - ○ ○ 3965.8 2 
80号竪穴建物跡 5.1 東壁 3618.6 
81号竪穴建物跡 〈10.4〉 - ○ 3946.4 2 
82号竪穴建物跡 14.7 東壁 ○ 2044.9 
83号竪穴建物跡 16.3 南壁 ○ 5334.6 1 
84号竪穴建物跡 19.3 - ○ 1048.7 1 2 1 
85号竪穴建物跡 9.6 東壁 ○ 6205.4 灰 1 
86号竪穴建物跡 〈1.9〉 - ○ 46.0 
87号竪穴建物跡 〈6.9〉 南壁 300.1 
88号竪穴建物跡 〈7.6〉 - 2134.1 4 
89号竪穴建物跡 〈1.4〉 - 156.0 1 
90号竪穴建物跡 9.6 - 1262.6 1 
91号竪穴建物跡 〈17.5〉 東壁 7902.9 灰 1 3 1 
92号竪穴建物跡 11.4 東壁 ○ 16966.2 2 
93号竪穴建物跡 18.1 東壁 4079.6 1 

Ⅴ　調査概要・基本土層

滓など、鉄製品製作に関連する遺物も多数出土しており、集落内で、鉄製品が製作されたか、あるい
は鉄製品の整備や手入れを行っていたことが窺える。
　他に、古代の遺物には、石製品（磨石や台石）や、１点であるが木製品（器種不明）も出土してい
る。また竪穴建物跡内から黒曜石製の石器やフレイク（剥片）も多数出土している。黒曜石製石器
は、従来、古墳時代に帰属する遺物と考えられ、また本遺跡でも古墳時代の墓壙（３号土坑）からも
出土しているものの、他の多くは、平安時代の竪穴建物跡の床面上や貼床内から出土しており、一概
に古墳時代のものが流れ込んだとは言いがたい。そこで今回の調査では、出土位置を重視し、各遺構
に伴うものと考え、多くの黒曜石製の石器は平安時代に帰属するものとした。今後、検討する必要が
ある。
　古代以外の遺物としては、縄文時代の土器や石器、古墳時代の土師器、鉄製品、黒曜石製石器、ま
た12世紀から20世紀代までの陶磁器片が出土しており、中世墓からは人骨と副葬品として鉄鍋と銭貨
（全て永楽通宝）が出土している。
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２　基本土層　

　調査区の北東端（基本土層①、第５図）東側（基本土層②、第５図）西側（基本土層③、第７図）
中央（基本土層④・⑤、第８図）北西端（基本土層⑥、第11図）で確認した。
　第Ⅳ章に記した通り、遺構検出面が複数面あるかどうかを確認するため、かなり深く土層の堆積を
観察した。その結果、調査区の東側半分（ⅢA、ⅣAグリッド付近）では、礫層（Ⅷ層）と本来の地
山層（Ⅶ層）の上に、胆沢川の氾濫で運ばれてきた４層に及ぶ洪水堆積層（Ⅲ～Ⅵ層。ただしⅥ層は
自然堆積の可能性もある）を確認した。そしてこの範囲においては、遺構はⅦ層上面ではなく、この
洪水堆積層の直上（Ⅲ層上面）で構築されているのを確認した。一方、調査区の西側（ⅠA、ⅠB、
ⅡA、ⅡBグリッド）では標高が高くなるためか、Ⅲ～Ⅵ層は堆積せず、Ⅰ層下はⅦ層に達してい
る。したがってこの範囲の遺構はⅢ層上面ではなく、Ⅶ層上面で構築されている。これらの堆積状況
を第12図右上に模式図として示した。
　このように、土層の堆積様相が東側と西側で異なるため、東側はⅢ層上面で、西側はⅦ層上面で遺
構を検出しているが、模式図に示した通り、遺構検出面としては一連の同一面である。なお、土層注
記にある「地山ブロック」はⅢ層ないしⅦ層土のブロックを指す。またこれらのⅢ・Ⅶ層上面以外で
は、遺構、遺物共に確認されないので、検出面はこの一面のみと判断している。
　基本土層は以下の通りである（第12図左は基本土層⑥）。

Ⅰa層　：黒褐色シルト（2.5Y3/2）表土（現代の耕作土）。
Ⅰb層　：黒褐色シルト（10YR3/1）耕作時に攪拌された土？波打ったように堆積する。
Ⅰc層　：褐灰色シルト（10YR4/1）耕作土か。あるいは中世頃に堆積？（遺物はない）　　　　
Ⅱ層 　：黒褐色シルト（10YR2/3～3/1）

調査区東側
（ⅢＡ・ⅣＡグリッド）

調査区西側
（ⅠＡ・ⅠＢ
 ⅡＡ・ⅡＢグリッド）

Ⅰa層

Ⅰb層

Ⅰc層

Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅴ層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

調査区東側の
　　　　　遺構検出面

調査区西側の
　　　　　遺構検出面

洪水堆積層
（調査区東側で確認）

Ⅱ層
※遺構埋土類似土。
　削平され、基本土層
　では確認出来ない。　

Ⅰa～Ⅰc層

Ⅵ層
Ⅴ層
Ⅳ層
Ⅲ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅵ層（旧沢跡）

Ⅱ層

基本土層様相模式図

第 12図　基本土層柱状図

第12図　基本土層柱状図
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　　　 　 層厚不明。粘性強　しまり密　粒子細かい。調査区の一部でのみしか確認できなかった（Ⅰ
層により、削平されたと推測）が、古代の遺構埋土に類似する。

Ⅲ層　：明黄褐色シルト（10YR7/6）
　　　 　 層厚10～15cm。粘性やや強　しまり密　粒子細かい。洪水堆積層で、調査区の東側で広く

堆積する。調査区東側はこの層上面で遺構を検出した。層下部はにぶい黄褐色（10YR5/3）
を呈する。

Ⅳ層　：暗褐色シルト（10YR3/3）
　　　　層厚20～25cm。粘性強　しまり密　粒子細かい
　　　　洪水堆積層で、無遺物層。調査区の東側に堆積する。わずかにⅢ層土が混じる。
Ⅴ層　：にぶい黄橙色シルト（10YR6/4）
　　　　層厚10～15cm。粘性強　しまり密　粒子細かい
　　　　洪水堆積層で、無遺物層。
Ⅵ層　：黒褐色シルト（10YR2/2）
　　　　層厚20～30cm　粘性強　しまり密　粒子細かい
　　　　 無遺物層。洪水堆積層と考えるが、調査区に見受けられる旧沢跡の埋土が類似しており、自

然堆積層の可能性もある。
Ⅶ層　：にぶい黄褐色シルト（10YR5/4）
　　　　層厚15～40cm。粘性やや弱　しまり密　粒子細かい
　　　　調査区全域で確認された。調査区の中央から西側ではこの層上面で遺構を検出している。
Ⅷ層　：明黄褐シルト（10YR7/6）
　　　　層厚不明。粘性弱　しまり疎　粒子やや粗め
　　　　礫層で20～50cm大の円礫（河原石か）で構成される。所謂基盤層と考える。

0 1：50 2m

河道跡
1.黒褐色粘質シルト(10YR2/3) 粘性やや強　しまり密　　　上部にTo-aテフラブロック少量、暗褐色シルトブロック微量含む。
2.黒褐色粘質シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　粒子が細かい。暗褐色シルトブロック微量含む。

Ⅶ-Ⅷ.にぶい黄褐色細砂（10YR5/4） 粘性弱　 しまりやや疎　粒子粗い　Ⅶ層土ブロック微量含む。 

河道跡
1.にぶい黄褐色細砂(10YR5/3)  粘性弱　   しまりやや疎　酸化鉄少量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR5/2)  粘性強　　 しまり密　　　礫微量含む。
3.黄褐色シルト（10YR5/6)　　  粘性やや強 しまり密　　　にぶい黄褐色シルトブロック中量含む。
4.にぶい黄橙色細砂（10YR7/4） 粘性弱　　 しまりやや疎　酸化鉄少量含む。
5.にぶい黄橙色細砂（10YR6/3） 粘性弱　　 しまりやや密　酸化鉄中量含む。

1

1
1

2
2…To-a テフラブロック

木根

Ⅶ

Ⅰa

Ⅰb
Ⅰc ⅠcⅠc

Ⅶ

Ⅶ-Ⅷ

Ⅷ

1
2

3

4 5

基本土層①（位置は第５図参照）

基本土層②（位置は第５図参照）

…河道跡

…河道跡

A L=131.100m A '

A L=130.900m A '

Ⅴ　調査概要・基本土層

第13図　基本土層１



－ 24 －

0 1：50 2m

河道跡
1.暗黄褐色シルト(10YR3/3)  粘性弱　   しまり密　　　粒子細かい。Ⅵ層土に類似。
2.灰白色細砂(10YR8/2)  粘性弱　　 しまりやや疎　粒子粗い。　河川の洪水により運ばれてきた川砂が堆積したものか。
3.黄褐色シルト（10YR5/6)　　  粘性やや弱 しまりやや密　粒子やや細かい。灰白色細砂微量混じる。
4.にぶい黄橙色細砂（10YR7/2） 粘性弱　　 しまり密　　　粒子やや粗い。河川の洪水により運ばれてきた川砂が堆積したものか。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　水気をおび、酸化し、部分的に褐色を呈する。

河道跡
1.暗褐色シルト(10YR3/3)  粘性強　   しまり密　　　粒子細かい。Ⅵ層土に類似し、Ⅱ層土ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/4)  粘性強　   しまり密　　　粒子細かい。1層より明るめ。Ⅱ層土ブロック微量含む。
3.黄橙色シルト(10YR7/8)  粘性やや弱 しまりやや密　粒子やや細かい。2層土ブロック微量含む。
4.にぶい黄橙色細砂（10YR7/2） 粘性弱　　 しまりやや疎　粒子やや粗い。河川の洪水により運ばれてきた川砂が堆積したものか。
5.明黄褐色シルト（10YR7/6）　 粘性やや強 しまり密　　　粒子細かい。砂質だが、細砂の混入ない。
6.にぶい黄橙色細砂（10YR7/2） 粘性弱　　 しまりやや密　粒子やや粗い。河川の洪水により運ばれてきた川砂が堆積したものか。
7.明黄褐色シルト（10YR7/6）　 粘性やや強 しまり密　　　粒子細かい。5層よりも粒子細かく、細砂の混入ない。

Ⅶ-Ⅷa.灰白色細砂(10YR8/1)　　　　 　粘性弱　しまり疎　粒子粗い。洪水堆積土か。
Ⅶ-Ⅷb.にぶい黄橙色シルト（10YR7/4） 粘性弱　しまり密　粒子細かい。Ⅶ層に近い。灰白細砂がブロックで微量混じる。

Ⅰa

Ⅰb

木

根

木根

1 2 2
1

3

Ⅱ Ⅱ

4

5

6

Ⅷ

Ⅰa

Ⅰb

Ⅶ

Ⅷ

Ⅶ-Ⅷa

Ⅶ-Ⅷa
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Ⅶ
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…河道跡
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…河道跡

基本土層③（位置は第７図参照）

基本土層⑤（位置は第８・９図参照）

基本土層⑥（位置は第 11図参照）

基本土層④（位置は第８図参照）

A
L=127.500m

A '

A L=129.800m A '

A L=129.000m A '

A L=128.500m A '

２　基本土層

第14図　基本土層２
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

１　竪穴建物跡

　一辺３ｍ以上で、平面形が方形基調の遺構を「竪穴建物跡」とした。今回の調査で93棟確認した。
カマドや炉、柱穴などの付属施設の形状やその有無から分類可能であるが、ここでは一括し報告する
（詳細はⅧ章）。
　また遺構の時期についてはⅧ章で検討した古代土器の３時期区分を記載した。

１号竪穴建物跡（第15・16図、写真図版４・140）
［位置・検出状況］調査区西端ⅠＢ５h、ⅠＢ５iグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。ただし後
世の削平が著しく、そのため本遺構は、壁と床面の一部が残存するのみである。調査開始当初、基本
土層確認用のトレンチを調査区西壁に入れた時、本遺構を確認し、その際に、本遺構より深く掘り下
げたため、床面を消失した。なお、本遺構は西側の半分以上が調査区外に及んでいる。
　本遺構は２号掘立柱建物跡と重複している。２号掘立柱建物跡の柱穴との新旧関係から、本遺構の
方が古いと判断した。
［規模・平面形］北辺〈58〉cm、東辺460cm、南辺〈352〉cm、西辺不明を測り、方形基調と推測
する。確認できた範囲の床面積は〈10.1〉㎡である。
［埋土の状況］後世の削平により、埋土は消失しており、埋土やその状況については不明である。土
坑１の埋土から黒褐色シルトが堆積していたと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸がある。後世の削平により、床面も削られている可
能性が高い。壁は東壁と南壁の一部が残存するのみで、残存する壁高は最大17cmである。
［貼床］壁際のほぼ全周で認められた。掘り方は歪で深さは５～10cmである。
［カマド・炉］炉を２基検出した。炉１は、南東端の壁際に付く。カマドの燃焼部焼土面の可能性
もあるが、袖や煙道は認められない。規模は63×53cmである。強く被熱し、被熱深度は９cmで、明
赤褐～橙色を呈する。なお炉１の東西端から１個ずつ20cm大の礫を検出し、これらには据え付けの
掘り方も認められた。ただし用途は不明である。炉２は調査区西壁の断面（A－A’）で確認したのみ
で、規模は不明（径80～90cm程度か）である。被熱は強く、被熱深度は５cmで、赤褐色を呈する。
　他に床面ほぼ中央で、25×15cmの焼土を確認した。
［土坑］２基検出した。土坑１は南東角の壁際に付く。100×80cmの楕円形で、埋土には土器片や炭
化物が混じる。西側には炉１が隣接しているので、炉１に伴う貯蔵穴の可能性がある。土坑２は南壁
際に付く。68×66cmの略円形で、中央は径30cmほど窪むのが特徴である。用途は不明。
［柱穴・壁溝］なし。
［出土遺物］土坑１や炉周辺の床面上から土師器・須恵器の破片1804.3ｇ分が出土している。なお本
遺構は埋土が消失しているので、出土遺物については、流れ込みの可能性もあるが、周辺に同様な遺
構がないことも鑑み、本遺構出土とした。
　土師器は坏・甕・羽釡（？）、須恵器は甕・大甕が出土している。いずれも破片で、完形はない。
４点掲載した。１は非ロクロ成形の土師器甕で、外へと大きく外反する器形である。２は羽釡か鉢と
考える。外へと広がる器形で口縁部に突起が一周巡る。３は須恵器甕の胴部片で、外面にタタキ痕が
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１　竪穴建物跡

0 1：30 1m

0 1：50 1m

1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.赤褐色焼土(5YR4/6) 粘性弱　　　しまり密　　　炉２焼土。被熱強い。
3.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
4.褐色シルト(10YR4/4) 粘性弱　　　しまりやや密　貼床土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。

1.明黄褐色シルト(10YR7/6)　粘性弱　しまり密　
　　　　　　　　　　　     灰黄褐色シルトブロック少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　   炭化物微量含み、土器片混じる。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性やや弱　しまり密　
　　　　　　　　　　　　   人為堆積。
　　　　　　　　　　　　   炭化物微量、地山ブロック中量含む。

1.明赤褐色焼土(5YR5/6)　　粘性弱　　　しまり密　　　被熱強く、一部橙色を呈する。
2.褐灰色シルト(7.5YR4/1)　粘性やや弱　しまりやや疎　掘り方。被熱で赤みをおびる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地山ブロック少量含む。
3.褐色砂質シルト(10YR4/4)　粘性弱　 　しまりやや密　貼床土。黒褐色シルトブロック少量、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地山ブロック少量含む。

 

1.黒褐色粘質シルト(10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　　   炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

残る。４は須恵器大甕の胴部片、肩に近い部分と考える。両面にタタキ痕が残る。
［時期］出土遺物が少ないので、不明瞭だが、明神下Ⅱ期であろうと推測する。

２号竪穴建物跡（第17～21図、写真図版５・140・141）
［位置・検出状況］調査区西端ⅠB８c、ⅠB８d、ⅠB９c、ⅠB９d、ⅠB10b、ⅠB10c、ⅠB10dグリッ
ドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。
　本遺構は１号溝跡、２号溝跡と重複し、本遺構が最も古い。なお２号溝跡は本遺構の中央を横切っ
ているが、本遺構の埋没後に構築され、本遺構の西壁と床面の一部を壊したに過ぎない。
［規模・平面形］北辺〈395〉cm、東辺424cm、南辺426cm、西辺〈368〉cmを測り、略正方形であ
る。床面積は18.3㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。また壁際の褐灰色シルト（３層）や灰黄
褐色シルト（４層）が三角堆積しており、したがって自然堆積により埋没したものと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は西側がわずかに高くなるが、概ね平坦である。壁は１・２号溝
跡に壊された箇所を除き、全周する。緩やかに外へと開いている。壁高は最大18cmを測る。
［貼床］床面のほぼ全体に施されるが、床面中央には貼床されない範囲が見受けられた。貼床土は砂
質の褐灰色シルトを主体とし、黒褐色シルトブロックなどが混じる。掘り方は凸凹が激しく、深さは
１～10cmである。
［カマド・炉］カマドを２基確認した。両者は作り換えと考えられ、カマド１が新しく、カマド２は
古いと推測する。
　カマド１は北壁の東寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。燃焼部焼土面は60×52cmを
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測る。焼土は強い被熱により、橙～明赤褐色を呈し、硬化している。被熱深度は９cmに及んでいる。
袖は両袖共、下部のみ残存する。上部はおそらく消失したと推測する。袖構築土は黒褐色シルトや灰
黄褐色シルトで、礫などの芯材は見受けられない。また燃焼部焼土面の奥側から煙道までの間は、不
整形に掘り窪んでいる。図示していないが、埋土の状況から別の遺構の重複とは考えられず、廃絶時
に、燃焼部焼土面と袖を残して壊したのではないかと推測している。煙道は140cmを測り、手前の掘
り窪みから下へと５°傾斜しながら、先端部に至る。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量含み、地山ブロック少量が層中央に偏在。
2.黒褐色シルト(10YR3/1)　　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.褐灰色シルト(10YR4/1)　　　粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
4.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　粘性強　　　しまりやや密　炭化物少量、地山ブロック微量含む。
5.暗褐色シルト(10YR3/3)　　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
6.褐灰色シルト(10YR4/1)　　　粘性やや強　しまりやや疎　Pit3埋土。人為堆積で、炭化物微量、地山ブロック中量含む。
7.褐灰色シルト(10YR4/1)　　　粘性やや弱　しまり密　　　貼床土。黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック中量含む。

Pit1　
1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　　粘性やや強　しまりやや密　後世、埋めた痕跡。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)　　　粘性やや強　しまり疎　　　柱痕跡。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.明黄褐色シルト(10YR7/6)　　粘性やや強　しまり密　　　掘り方埋土。黒褐色シルトブロック中量含む。
Pit2
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)　　　粘性やや弱　しまり疎　　　柱痕跡。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.明黄褐色シルト(10YR7/6)　　粘性強　　　しまりやや密　掘り方埋土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　カマド２は東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道部が残存する。燃焼部焼土面は30×25cm
を測る。焼土は被熱が弱く、にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は４cmである。また焼土面の奥側に30
×15cmの方形礫を支脚として据えている。袖は南側のみで、袖構築土は残存せず、芯材礫１個のみを
確認した。なお芯材礫は比較的大きな円礫を素材としているが、上部が破損し、その破損部分が床面
上に残っていた。煙道は、残存長85cmである。東壁との連結部は確認できなかった。おそらく後世の
削平によって消失したと推測する。残存部は煙道の一部と煙出しに相当する掘り窪みと考えられる。
［土坑］なし。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面で８個（Pit１～８）、また壁の外側で小柱穴を４個（Pit９～12）検出し
た。床面の柱穴配置からみて、Pit１・２・６・８は主柱穴の可能性がある。特にPit１・２は床面か

0 1：30 1m

1. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　　粘性やや弱　しまり密　    炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR3/2)　　　　　粘性弱    　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
4. にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)　　粘性弱　    しまり密　    流れ込み？
5. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　　　粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
6. 黒褐色シルト(7.5YR3/2)　　　　 粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。被熱でわずかに赤みをおびる。炭化物微量含む。
7. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　　　粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。1層土に類似。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
8. 灰黄褐色シルト(10YR5/2)　　　　粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、地山ブロックやや多く含む。
9. 橙色焼土(7.5YR6/6)　　　　　　 粘性やや強　しまり密　    被熱強い。
10.明赤褐色焼土(5YR5/6)　　　　　 粘性やや強　しまりやや疎　被熱強いが、1層より弱い。
11.褐色シルト(7.5YR4/4)           粘性弱　    しまりやや疎　貼床土だが、被熱で赤味をおびる。地山ブロック少量含む。
12.褐灰色シルト(10YR4/1)          粘性やや強　しまり密　    貼床土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

らの深さ65cmを測り、また柱痕跡（２層）も残存している。
　小柱穴は主に西壁の外側に集中する傾向があるが、配列などに規則性は見受けられない。
［出土遺物］古代土器5876.3ｇ分、石製品が出土している。埋土中からの出土が多いが、カマド１・
２周辺からも集中的に出土している（第19図右）。
　古代土器は、土師器のみで、器種は坏と甕である。５～８は坏で、７を除き、ロクロ成形である。
５は内面に黒色処理され、６はロクロ成形のみである。７は内外面黒色処理された坏の口縁部片であ
る。８はやや大型（椀？）で、口縁部が全周、欠損する。内面にミガキを施し、赤彩（？）されてい
る（焼き具合か）。９～16は甕で14を除き、ロクロ成形である。９～12はやや小型で、断面が厚い。
13はロクロ成形後、胴部下半はケズリによる成形を施している。また外面には輪積み痕が残る。15・
16も同様の甕の破片である。14は胴部がやや膨らむ器形の甕で、非ロクロ成形である。内外面にナデ
成形を施す。
　17は床面上から出土した石製品である。凝灰岩製。楕円形を呈し、平坦な両面が窪むほど、擦った
痕跡が見受けられた。磨石あるいは手持ちの砥石ではないかと推測する。
［時期］埋土からTo-aテフラが確認されないことと出土した古代土器の年代から明神下Ⅱ期に位置づ
けた。

0 1：30 1m

8

1.黒褐色シルト(10YR3/1)      粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)      粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)      粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
4.にぶい赤褐色焼土(5YR4/3)   粘性やや弱　しまりやや疎　被熱弱い。
5.黒褐色シルト(10YR3/2)      粘性やや強　しまり密　　　芯材掘り方。地山ブロック少量含む。
6.灰黄褐色シルト(10YR5/2)    粘性やや強　しまりやや密　貼床土。地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

３号竪穴建物跡（第22～26図、写真図版６・141・142）
［位置・検出状況］調査区北端ⅠB10e、ⅠB10f、ⅠB11e、ⅠB11fグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検
出した。
　本遺構は、カマドを１回作り換えており、また壁溝が二重に巡っている。そして、断面で土層を確
認したところ、貼床や床面も再構築していることが分かった。したがって、建物自体の建て替えと判
断し、古い段階を「Ⅰ期」、新しい段階を「Ⅱ期」とした（第23図下）。
［規模・平面形］Ⅰ期は北辺322cm、東辺350cm、南辺312cm、西辺368cmを測り、床面積は10.1㎡
である。Ⅱ期は、北辺368cm、東辺462cm、南辺366cm、西辺495cmを測り、床面積は17.9㎡であ
る。どちらもカマドを正面として、横長の長方形である。
［埋土の状況］Ⅱ期の埋土が残存する。５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際には灰黄褐
色シルトが三角堆積しており（４層）、自然堆積と推測する。また本遺構はⅡ期を構築する際、床面
全体に貼床を施し、嵩上げしており、６・７層はⅡ期の貼床土、９層はⅠ期の貼床土である。
［床面・壁］Ⅰ期、Ⅱ期共に、カマドの検出面を床面とした。若干の凹凸があるが、平坦である。ま
たⅡ期の床面はⅠ期よりも５cmほど高い。壁は、Ⅰ期は不明。Ⅱ期は全周し、北壁や西壁は直立気
味だが、その他は緩やかに外へと広がる。壁高は最大45cmを測る。
［貼床］Ⅰ・Ⅱ期共に、床面のほぼ全体に貼床が施される。Ⅰ期の貼床土は黒褐色シルトを主体とし
（９層）、掘り方は凹凸が激しい。Ⅱ期はⅠ期の床面に約５cm貼床（６・７層）を施し、床面を嵩
上げしている。暗褐色シルト、黒色シルトを主体とする。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。２面の燃焼部焼土面が切り合っているのを確認し、ま
た煙道を２箇所検出した。これらのことから、建て替えの際、カマドの作り換えも行ったと推測す
る。
　Ⅰ期のカマドは、燃焼部焼土面と煙道のみ残存する。燃焼部焼土面は50×〈35〉cmで、Ⅱ期の袖
と燃焼部焼土面によって一部が壊されている。被熱は強い。被熱深度は９cmである。煙道は刳り抜
き式で、180cmを測り、東壁から約５°上がりながら煙出しピットに至る。また煙出しピットより奥

0 1：3 10cm
16

17
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 1m

1.黒褐色シルト(10YR3/1)    粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR5/2)  粘性強    　しまりやや疎　炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
6.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、黒褐色シルトブロック中量、地山ブロック少量含む。
7.黒色シルト(10YR2/1)      粘性やや強　しまりやや密　暗褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
8.褐灰色シルト(10YR4/1)    粘性やや弱　しまり疎　　　壁溝埋土。地山ブロック少量含む。
9.黒褐色シルト(10YR2/3)    粘性弱　    しまり密　　　貼床土。地山ブロック中量含む。
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１　竪穴建物跡

側に同規模の掘り込みを確認した。煙出しピットの作り換えの可能性が高いものの、煙道部に貫通し
ていない。
　Ⅱ期のカマドは燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。燃焼部焼土面は45×40cmで、被熱はⅠ期の
燃焼部焼土面よりさらに強く、硬くしまる。被熱深度は４cmである。袖は芯材礫10個と構築土の一
部が残存する。芯材礫は扁平な円礫を壁際まで並べ、構築している。袖構築土はにぶい黄褐色シルト
や明黄褐色シルトなど地山土に近い。煙道は刳り抜き式で、190cmを測り、東壁から若干上がるが、
ほぼ平坦で、煙出しピットに至る。
［土坑］２基検出した。土坑１は南東隅に付く。112×93cmの不整な楕円形である。Ⅰ期に構築さ
れ、カマドの作り換えの際、北側を埋め（第23図18層）、構築し直されている。貯蔵穴と推測する。
　土坑２は南西隅に付く。80×54cmの不整な楕円形である。貯蔵穴か。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面で８個（Pit１～８）、また壁の外側で小柱穴を７個（Pit９～15）検出し
た。Ⅰ・Ⅱ期のどちらに帰属するかは、第23図に示した通り判断した。床面の柱穴配置からみて、
Pit３・４・７・８はⅡ期の主柱穴の可能性がある。４個とも床面からの深さ40～80cmと深い。小柱
穴は主に北壁、南壁の外側に集中する傾向があるが、配列などに規則性は見受けられない。
　壁溝は２条で、床面中央側で西から北側に巡るものをⅠ期、壁際で西、北側と東側の一部に巡るも
のをⅡ期と推測している。
［出土遺物］古代土器10037.5ｇ分、石製品、鉄製品が出土している。埋土中とカマド周辺から出土
するものが多い。

0 1：100 5m

0 1：30 1m

1.灰褐色シルト(7.5YR4/2) 粘性やや弱　しまりやや疎　被熱で赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR5/2) 粘性弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。

1 2

E L=130.900m E '

土坑2

Ⅰ期 Ⅱ期
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：30 1m

カマド（Ⅰ期）煙道（D-D’)
 1.黒褐色粘質シルト(10YR2/3)  粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、黒色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
 2.暗褐色粘質シルト(10YR3/3)  粘性弱　　　しまり密　　　上部は被熱でわずかに赤味おびる。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
 3.黒褐色粘質シルト(10YR2/2)  粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量含む。
 4.暗褐色粘質シルト(10YR3/3)  粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
 5.黒褐色粘質シルト(10YR2/3)  粘性やや弱　しまり疎　　　後世の堆積土か。地山ブロックやや多く含む。
 6.黒褐色粘質シルト(10YR3/2)  粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、To-aテフラブロック微量、地山ブロック少量含む。
 7.にぶい赤褐色砂質シルト(5YR5/4)  粘性弱　　　しまり密　　　地山が被熱で赤味をおびる。

カマド断面（A-A’・B-B’・C-C’)
 1.浅黄橙色焼土(10YR8/4) 粘性弱　　　しまり密　　　被熱激しく、硬い。
 2.橙色焼土(5YR7/6) 粘性やや強　しまりやや疎　被熱強く、硬くしまる。
 3.にぶい黄褐色シルト(10YR5/4) 粘性弱　　　しまりやや密　袖構築土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
 4.明黄褐色シルト(10YR6/6) 粘性弱　　　しまりやや密　袖構築土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
 5.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性弱　　　しまりやや疎　袖構築土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
 6.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性強　　　しまりやや密　貼床土か。                                         炭化物微量、地山ブロック少量含む。
 7.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性強　　　しまりやや密　芯材掘り方。5層土に類似。炭化物微量、焼土粒微量含む。
 8.灰黄褐色シルト(10YR5/2) 粘性やや弱　しまりやや疎　貼床土。炭化物微量、地山ブロックやや多く含む。
 9.赤褐色焼土(5YR4/8) 粘性やや弱　しまりやや疎　被熱強いが、1層よりは弱い。
10.灰黄褐色シルト(10YR4/2)      粘性やや弱　しまりやや密　煙道上部、被熱で赤味をおびる。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
11.黒色シルト(10YR2/1)      粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
12.黒褐色シルト(10YR3/2)      粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
13.灰褐色シルト(10YR4/1)      粘性弱　　　しまり密　　　地山ブロック中量含む。
14.黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
15.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
16.にぶい黄褐色シルト(10YR5/3) 粘性弱　　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロックやや多く含む。
17.褐灰色シルト(10YR4/1) 粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量含む。
18.灰黄褐色シルト(10YR5/2) 粘性弱　　　しまりやや密　古い土坑１埋土。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　土師器は坏（18～26）、甕（27～31）、鉢（32）、台坏鉢（33）がある。坏はロクロ成形のみで、
外へと大きく開く器形である。甕は27を除き、非ロクロ成形である。27はロクロ成形で外面に、ケズ
リを施す。28、29はケズリ成形されている。30は口縁部がすぼまる器形である。31は小型甕で直立気
味の器形である。32は小型の鉢で、断面に厚みがある。33は台付鉢の台部と推測するが上部が欠損し
ており、分からない。底部付近は薄い。須恵器は長頸瓶（34）と瓶類（35・36）である。34はⅡ期の
煙道内から出土している。35・36は胴部から底部の破片である。
　石製品は１点出土した（37）。デイサイトの円礫を素材とし、その一面は平坦になるほど擦った痕
跡が見受けられる。磨石あるいは手持ちの砥石と推測する。
　鉄製品は３点出土した。すべて刀子で（38～40）、38・40は刃部が細く、39は基部が欠損し、また
両端が大きく曲がっている。いずれも使い込みによって変形したと推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

４号竪穴建物跡（第27～31図、写真図版７・142・143）
［位置・検出状況］調査区西端ⅠB13g、ⅠB13h、ⅠB14g、ⅠB14hグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検
出した。本遺構は、６号溝跡と重複し、本遺構の方が古いが、６号溝跡は本遺構の埋没後に構築され
ており、本遺構の上部を壊したにすぎない。
［規模・平面形］北辺292cm、東辺338cm、南辺300cm、西辺310cmを測り、カマドを正面として、
横長の長方形である。床面積は10.5㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。各層に炭化物や地山ブロックが混入する
が、壁際の４・５層は三角堆積しており、したがって自然堆積と推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は概ね平坦であるが、東壁側は若干低い。壁は全周する。緩やか

38
39

40

0 1：3 10cm
（35〜37）

0 1：2 10cm
（38〜40）

36

35

37
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

1.黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや弱　しまりやや密　
2.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまり密　　　地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや強　しまりやや密　
5.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや密　壁溝埋土。地山ブロック微量含む。
7.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまりやや密　貼床土。地山ブロック中量含む。

土坑1
1.黒色シルト(10YR2/1)　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/3)　　　粘性強　　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/3)　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　粘性やや強　しまりやや密　黒色シルトブロック微量、地山ブロック微量含む。
土坑2
1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまり密　
2.黒色シルト(10YR2/1) 粘性弱　　　しまり密　炭化物多量、焼土粒少量含み、土器片混じる。
3.暗褐色シルト(10YR3/4) 粘性やや弱　しまり密　炭化物微量含み、土器片混じる。
4.暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性やや弱　しまり密　地山ブロック微量含み、土器片混じる。
土坑3
1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒色シルト(10YR2/1) 粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
5.褐色シルト(10YR4/4) 粘性やや弱　しまりやや密　黒褐色シルトブロック微量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　
7.黒色シルト(10YR2/1) 粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロックやや多く含む。

Pit1
1.暗褐色シルト(10YR3/3) 　粘性やや強　しまりやや密　
2.黒褐色シルト(10YR2/3) 　粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit2
1.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.明黄褐色シルト(10YR6/6) 粘性やや弱　しまりやや密　
3.褐色シルト(10YR4/6) 粘性やや弱　しまりやや疎　黒色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。　
4.黒褐色シルト(10YR3/1) 粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

に広がりながら立ち上がる。壁高は最大27cmを測る。
［貼床］床面中央の一部を除き、床面全体に貼床が施されている。貼床土は黒褐色シルトを主体とす
る。掘り方は床面中央が浅く、深さ１cm程度で、壁際は全体的に深く、床下から10～12cm掘り込ま
れている。
［カマド・炉］カマドは東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は57×52cmを測る。強い被熱により、明赤褐色を呈している。被熱深度は最大で
13cmに及んでいる。
　袖は、南袖が構築土と芯材礫１個、北袖は芯材礫２個のみを検出した。また燃焼部焼土面の手前

0 1：30 1m

52

1. 黒褐色シルト(10YR2/3）     　粘性弱　    しまり密 
2. 黒色シルト(10YR2/1）         粘性やや弱　しまり密　    焼土粒微量含む。
3. 明赤褐色焼土(5YR5/6)         粘性やや強　しまりやや密　焼けの強い焼土塊。天井崩落土か。
4. 暗褐色シルト(10YR3/3)        粘性強　    しまり密 
5. 黒色シルト(10YR2/1）         粘性やや弱　しまり密 
6. 黒褐色シルト(10YR3/1)        粘性弱    　しまりやや密　暗褐色シルトブロック少量含む。
7. 暗褐色シルト(10YR3/4)        粘性弱　    しまりやや密　黒色シルトブロック斑文状に微量含む。
8. 黒褐色シルト(10YR2/2）       粘性強　    しまり密　　　煙道崩落後に堆積した層。地山ブロック少量含む。
9. 黒褐色シルト(10YR2/2）       粘性やや強　しまりやや密　煙道崩落後に堆積した層。地山ブロック微量含む。
10.黒褐色シルト(10YR2/3）       粘性やや強　しまりやや密　煙道崩落後に堆積した層。地山ブロック微量含む。
11.黒褐色シルト(10YR3/1)        粘性やや弱　しまりやや密　煙道崩落後に堆積した層。地山ブロック少量含む。
12.黒褐色シルト(10YR2/2）       粘性やや強　しまりやや密　煙道崩落後に堆積した層。地山ブロック塊状に微量含む。
13.黒褐色シルト(10YR2/2）　　　 粘性やや強　しまりやや密　煙道崩落後に堆積した層。地山ブロック塊状に少量含む。
14.にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)　粘性弱　    しまり密    　天井部分の崩落土。暗褐色シルトブロック中量含む。
15.黒褐色シルト(10YR3/2)        粘性やや強　しまりやや密 
16.明赤褐色焼土(5YR5/6)         粘性やや強　しまりやや密　燃焼部。被熱強い。
17.黒褐色シルト(10YR2/2）       粘性やや強　しまりやや密　袖構築土。
18.黄褐色シルト(10YR4/3)        粘性弱　    しまりやや密　貼床土。黒褐色シルトブロック中量含む。
19.にぶい赤褐色シルト(5YR5/3）  粘性弱    　しまりやや密　地山だが、被熱で赤みをおびる。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

で、55×25cmの扁平な礫を１個検出した。この礫は非常に強い被熱によって橙色に変色している。
出土位置からみて、両袖の上に載せる「天井石」であったと推測する。
　煙道は120cmを測り、東壁際から20°下へと傾斜しながら、煙出しに至る。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの南隣に付く。60×55cmの不整な楕円形を呈し、深さ20cm
である。位置からみてカマドに付属する貯蔵穴と推測する。土坑２は南壁際、ほぼ中央に付く。90×
52cmの不整な方形で、深さ16cmである。用途は不明である。土坑３は南西隅に付く。径約94cmの
不整な円形を呈し、深さ42cmで３基の土坑の中で最も規模が大きく、貯蔵穴の可能性が高い。
［柱穴・壁溝］柱穴は東壁際で２個検出した。それ以外に確認できなかったので、柱配置は不明である。
　壁溝は北壁と東壁の一部で検出した。

52
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55
0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

［出土遺物］古代土器9717.5g分、石製品、鉄製品、鉄滓が出土している。埋土中とカマド周辺から
出土するものが多い。
　古代土器は、全て土師器で、坏（41・43～45）、台付坏（42）、甕（46～55）がある。坏はロクロ
成形で、41は内面に黒色処理が施される。器形は直線的に開くもの（41・44）と胴部が内湾するもの
（43・45）がある。また45は口径の推定が18.4cmを測り、他のものと比べ大きい。42は内面黒色処
理の台付坏であるが、ミガキが非常に丁寧で、また台部の内面にも黒色処理が施されている。なお
41・42は北壁寄りの床面上で、正位の状態で出土した（第27図）。どちらも完形である。
　甕は、ロクロ成形が多く、ロクロ成形のみのもの（47～49・53）と、ロクロ成形後、胴部下半にケ
ズリを施すもの（46・50～52・54・55）がある。なお52は全体の３分の１程度が残存するのみである
がカマドの燃焼部焼土面上から出土している（第28図）。
　石製品は１点（56）掲載した。凝灰岩の楕円形を呈した円礫を素材とし、擦った痕跡が３箇所で確
認できた。なおいずれも長辺と直交する方向に擦痕が見受けられるのが特徴である。磨石として利用
されたものと推測する。
　鉄製品（57）は刀子で、床面上から出土している。先端が欠損し、また刀身がわずかに曲がってい
る。刃部が細いので、使い込みにより、すり減ったと推測する。
　鉄滓は１点（58）のみ出土している。58は床面上（刀子（57）の近く）から出土している。５cm
四方の歪な方形で、肉眼観察では、鍛錬鍛冶滓と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期と位置づけた。

57

580 1：3 10cm 0 1：2 10cm

（56・58） （57）

56

第31図　４号竪穴建物跡出土遺物３
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

５号竪穴建物跡（第32～34図、写真図版８・144）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠB13d、ⅠB13e、ⅠB14d、ⅠB14eグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検
出した。
　本遺構は、４・５号溝跡と重複し、本遺構が最も新しい。
［規模・平面形］北辺340cm、東辺326cm、南辺326cm、西辺345cmを測り、不整な正方形を呈す
る。床面積は11.6㎡である。
［埋土の状況］10層からなり、黒褐色シルトを主体とする。各層に炭化物や地山ブロックが混入する
が、壁際には暗褐色シルト（８層）や灰黄褐色シルト（９層）が三角堆積しており、したがって埋没
は自然堆積によるものと推測する。

0 1：50 2m

1. 黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性弱　　　しまり密　　　炭化物微量、褐灰色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
2. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや強　しまりやや密　
3. 黒色シルト(10YR2/1)      粘性強　　　しまり密　　　炭化物微量含み、焼土ブロック少量が下部に偏在。
4. 黒褐色シルト(10YR2/3)    粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
5. 黒褐色シルト(10YR2/2)    粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6. 暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7. 黒褐色シルト(10YR2/2)    粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
8. 暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性弱　　　しまりやや密　焼土ブロック中量含む。
9. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性強　　　しまりやや疎　地山ブロック中量含む。
10.黒色シルト(10YR2/1)      粘性強　　　しまりやや疎　崩落土。地山ブロック中量含む。
11.黒色シルト(10YR2/1)      粘性やや強　しまりやや疎　土坑２埋土。炭化物微量含む。
12.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや強　しまりやや密　Pit４埋土。炭化物微量、黒色シルトブロック中量、地山ブロック少量含む。
13.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまり密　　　貼床土。部分的に焼土粒微量混じる。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。

1.黒色粘質シルト(10YR2/1) 粘性強　しまりやや密　土坑3埋土。
                             炭化物微量、にぶい黄褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色粘質シルト(10YR2/2)  粘性やや強　しまりやや密　Pit5埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：30 1m

1. 明褐色焼土(7.5YR5/6)　　　　粘性弱　    しまり疎　    天井崩落土か。橙色焼土ブロック中量、黒色シルトブロック少量含む。
2. にぶい橙色シルト(7.5YR7/3)　粘性やや強　しまりやや疎　袖構築土の崩落か。炭化物少量、焼土ブロック微量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　 粘性やや強　しまりやや密　焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR3/2)       粘性やや強　しまり密　    焼土粒少量、地山ブロック微量含み、炭化物少量が中部に偏在。
5. 黒褐色シルト(7.5YR2/2)      粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量含む。
6. 暗褐色シルト(10YR3/3)       粘性強　    しまり密　    炭化物微量、焼土粒中量含む。
7. にぶい褐色シルト(7.5YR5/4)  粘性強      しまりやや密　被熱でわずかに赤みをおびる。橙色焼土ブロック中量が奥側に偏在。
8. にぶい褐色シルト(7.5YR5/3)  粘性やや弱　しまり密　    炭化物微量、焼土ブロック微量、地山ブロック微量含む。
9. 褐色シルト(7.5YR4/4)        粘性強　    しまりやや疎　被熱で赤みをおびる。地山ブロック微量含む。
10.黒褐色シルト(10YR2/2)       粘性やや強　しまり密　    炭化物微量、地山ブロック少量含む。
11.褐灰色シルト(10YR4/1)       粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
12.にぶい赤褐色焼土(5YR4/4)    粘性弱　    しまりやや疎　一部橙色を呈するが、被熱弱い。
13.暗褐色シルト(10YR3/3)       粘性やや弱　しまり密　    貼床土。部分的に焼土粒微量混じる。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
14.にぶい橙色焼土(5YR6/4)      粘性弱　    しまり疎　    壁面（地山）で、被熱で赤みをおびる。
15.灰黄褐色シルト(10YR4/2)     粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。炭化物微量含む。
16.褐色砂質焼土(10YR4/6)       粘性弱　    しまり密　    袖構築土。強い被熱を受けた焼土塊主体。
17.黒褐色シルト(10YR3/2)       粘性やや強　しまり密　    袖構築土。炭化物微量含む。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
18.黒色シルト(10YR2/1)         粘性強    　しまりやや密　上部は硬くしまる。下部に3層土ブロック少量偏在。
19.にぶい橙色シルト(7.5YR6/4)  粘性やや弱　しまりやや疎　土坑1埋土。袖からの崩落か。黒褐色シルトブロック少量含む。
20.黒色シルト(10YR2/1)         粘性やや強　しまりやや疎　土坑1埋土。炭化物微量、1層土ブロック微量含む。
21.にぶい黄橙色シルト(10YR6/4) 粘性弱　    しまりやや疎　土坑1埋土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量含む。

 1.にぶい橙色焼土(2.5YR6/4)　粘性やや弱　しまり密　一部橙色を呈するが、被熱は弱い。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は概ね平坦である。なお東壁際の150×30cmの範囲は地山を約
12cm残し、段状（棚状）をなす。壁は全周する。緩やかに広がりながら立ち上がる。壁高は最大
38cmを測る。
［貼床］床面中央の一部を除き、床面全体に貼床が施されている。貼床土は暗褐色シルトを主体とす
る。掘り方は全体的に凹凸が激しい。床面中央が浅く、深さ２cm程度で、壁際は全体的に深く、床
下から９cm掘り込まれている。
［カマド・炉］カマドが南壁の東寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は、122×80cmの浅い窪み内にあり、55×43cmを測る。被熱は弱く、にぶい赤褐色
を呈するが、部分的に橙色をおびる。被熱深度は７cmである。
　袖は、両袖共に残存する。灰黄褐色シルトや黒褐色シルトを構築土とし、燃焼部焼土面側の袖側面
は強い被熱によって、変色している。また芯材礫は見受けられなかった。
　煙道は127cmを測る。南壁から上へ５°傾斜しながら、煙出しピットに至る。煙出しピットは径
27cmの不整な円形で、煙道よりさらに18cm深く掘り窪められている。
　他に炉を１基、床面のほぼ中央で検出した。58×45cmの不整な楕円形を呈し、被熱深度は６cmを
測る。にぶい橙色～橙色を呈し、被熱はカマドの燃焼部焼土面より強い。
［土坑］３基検出した。土坑１は南西隅に付く。84×78cmの不整な楕円形で、深さ13cmである。土坑
２は南壁際ほぼ中央に位置し、65×34cmの長楕円形で深さ16cmを測る。土坑３は南東隅に付く。86×
75cmの不整な楕円形で、深さ９cmを測る。土坑１・３は貯蔵穴と推測でき、土坑２は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。床面の南西側に３個（Pit１・２・５）と中央から東寄りに３
個（Pit３・４・６）であるが、配置に規則性は見いだせない。
　壁溝は見受けられない。
［棚状施設］東壁際、150×30cmの範囲は、地山を残し、故意に床面より12cm高くしている。上面
は平坦であり、棚状施設と判断した。ただし幅が狭く、どのような用途であるかは不明である。
［出土遺物］古代土器3928.5g分、石製品、鉄製品、鉄滓が出土している。埋土中出土が多く、カマ
ド周辺出土がこれに次ぐ。一方で、土坑などの付属施設からの出土はわずかである。
　古代土器は全て土師器で、坏（59～64）、甕（65～70）がある。
　坏は、全て破片、完形のものはない。ロクロ成形のみで、59・60は外へと大きく開き、口縁部が外
反する。61・63は破片であるが、口径が12cm前後と小さい。62は内面に煤が付着している。64は墨
書土器の口縁部片であるが、小片で文字は不明である。
　甕はロクロ成形である。65や69、70はロクロ成形後、胴部下半にケズリやナデ成形を施している。
70は砂底土器の底部片である。
　石製品（71）はデイサイト製で楕円形の円礫を素材とする。磨石のような用途で利用されたと考え
られ、断面が三角形に変形するほど３面に擦った痕跡が見受けられる。
　鉄製品は２点（72・73）出土している。72は棒状で、両端が欠損、また一方は曲がっている。薄い
針金状のものを巻いており、針か紡錘車の軸部と推測する。73は釘と推測する。ただし出土している
他の釘よりも大きいので、釘以外の器種の可能性もある。
　鉄滓は掲載した２点のみ出土している。74は埋土下位、75は床面上からの出土である。どちらも肉
眼観察で、鍛錬鍛冶滓と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

６号竪穴建物跡（第35～37図、写真図版９・145）
［位置・検出状況］調査区南西側ⅠB15g、ⅠB15h、ⅠB16g、ⅠB16hグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。本遺構は、西壁の北側をカクランにより壊されている。
［規模・平面形］北辺275cm、東辺294cm、南辺280cm、西辺304cmを測り、カマドを正面として、
縦長の長方形である。床面積は12.1㎡である。
［埋土の状況］11層からなり、黒褐色シルトを主体とする。各層に地山ブロックや黒色シルトブロッ
クが混入するが、壁際の５～11層は三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積と推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は概ね平坦である。壁はカクランにより壊された範囲を除き、全

0 1：50 2m

1. 褐灰色シルト(10YR4/1)　粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2. 黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　黒色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　黒色シルトブロック微量、地山ブロック微量含む。
5. 暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性やや強　しまりやや疎　黒褐色シルトブロック少量含む。
6. 黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性強　　　しまりやや密　炭化物微量、黒色シルトブロック微量含む。
7. 暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性やや強　しまりやや疎　黒褐色シルトブロック微量含む。
8. 黒色シルト(10YR2/1)　　粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
9. 暗褐色シルト(10YR3/4)　粘性やや弱　しまり密　　　黒褐色シルトブロック少量含む。
10.黒褐色シルト(10YR3/1)　粘性やや強　しまりやや疎　地山ブロック微量含む。
11.褐色シルト(10YR4/4)　　粘性弱　　　しまり疎　　　崩落土。
12.黒褐色シルト(10YR2/3)　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土で、地山ブロック少量含む。
13.褐色シルト(10YR4/4)　　粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。黒褐色シルトブロック微量含む。

Pit1
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性弱　　　しまり疎　地山ブロック少量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/4)　粘性弱　　　しまり疎
Pit2
1.黒褐色シルト(10YR2/3)　粘性やや強　しまり密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)　粘性やや強　しまり密  
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１　竪穴建物跡

周する。緩やかに広がりながら立ち上がるが、西壁の一部は直立気味である。壁高は最大36cmを測
る。
［貼床］南壁際の一部を除き、床面全体に貼床が施されている。貼床土は褐色シルトを主体とし、黒
色シルトブロックが混じる。掘り方はほぼ均一で、深さは13cmである。
［カマド・炉］カマドが南壁の西寄りに付く。燃焼部焼土面、袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は69×40cmを測る。被熱は弱いが、弱い橙色～橙色を呈し、一様ではない。被熱深
度は４cmである。

0 1：30 1m

1. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　焼土粒微量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性弱　　　しまり密　
5. 黒褐色シルト(7.5YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　被熱でわずかに赤味おびる。焼土粒微量含む。
6. 黒色シルト(10YR2/1) 粘性強　　　しまりやや密　黒褐色シルトブロック少量含む。
7. 暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性強　　　しまりやや密　
8. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　
9. 黒褐色シルト(10YR3/1) 粘性弱　　　しまりやや密　黄褐色細砂中量含む。
10.黒色シルト(10YR2/1) 粘性強　　　しまりやや密　煙出部埋土。地山ブロック微量含む。
11.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまりやや密　煙出部埋土。黄褐色細砂中量含む。
12.黒色シルト(10YR2/1） 粘性やや強　しまりやや疎　Pit3埋土。地山ブロック微量含む。
13.暗褐色シルト(10YR3/3） 粘性やや強　しまりやや密　Pit3埋土。
14.黒色シルト(10YR1.7/1) 粘性やや強　しまりやや密　Pit4埋土。炭化物微量含む。
15.黒色シルト(10YR3/2） 粘性弱　　　しまりやや密　Pit4埋土。地山ブロック微量含む。
16.にぶい橙色焼土(5YR6/6） 粘性弱　　　しまりやや密　被熱一様でなく、一部、橙色を呈する。全体的には弱い。
17.黒褐色シルト(7.5YR3/2) 粘性やや強　しまりやや密　袖構築土。被熱で赤味おびる。
18.暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性やや弱　しまりやや密　袖構築土。地山ブロックやや多く含む。
19.褐色シルト(10YR4/4) 粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。黒褐色シルトブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

　袖は両袖共に残存する。黒褐色シルトや暗褐色シルトを構築土とし、被熱でわずかに赤みをおび
る。芯材礫は見受けられない。
　煙道は、南壁から150cmのびるが、煙出しピットの手前38cmが消失している。燃焼部焼土面から
10cm段差になり、南壁から上へ10°傾斜しながら煙出しピットに至る。煙出しピットは径30cmで、
深さは検出面から22cmである。
［土坑］２基検出した。どちらもカマドの両脇に付くので、カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑１
はカマドの東袖部脇に付き、58×48cmの楕円形で、深さ13cmを測る。土坑２はカマドの西袖部脇に
付き、60×35cmの楕円形で、西壁側はややオーバーハングする。深さは18cmである。
［柱穴・壁溝］柱穴は２個検出した。深さは10～16cmと浅く、主柱穴とは考えられない。
　壁溝は見受けられない。
［出土遺物］古代土器2690.3g分、鉄製品、鉄滓が出土している。埋土中から出土するものが多く、
カマドや土坑からの出土は少ない。
　土師器は台付坏（76）、甕（77～81）で、甕が多い傾向が見受けられたが、いずれも破片である。
台付坏（76）はロクロ成形のみで、台部が欠損しており、器形は不明である。甕はいずれも類似する
器形で、やや小さいもの（77～79）と大きいもの（80・81）とがある。いずれもロクロ成形である
が、80や81は胴部下半にケズリを施している。なお80は土坑２の埋土から出土している。須恵器は、
瓶類（82）と甕（83）の破片である。瓶類（82）は高台を持たず、中央がわずかに凸む。
　鉄製品（84）はカマドの燃焼部焼土面上から出土している。断面形が四角、棒状で両端が欠損す
る。鉄鏃の茎部と推測した。
　鉄滓は埋土から２点出土しており、そのうち１点（85）を掲載した。比較的大きく、重みがある。
肉眼観察で、鍛錬鍛冶滓と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅲ期に位置づけた。

７号竪穴建物跡（第38～41図、写真図版10・145・146）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA11w、ⅠA12v、ⅠA12w、ⅠA12x、ⅠA13v、ⅠA13wグリッドに
位置し、Ⅶ層上面で検出した。本遺構は北壁とその周辺をカクラン（現代の水路）により壊されてい
る。
［規模・平面形］北辺不明、東辺〈503〉cm、南辺485cm、西辺〈490〉cmを測り、ほぼ正方形と推
測する。床面積は残存部で〈25.1〉㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際で三角堆積の様相など確認できな
かったが、自然堆積と推測する。また５層中にTo-aテフラブロックが混入する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は概ね平坦である。壁はカクランにより壊された北側を除き、全
周する。緩やかに広がりながら立ち上がる。壁高は25cmを測る。
［貼床］壁際はほぼ全周、貼床が巡るが、床面中央は一部のみで、ほぼ貼床されない。貼床土は暗褐
色シルトを主体とする。掘り方は非常に歪で、深さは２～17cmである。
［カマド・炉］カマドが西壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は64×54cmを測る。被熱は強く、橙色を呈し、硬くしまる。被熱深度は７cmである。
　袖は両袖共に残存するが、西袖は上半分が消失していた。暗褐色シルトや灰黄褐色シルトを構築土
とし、強い被熱でにぶい黄橙色に変色している。芯材礫は見受けられず、また構築土中から10cm大
の円礫がいくつか出土したが、これらは出土状況から芯材礫ではないと判断した。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

1.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性弱　　　しまり密　　　炭化物微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性強　　　しまりやや密　1層土ブロック微量、炭化物微量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性やや弱　しまり疎　　　地山ブロック少量含む。
4.暗褐色シルト(10YR3/4)　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
5.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、To-aテフラブロック微量、地山ブロック微量、礫少量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまりやや密　柱穴8埋土。地山ブロック微量含む。
7.黒褐色シルト(10YR3/1)　　粘性強　　　しまりやや密　壁溝埋土。礫少量含む。
8.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。

土坑1
1.黒褐色シルト(10YR3/2)       粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.明黄褐色シルト(10YR7/6)     粘性弱　    しまり密　黒褐色シルトブロック少量含む。
3.褐灰色シルト(10YR4/1)       粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.にぶい褐色シルト(7.5YR5/4)  粘性やや弱　しまりやや疎　
                                          　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
5.暗褐色シルト(10YR3/3)       粘性やや弱　しまりやや疎　焼土粒微量含む。
6.明黄褐色シルト(10YR7/6)     粘性弱　    しまりやや疎　崩落土。
7.明黄褐色シルト(10YR7/6)     粘性弱　    しまりやや疎　黒褐色シルトブロック少量含む。
8.黒褐色シルト(10YR2/2)       粘性やや強　しまりやや疎　地山ブロック微量含む。
9.暗褐色シルト(10YR3/3)       粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
土坑2
1.黒褐色シルト(7.5YR3/2)　    粘性やや弱　しまりやや密　被熱でわずかに赤みをおびる。
                                          　炭化物少量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
土坑3
1.黒褐色シルト(7.5YR3/2)      粘性やや強　しまりやや密　被熱でわずかに赤みをおびる。
                                            炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
2.明黄褐色シルト(10YR7/6)     粘性やや弱　しまりやや密　褐灰色砂質シルトブロック少量含む。
土坑4
1.黒褐色シルト(10YR2/3)  粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.黄褐色シルト(10YR5/6)  粘性弱　　　しまりやや疎　黒褐色シルトブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
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１　竪穴建物跡

　煙道は115cmである。燃焼部焼土面から８cmの段差があり、西壁から上へと10°傾斜しながら煙
出しピットに至る。煙出しピットは径30cmで、煙道よりさらに７cm深く掘り窪められている。
［土坑］４基検出した。土坑１はカマドの東脇に付く。97×80cmの楕円形で、深さ35cmを測る。カ
マドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２はカマドの西部脇に付き、110×80cmの楕円形、貯蔵穴と推
測するが、深さは10cmで、土坑１と比べると、非常に浅い。土坑３は床面のほぼ中央に位置する。
径65cmの不整な円形で、深さ８cm。土坑４は北西隅に位置する。〈110〉×90cmの楕円形と推測す
る。深さ13cmである。貯蔵穴か。
［柱穴・壁溝］柱穴は９個検出した。北壁際、東壁際に７個（Pit１～７）集中し、床面のほぼ中央
に２個（Pit８・９）、またPit９は土坑３と重複する。柱配置は不明である。
　壁溝は、東壁際で検出した。途中で分断しており、どちらも短く、長さ80～100cmである。
［出土遺物］古代土器8374.8g分、石製品が出土している。埋土中から出土するものの他、床面上や
カマドからの出土も少なくない。

0 1：30 1m

1. 黒色シルト(10YR2/1)          粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2. 灰黄褐色シルト(10YR5/2)      粘性やや弱　しまりやや密　天井土の崩落か。地山ブロック少量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2)        粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
4. 灰黄褐色シルト(10YR5/2)      粘性弱　　　しまりやや密　黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
5. 橙色焼土(5YR6/6)　　　　　　 粘性弱　　　しまりやや疎　被熱強く、硬くしまる。
6. にぶい黄橙色シルト(10YR6/4)　粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、焼土ブロック少量含む。
7. にぶい黄橙色シルト(10YR6/4)　粘性弱　　　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
8. 暗褐色シルト(7.5YR3/3)       粘性やや強　しまり密　    袖構築土。わずかに被熱で赤みをおびる。焼土粒微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
9. 灰黄褐色シルト(10YR5/2)      粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
10.暗褐色シルト(10YR3/3)        粘性やや強　しまりやや疎　袖構の掘り方か。地山ブロック少量、礫少量含む。
11.にぶい赤褐色シルト(5YR5/4)   粘性弱　　　しまりやや疎　地山だが、被熱で赤みをおびる。
12.暗褐色シルト(10YR3/3)        粘性強　　　しまりやや密　貼床土。灰黄褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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第40図　７号竪穴建物跡出土遺物１
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１　竪穴建物跡

　古代土器は、全て土師器で、坏（86～89・91）台付坏（90・92）、甕（93～100）がある。いずれ
も破片である。
　坏は、86は非ロクロ成形で、大きく外へと開く器形である。底面はムシロ底である。87～89・91は
ロクロ成形、91を除き、内面黒色処理である。91はロクロ成形のみである。台付坏では、90は台部が
欠損しており、器形は不明である。ロクロ成形、内面黒色処理である。92はロクロ成形のみである。
　93は非ロクロ成形で径７cm程度で、小型の甕とした。甕は口縁部が外反するもの（94・98）と、
直立するもの（95～97）がある。いずれもロクロ成形で、94や96のような大型のものは胴部にケズリ
を施している。97は口縁部から胴部の内外面に煤が付着している。また99は胴部下半に最大径がある
器形、100は胴部下半がすぼまり、胴部城半が内湾する器形で、他の甕とは異なる。
　石製品は３点掲載した。いずれもデイサイト製である。101は楕円形の円礫を素材とし、扁平な２
面と側面の一部に擦った痕跡が、また両端には敲打痕が見受けられる。102は球状の円礫で擦り痕の
ある面は扁平に変形している。どちらも磨石として利用されたものと推測する。103は台石か。扁平
な片面に広く擦った痕跡が見受けられた。
［時期］埋土中からTo-aテフラが混入することと、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置
づけた。

0 1：3 10cm

0 1：4 20cm

（101・102）

（103）

101
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103

第41図　７号竪穴建物跡出土遺物２
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

８号竪穴建物跡（第42～44図、写真図版11・147）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠB15b、ⅠB15c、ⅠB16b、ⅠB16cグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検
出した。本遺構は、全体に後世の削平を受け、床面から５～10cmのみしか残存しない。特に北壁周
辺は床面も消失している。また中央部分はカクラン（現代の水路）により壊されている。
［規模・平面形］北辺不明、東辺〈257〉cm、南辺280cm、西辺〈310〉cmを測り、カマドを正面と
して、横長の長方形と推測する。床面積は残存部で〈8.8〉㎡である。
［埋土の状況］残存する埋土は５層（1・2・４～６層）からなり、黒褐色シルトを主体とする。不明
な点が多いが、自然堆積と推測する。地山ブロックや黒褐色シルトブロックが混入する。
［床面・壁］カマドの検出面を床面とした。床面は概ね平坦である。壁は消失した北壁を除き、全周
するが床面からの立ち上がりが残存する程度である。緩やかに広がりながら立ち上がる。壁高は最大
10cmを測る。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床が施される。貼床土は暗褐色シルトを主体とする。掘り方は全体的に

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性弱　　　しまり密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/1)　　　　粘性弱　　　しまり密　地山ブロック微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/1)　　　　粘性弱　　　しまり密　地山ブロック少量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまり密　地山ブロック微量含む。
5.暗褐色シルト(10YR3/4)　　　　粘性やや弱　しまり密　黒褐色シルトブロック少量含む。
6.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)　粘性弱　　　しまり密　壁溝埋土。
7.暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性弱　　　しまり密　貼床土。地山ブロック中量含む。

土坑２
1.極暗褐色シルト(7.5YR2/3)　 粘性やや弱　しまりやや密　被熱により赤みを帯びる。
　　　　　　　　　　　　　　　      　　 炭化物ブロック状にやや多く、焼土粒微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/3)　　  粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit1
1.黒褐色粘質シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまり密　地山ブロック中量含む。
2.暗褐色粘質シルト(10YR3/3) 粘性やや弱　しまり密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。

1

土坑 1

P
P

P
P

カ　　　　　ク　　　　　ラ　　　　　ン

1 2

4

5

77

2
2

3
4

4
6

7
7

1

2

1

2

S

土坑 2

D '

C L=130.500m C ' D
L=130.500m

D '

D

D '

B
B
'

A
A '

C

C '

A L=130.500m A '

B
L
=
1
3
0
.
5
0
0
m

B
'

土坑２ Pit1

第42図　８号竪穴建物跡１



－ 56 －

１　竪穴建物跡

歪で、床下から４～15cmまで掘り込まれている。
［カマド・炉］カマドが東壁のほぼ中央に付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しが残存する。
　燃焼部焼土面は径50cmを測る。被熱は弱く、にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は９cmである。
　袖は、北袖は構築土の一部と芯材礫１個、南袖は構築土の一部と芯材礫３個が残存する。どちらも黒
褐色シルトを構築土としている。芯材礫は大型の扁平礫で、据えているというよりも、構築土内に混入
する。
　東壁から119cm離れた位置に、煙出しピットと考えられる掘り込みがある。煙道は消失した可能性
が高い。煙出しピットは径20cmで、検出面から13cm掘り窪められている。
［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの南脇に付く。81×59cmの楕円形で、深さ23cmを測る。カ
マドに伴う貯蔵穴と推測する。埋土から比較的多く古代土器の破片が出土する（第43図）。土坑２は

0 1：30 1m

104

1. 暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性弱　    しまりやや密　
2. 暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性弱　    しまり密　    地山ブロック微量含む。
3. 明黄褐色シルト(10YR7/6)　　　粘性弱　    しまりやや密　黒褐色シルトブロック少量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性弱　    しまり密　    炭化物少量、焼土粒微量含む。
5. 黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性やや弱　しまり密　    炭化物微量含む。
6. 黒褐色シルト(10YR3/1)　　　　粘性弱　    しまり密　    袖構築土。黒色シルトブロック層状に少量含む。
7. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや弱　しまり密　    炭化物微量、焼土粒微量含む。
8. にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)　粘性弱　    しまり密　
9. 黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性やや強　しまり密　    炭化物微量、焼土粒微量含む。
10.黒色シルト(10YR2/1)　　　　　粘性弱　    しまり密　    煙出埋土。暗褐色シルトブロック微量含む。
11.暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性弱　    しまりやや密　煙出埋土。
12.にぶい赤褐色焼土(5YR5/4)　　 粘性やや弱　しまり密　    被熱弱い。炭化物微量含む。
13.暗褐色シルト(10YR3/4)　　　　粘性弱　    しまり密　    カマド掘り方か。地山ブロック少量含む。
14.暗褐色シルト(10YR3/3)        粘性弱　    しまり密　    貼床土。地山ブロック中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

南西隅に付く。60×47cmの楕円形、深さは20cmで、用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は１個検出した。東壁に付属しており、主柱穴とは考えられない。
　壁溝は、西壁際で１箇所検出した。長さ110cmである。
［出土遺物］古代土器3566.7g分が出土している。遺構上部を消失しているため、埋土中からの出土
量は少なく、カマドや土坑１から多く出土している。
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１　竪穴建物跡

　古代土器は、すべて土師器で、坏（104～116）台付坏（117）、甕（118～121）がある。いずれも
破片で、土坑１からの出土が多い。104～107はロクロ成形、内面黒色処理である。104のように口縁
部付近が内湾する器形が多い。108～116はロクロ成形のみである。器高が比較的、低く、外へと大き
く開く器形が多い。114は口縁部の内外面に油煙が付着しており、灯明皿の可能性がある。117は台付
坏の台部のみで、ロクロ成形のみと推測する。
　118・119はロクロ成形の甕である。119は内外面の広い範囲に煤が付着する。120・121は非ロクロ
成形の甕の胴部下半の破片である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

９号竪穴建物跡（第45～48図、写真図版12・147・148）
［位置・検出状況］調査区北西側ⅠA11n、ⅠA12m、ⅠA12nグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出し
た。本遺構は、北側４分の１程度が調査区外に及んでいる。
［規模・平面形］北辺〈170〉cm、東辺312cm、南辺273cm、西辺〈72〉cmを測り、ほぼ正方形と推
測する。床面積は残存部で〈7.4〉㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルト、暗褐色シルトを主体とし、炭化物や地山ブロックが混
入する。壁際の５層は三角堆積しており、したがって本遺構は自然堆積によって埋没したと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は概ね平坦である。壁は調査区外に及ぶ範囲を除き、全周する。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまりやや疎　
　　　　　　　　　　　　　 炭化物微量、黒色シルトブロック微量、地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや弱　しまり密　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性弱　　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.暗褐色シルト(10YR3/4)　　粘性弱　　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
5.黒褐色シルト(10YR2/3)　　粘性やや強　しまりやや疎　崩落土。
　　　　　　　　　　　　　 炭化物微量、地山ブロック中量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや弱　しまりやや疎　Pit1埋土。地山ブロック微量含む。
7.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性弱　しまり密　貼床土。
　　　　　　　　　　　　　 黒褐色シルトブロック少量、地山ブロックやや多く含む。

1.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性強　　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性弱　　　しまりやや疎　黒褐色シルトブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

緩やかに広がりながら立ち上がるが、南壁は直立気味である。壁高は最大32cmを測る。
［貼床］部分的であり、主に壁際に貼床が施される。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とする。掘り方
は歪で、床下から２～16cm掘り込まれている。
［カマド・炉］カマドを２基検出した。作り換えと考え、柱穴などの重複関係からカマド１が新し
く、カマド２が古いと推測する。
　カマド１は北東壁際に付く。燃焼部焼土面と袖のみ残存し、煙道はない。燃焼部焼土面は40×
35cmを測る。被熱は強く、明赤褐色～橙色を呈する。被熱深度は６cmである。袖は芯材礫のみで、
北袖は２個、南袖は１個検出した。煙道はなく、また煙出しピットも見受けられない。炉の可能性も
あるが、芯材礫の存在からカマドと推測した。
　カマド２は建物の南西隅に付く。燃焼部焼土面と煙道が残存する。燃焼部焼土面は径32cmを測
る。被熱は強く、橙色を呈し、硬くしまる。被熱深度は６cmである。袖は残っていないが、燃焼部
焼土面の脇に小さな掘り窪みがあり、芯材礫を据える掘り方の可能性がある。煙道は壁から360cm
で、径30×26cmの楕円形を呈する煙出しピットがある。煙出しピットは、煙道よりさらに10cm深く
掘り窪められている。
［土坑］１基検出した。南壁際の中央に付く。110×89cmの不整な楕円形で、深さ16cmを測る。ま
たPit８に切られる。用途は不明である。

0 1：30 1m

1.明赤褐色～橙色焼土(5YR5/8～5YR7/8)　粘性弱　　　しまりやや疎　被熱は強いが、一様でなく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所により色調が異なる。
2.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性弱　　　しまりやや密　芯材掘り方。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(7.5YR3/2) 粘性やや強　しまりやや密　焼土粒少量が上部に偏在。
4.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまりやや疎　地山ブロック少量含む。
5.にぶい黄橙色細砂(10YR7/4) 粘性弱　　　しまりやや疎　黒褐色シルトブロック少量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまり密　    炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7.にぶい黄橙色シルト(10YR7/4) 粘性弱　　　しまりやや疎　黒褐色シルトブロック少量含む。

1.橙色焼土(5YR6/8)       粘性やや弱　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 被熱強く、硬くしまる。
2.赤褐色焼土(5YR4/6)     粘性やや弱　しまりやや密　被熱弱い。
3.黒褐色シルト(10YR3/2)  粘性弱　    しまりやや密　カマド掘り方。

　　　　炭化物微量、焼土粒微量、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm

122

125

126

129

130

131

132

127

128

123

124

第47図　９号竪穴建物跡出土遺物１



－ 61 －

Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［柱穴・壁溝］柱穴は８個検出した。床面の西側に集中する傾向があるが、柱配置は不規則である。
　壁溝は見受けられない。
［出土遺物］古代土器7825.5g分と石製品が出土している。埋土中とカマドから出土している。
　土師器は坏（122・123）、台付坏（124）、甕（125・126・128～130）、鉢（127）がある。122は
ロクロ成形、内面黒色処理で、逆台形を呈する器形である。123は墨書土器だが小片で、文字は不
明。124はロクロ成形、内面黒色処理で、胴部が内湾する器形である。
　125・126は非ロクロ成形の甕で、同一個体の可能性が高いが、出土位置が異なり、また胴部中位が
欠損する。推測として胴部が張る器形と考えられる。127は小型の鉢で非ロクロ成形、内外面にケズ
リ成形を施す。128・129は非ロクロ成形の甕で、胴部が直立気味で、口縁部が外反する器形である。
また129は破片で出土したが、接合で略完形であることが分かった。輪積み痕が残る。外面の広い範
囲に煤が付着する。130も非ロクロ成形で、口縁部がわずかにすぼまる器形である。須恵器は長頸
瓶、瓶類（131～133）である。どれも底部に高台は持たず、133は中央が凸む。
　石製品は１点掲載した（134）。デイサイト製で、台石として利用されたと推測する。扁平な１面
が擦り痕により窪んでいる。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅲ期に位置づけた。

10号竪穴建物跡（第49図、写真図版13・149）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA15x、ⅠA15y、ⅠA16x、ⅠA16yグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。本遺構は後世の削平により、床面から上２cm前後のみしか残存しない。また南側の約３
分の１は消失している。
［規模・平面形］北辺328cm、東辺〈275〉cm、南辺不明、西辺〈286〉cmを測り、正方形かと推測

0 1：3 10cm

0 1：4 20cm

（133）

（134）

133

134
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１　竪穴建物跡

する。床面積は残存部で〈8.2〉㎡である。
［埋土の状況］１層のみ確認した。黒褐色シルトを主体とする。埋没は自然堆積か。
［床面・壁］床面はⅦ層で検出した。若干凹凸があるが、後世の削平による可能性もある。
　壁は北壁と東西壁の一部が残存するが、床面からの立ち上がりを確認したに過ぎない。壁高は最大
２cmを測る。
［貼床］壁際のみ貼床が施される。貼床土は黒褐色シルトを主体とする。掘り方は歪で、床下から２
～８cm掘り込まれている。
［カマド・炉］不明である。消失した南側にあった可能性がある。
［土坑］なし。
［柱穴・壁溝］柱穴は３個検出した。東壁の外側に１個（Pit１）、床面の南北壁際に２個（Pit２・
３）がある。
　壁溝は見受けられない。
［出土遺物］古代土器90.5g分が出土している。削平により遺物の出土量も極端に少ない。

0 1：50 2m

0 1：3 10cm

1.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性弱　　　しまりやや密　Pit3埋土。地山ブロック微量含み、黒褐色シルトブロック少量上部に偏在。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック中量含む。

Pit1
1.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや強  しまり密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや強  しまり密　地山ブロック微量含む。
Pit2
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや弱　しまり密　地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや弱　しまり密　地山ブロック中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　古代土器は全て土師器で、135は坏で、ロクロ成形、内面黒色処理で、底面付近はケズリで再調整
される。136はロクロ成形のみ。断面は薄いのが特徴である。
［時期］出土遺物が少なく、不明瞭だが、明神下Ⅱ期に位置づけた。

11号竪穴建物跡（第50～53図、写真図版14・149）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA14n、ⅠA14o、ⅠA15n、ⅠA15oグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。
［規模・平面形］北辺195cm、東辺210cm、南辺220.cm、西辺218cmを測り、正方形を呈する。床面
積は4.6㎡である。
［埋土の状況］４層からなり、黒褐色、暗褐色シルトを主体とし、各層に炭化物や地山ブロックが混
入する。壁際には黒褐色シルトが三角堆積しており（３・４層）、したがって埋没は自然堆積と推測
する。また４層中に、To-aテフラブロックが混入する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、中央がわずかに高い。
　壁は全周する。わずかに外へと開くが、直立気味である。壁高は最大13cmを測る。
［貼床］床面の全体に貼床が施される。貼床土は暗褐色シルトを主体とする。掘り方は歪であるが、
深さはほぼ均一で、床下から４cm掘り込まれている。

0 1：40 1m

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト(10YR3/1)     粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/3)     粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/3)     粘性やや強　しまりやや疎　崩落土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/2)     粘性強　    しまりやや密　炭化物微量、To-aテフラブロック微量含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR４/2)  粘性弱　    しまりやや疎　Pit3埋土。炭化物微量、焼土粒微量少量、地山ブロック少量含む。
6.灰黄褐色シルト(10YR4/2)   粘性弱　    しまりやや疎　壁溝埋土。地山ブロック少量含む。
7.暗褐色シルト(10YR3/3)     粘性やや強　しまり密　    貼床土。地山ブロック少量含む。

1.黒褐色シルト(10YR3/1)　粘性強 しまり密 
　　　炭化物微量、焼土粒少量、地山ブロック微量含む。
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１　竪穴建物跡

［カマド・炉］カマドが東壁の北端に付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は40×34cmを測る。被熱は強く、浅黄橙色～明赤褐色を呈し、硬くしまる。被熱深
度は３cmである。
　袖は両袖共に芯材礫のみが２個ずつ残存する。芯材礫は20～30cm大の扁平な礫を素材とし、床面
を掘り込んで据え付けられている。
　煙道は東壁から120cmである。燃焼部焼土面から12cmの段差があり、下へ20°傾斜しながら煙出
しに至る。煙出しピットは見受けられない。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの北側に付く。30×24cmの不整な円形で、深さ18cmを測
る。土坑２はカマドの南側に付く。30×26cmの不整な楕円形で、深さ18cmである。どちらもカマ
ドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑３は北壁際のほぼ中央に付く。50×38cmの不整な楕円形で、深さ
11cm、用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。北壁際に１個（Pit６）付くが、他は床面の中央付近である。
ただし規則性は見いだせない。特徴としては、床面のほぼ中央に位置するPit５は、深さ20cmで、他
の柱穴よりも深い（他の柱穴は深さ10cm前後である）。
　壁溝は北壁のみ検出した。壁際の中央のみで長さ50cmを測る。

0 1：30 1m

1.暗褐色シルト(7.5YR3/3)　粘性やや強　しまり密　    炭化物微量、焼土粒微量、To-aテフラブロック微量含む。
2.灰褐色シルト(7.5YR4/2)　粘性やや強　しまり密　    橙色焼土少量含む。
3.浅黄橙色焼土(7.5YR8/6)　粘性やや強　しまりやや密　燃焼部。被熱強く、硬くしまる。
4.明赤褐色焼土(5YR5/8)　　粘性強　    しまり密　    被熱強いが、1層より弱い。
5.黒褐色シルト(10YR3/2)　 粘性強　    しまり密　    芯材掘り方。地山ブロック少量含む。
6.黒褐色シルト(7.5YR3/2)  粘性やや強　しまりやや疎　貼床土で、被熱でわずかに赤味をおびる。炭化物微量、焼土粒微量含む。
7.灰褐色シルト(7.5YR4/2)  粘性やや強　しまりやや密　土坑１埋土。炭化物微量、焼土粒少量含む。
8.褐灰色シルト(10YR4/1)   粘性強　    しまりやや密　土坑１埋土。焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［出土遺物］古代土器2148.1g分、石製品が出土している。埋土中から出土するものが多い。
　土師器は坏（137・138）、甕（139～141）がある。坏はロクロ成形のみで、137は胴部が内湾する
器形で、138は口縁部が欠損するが、外へと大きく開く器形と推測する。甕は非ロクロ成形である。
139はカマドや土坑１などから出土した破片が接合した。胴部がわずかに膨らみ、口縁部は大きく外
へと開く。内外面にナデ成形を施している。140は口縁部が外反する器形で、胴部外面はケズリに
よって成形される。141は甕の底部片である。
　須恵器は坏（142）と甕（143・144）がある。142は口縁部が欠損する。須恵器坏は本遺跡では数少
ない。143・144は大甕の胴部片で、どちらも外面にはタタキが、内面には当て具痕が見受けられる。

0 1：3 10cm

137
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141 142
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１　竪穴建物跡

　石製品は２点掲載した。145は安山岩製で扁平な楕円形の円礫を素材とし、片面のみに擦った痕跡
が認められた。磨石として利用されたものと推測する。146は大型の石製品で、側辺２箇所が欠損す
る。デイサイト製で扁平な礫を素材とし、平坦な両面に擦った痕跡が認められた。台石として利用さ
れたと推測する。
［時期］埋土中にTo-aテフラが混入することと、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づ
けた。

12号竪穴建物跡（第54～57図、写真図版15・150）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠB17e、ⅠB17f、ⅠB17g、ⅠB18d、ⅠB18e、ⅠB18f、ⅠB18g、Ⅰ
B18h、ⅠB19f、ⅠB19g、ⅠB19hグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。本遺構は後世の削平によ
り、床面周辺以外を消失している。また北西隅で18号土坑と重複し、本遺構の方が古い。
　本遺構は、竪穴建物跡と掘立柱建物跡が連結する「竪穴・掘立柱併用建物」である。
［規模・平面形］竪穴部は、北辺〈453〉cm、東辺〈660〉cm、南辺〈478〉cm、西辺〈560〉cmを
測り、カマドを正面として、縦長の長方形を呈する。残存する床面積は〈33.2〉㎡である。
［埋土の状況］後世の削平で消失しており、不明である。土坑の埋土から黒色、黒褐色シルトを主体
とするものと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦である。また南東側の床面は消失している。壁は西壁
の南側、カマド周辺のみ残存するが、床面からの立ち上がり、２～３cmを確認したに過ぎない。
［貼床］床面の中央部の一部を除き、全体に貼床が施される。貼床土は黒色シルトを主体とする。掘
り方は歪で、壁際は深くなる傾向が見受けられる。深さは３～12cmである。
［カマド・炉］カマドが南壁の西端に付く。燃焼部焼土面と袖が残存する。
　燃焼部焼土面は47×39cmを測る。被熱は強く、橙色を呈する。被熱深度は４cmである。
　袖は両袖共に、構築土の下部のみが残存する。暗褐色・灰黄褐色シルトを構築土とし、芯材礫は見
受けられない。また燃焼部焼土面の上には、被熱した褐色シルト（カマド１層）やにぶい赤褐色焼土

0 1：4 20cm

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：60 2m
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１　竪穴建物跡

0 1：60 2m

0 1：50 2m

土坑１
1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性やや強　しまりやや密　
2.暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/3)　粘性やや強　しまり密　　　黒色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
土坑２
1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性やや弱　しまりやや疎　地山ブロック少量含む。
4.褐色シルト(10YR4/4)　　粘性やや弱　しまりやや疎　崩落土。
土坑３
1.褐色シルト(10YR4/6)　　粘性弱　　　しまり密　　　黒褐色シルトブロック微量含む。
2.褐色シルト(10YR4/4)　　粘性やや弱　しまり密　　　黒褐色シルトブロック少量含む。
3.炭(10YR2/1)　　　　　　粘性強　　　しまりやや密　焼土粒微量含む。
4.褐灰色シルト(10YR4/1)　粘性弱　　　しまりやや密　黒色シルトブロック少量含む。

1.黒色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまり密　貼床土。地山土中量含み。床面中央付近は褐色砂質シルト少量偏在。

Pit1
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック全体に微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや疎　地山ブロック微量含む。
Pit2
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
3.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit3
1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/3)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit4 
1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
4.黒褐色シルト(10YR3/1)　粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
Pit5
1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/1)　粘性やや強　しまりやや密　黒色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/1)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit6
1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性やや弱　しまりやや密　褐色シルトブロック少量含む。
Pit7
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや疎　柱痕跡。地山ブロック微量含む。
3.褐色シルト(10YR4/4)　　粘性やや強　しまりやや密　掘り方埋土。褐色シルトブロック中量含む。             
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

（カマド２層）が広く堆積しており、これらは燃焼部の天井土と推測する。
　煙道は見受けられない。また南壁の壁外でも煙出しピットと推測できる掘り込みは確認できなかっ
た。消失している可能性もあるが、元々付属していないものと推測する。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの東側に付く。102×88cmの不整な楕円形で、深さ12cmを
測る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は西壁際に付く。100×90cmの楕円形で、57cmを測
る。貯蔵穴か。土坑３も西側際で、土坑２の南側に位置する。140×66cmの不整な楕円形で、深さ
18cm、用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は７個検出した。いずれも床面の西側に寄る傾向が見受けられ、特に北西角には
４個（Pit１～４）が集中する。柱配置は不明である。壁溝は北、西壁際と東壁の一部で検出した。
床面が残存する範囲には壁溝が巡るので、本来は壁際を全周していた可能性がある。
［掘立柱部］柱穴６個（Pit659・665・672・673・676・677）で構成される。梁間２間（500cm）、
桁行１間（524cm）で、竪穴部側の桁行が突出している。床面積は30.5㎡である。柱穴は径50～60cm
大で、Pit665はやや楕円形気味である。深さは20～50cm、埋土の様相は図示していないが、黒褐色
シルトを主体とし、柱痕跡は見受けられない。
［出土遺物］古代土器1881.3g分、石製品、鉄製品が出土している。埋土の大半が消失しているが、
床面上からの出土遺物が多い。
　古代土器は全て土師器で、坏（147～154）、甕（155）、耳皿（156）がある。坏はロクロ成形で、
147は内面黒色処理を施し、それ以外はロクロ成形のみである。149は口縁部の内外面に煤（油煙痕）
が付着している。灯明皿と推測する。150・151は墨書土器である。同じ文字（「玉」か）が記され

0 1：30 1m

1. 褐色シルト(7.5YR4/4)　　　粘性弱　    しまり密　    天井の崩落土。被熱で赤みをおびる。
2. にぶい赤褐色焼土(5YR4/4)　粘性やや強　しまり密　    天井の崩落土。強く被熱し赤みをおびる。炭化物微量含む。
3. 暗褐色シルト(7.5YR3/3)　　粘性やや強　しまりやや密　被熱でわずかに赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR3/1)　　 粘性やや強　しまり密　    地山ブロック中量含む。
5. にぶい赤褐色焼土(5YR5/4)  粘性弱　    しまりやや密　崩落土。被熱で赤みをおびる。
6. 褐色シルト(10YR4/4)       粘性やや強　しまり密　    炭化物微量含む。
7. 橙色焼土(5YR7/8)          粘性やや強　しまり密　    被熱強い。
8. 暗褐色シルト(10YR3/4)     粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。被熱でわずかに赤みをおびる。地山ブロック微量含む。
9. 灰黄褐色シルト(10YR5/2)   粘性弱　    しまり密　    袖構築土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
10.褐灰色シルト(10YR4/1)     粘性弱　    しまり密　    貼床土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、酸化鉄少量含む。
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１　竪穴建物跡

る。154は外へと開く器形で、底面が厚く、台付坏に近い器形である。155はロクロ成形の甕で、やや
小型である。156は耳皿の端部破片である。全面に丁寧なミガキ調整し、黒色処理が施される。
　石製品は１点掲載した。砥石（157）である。デイサイト、棒状自然礫を整形せず、そのまま使用
している。３面を研ぎ面として使用している。
　鉄製品は１点出土している。鉄鏃（158）の完形品で、尖矢式である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

147

150

152

155
156

157

153

154

151

148 149

0 1：3 10cm

0 1：2 10cm

（その他）

（158）
158

第57図　12号竪穴建物跡出土遺物



－ 71 －

Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

1. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性弱　　　しまりやや密 
2. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密 
4. 黒色シルト(10YR2/1)　　　　　粘性やや弱　しまりやや密　暗褐色シルトブロック微量含む。
5. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6. 黒色シルト(10YR2/1)　　　　　粘性弱　　　しまりやや密 
7. にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)　粘性弱　　　しまりやや密　暗褐色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
8. 黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
9. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量含む。
10.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
11.黒色シルト(10YR2/1)　　　　　粘性強　　　しまり密 
12.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性弱　　　しまり密　　　地山ブロック少量含む。
13.黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。地山ブロックやや多く含む。

Pit1
1.黒褐色シルト(10YR3/1) 粘性弱　　　しまり密　　　地山ブロック中量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性弱　　　しまり密　　　地山ブロックやや多く含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit2
1.黒褐色シルト(10YR3/1) 粘性弱　　　しまりやや密
2.黒褐色シルト(10YR3/1) 粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
Pit3
1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
Pit4
1.黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや強　しまりやや疎　地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

13号竪穴建物跡（第58～61図、写真図版16・151・152）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA17x、ⅠA17y、ⅠA18x、ⅠA18yグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。本遺構は18号溝跡と重複しているが、18号溝跡は、本遺構の埋没後に構築されており、
従って本遺構の上部を消失させたに過ぎない。
［規模・平面形］北辺367cm、東辺420cm、南辺317cm、西辺453cmを測り、カマドを正面として、
横長の長方形を呈する。残存する床面積は15.5㎡である。
［埋土の状況］12層からなり、黒褐色シルトを主体とする。また壁際に堆積する７・12層は三角堆積

0 1：30 1m

1. 黒褐色シルト(10YR3/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密　
2. 黒色シルト(10YR2/1)　　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物少量含む。
3. 暗褐色シルト(10YR3/4)　　　　粘性やや強　しまり密　
4. 暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
5. 暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　焼土粒中量含む。
6. にぶい黄橙色シルト(10YR6/4)　粘性弱　　　しまり密　    袖構築土の崩落か。黒色シルトブロック少量含む。
7. 明赤褐色焼土(5YR5/6)　　　　 粘性やや弱　しまり密    　被熱弱い。
8. 暗褐色シルト(10YR3/3)　　　　粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。地山ブロック微量含む。
9. 黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性やや強　しまり密    　袖構築土。炭化物微量含む。
10.黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性やや強　しまりやや密　袖構築土。地山ブロック少量含む。
11.にぶい褐色シルト(7.5YR5/3)　 粘性やや強　しまり密　    カマド掘り方（貼床土？)で、被熱により赤みをおびる。
12.褐色シルト(10YR4/4)　　　　　粘性やや強　しまりやや密　貼床土。暗褐色シルトブロックやや多く含む。
13.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
14.黒褐色シルト(10YR2/3)　　　　粘性やや強　しまり密　　　地山ブロック微量含む。
15.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　　粘性弱　　　しまりやや密　黒褐色シルトブロック中量、地山ブロック微量含む。

163

168

169

1
2

3
7

1
1

1
2

1
3

13

14

土坑 1

7
10

15
P

P

S

1

7

3
4 4

56 8
8

9

10 10

12

11 12

18号溝

土坑 1

4 C
L
=
1
3
0
.
3
0
0
m

C
'

C
C
'

A

A '

B

B '

B L=130.300m B '

A L=130.300m A '

カマド

第59図　13号竪穴建物跡２



－ 73 －

Ⅵ　検出遺構・出土遺物

しており、埋没は自然堆積によるものと推測する。なお９・10・11層は張り出しにのみ堆積するの
で、張り出しは、建物本体とは埋没時期が異なる可能性がある。
［床面・壁］カマドを検出した面を底面とした。若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は18号溝
跡に壊された範囲を除き、全周する。わずかに外へと開くが直立気味である。壁高は最大23cmを測
る。
［貼床］ほぼ全体に貼床が施される。貼床土は地山ブロックを多く含んだ黒褐色シルトを主体とす
る。掘り方は歪で、深さは４～17cmである。
［カマド］東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しが残存する。
　燃焼部焼土面は53×40cmを測る。被熱は弱く、明赤褐色を呈する。被熱深度は８cmである。
　袖は、北袖は構築土と芯材礫２個が、南袖は構築土のみが残存する。黒褐色、暗褐色シルトを構築
土としている。芯材礫は15cm大の角の丸い方形礫を素材としている。芯材礫の掘り方は確認できな
かったので、芯材礫を設置する際は床面上に据え置くのみと推測する。
　煙道は見受けられず、また東壁に構築された痕跡もなかった。ただし東壁から外へ112cmの位置
に、45×24cmの柱穴状の掘り込みがあり、煙出しピットと判断した。深さは検出面から16cmであ
る。

0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

［土坑］１基検出した。カマドの南側に付く。96×80cmの不整な楕円形で、床面からの深さは最大
21cmを測る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。埋土中から古代土器（163・168・169など）が比較的
まとまって出土している（第59図）。
［柱穴・壁溝］柱穴は４個（Pit１～４）検出した。規則的に並んでおり、主柱穴の可能性が高い。
ただし、床面の南側に寄っている。床面からの深さは10～30cmと様々で、柱痕跡は、どの柱穴から
も見つからなかった。

0 1：2 10cm

（179）

0 1：3 10cm

（176～178・180）
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　壁溝は見受けられない。
［出土遺物］古代土器3930.2g分、鉄製品、鉄滓が出土している。埋土中の他、カマドや土坑１から
出土するものが目立つ。
　土師器は、坏（159～171）、台付皿（172）、台付坏？（173）、甕（174・175）で、坏が多い傾向
が見受けられる。163・168・169・166が土坑１の埋土中からまとまって出土している。坏はロクロ
成形で、内面黒色処理が施されるものが多い（159・161～164）。またその他はロクロ成形のみであ
る。164・167・170は墨書土器である。164は「大万」と読め、167も同じ文字か。170は不明である。
171は内面に油煙痕が点々と残っており、灯明皿と推測する。172は台部を欠損するが、口縁部から胴
部が大きく開く器形で、台付皿と判断した。須恵器は大甕の胴部片のみ（176～178）で、外面にはタ
タキが、内面にはナデ（176・177）や当て具痕（178）が見受けられる。
　鉄製品は床面上から鎌（179）が１点出土した（出土位置は第58図）。刃部の約1/2が残存する。
　鉄滓は掲載した１点（180）のみが出土した。埋土中からの出土であり、厳密に本遺構に伴う遺物
と言えるかは不明である。メタルチェッカーで計測し、瘤状の突出部から鉄部が残留する反応があ
り、鉄塊系遺物と判断した。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

14号竪穴建物跡（第62～66図、カラー写真図版３、写真図版17・152・153）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA17u、ⅠA17v、ⅠA18u、ⅠA18vグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。
［規模・平面形］北辺380cm、東辺343cm、南辺390cm、西辺350cmを測り、不整な正方形を呈す
る。残存する床面積は13.1㎡である。
［埋土の状況］10層からなり、黒褐色シルトを主体とする。また壁際に灰黄褐色シルト（２層）や灰
褐色シルト（６層）が三角堆積しており、埋没は自然堆積によるものと推測する。４層中でTo-aテ
フラブロックの混入を確認した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、東端は若干低い。
　壁は全周する。緩やかに外へと開きながら、立ち上がる。壁高は最大38cmを測る。
［貼床］壁際の一部のみに貼床が施され、床面の中央部は貼床されていない。貼床土は灰黄褐色シル
トを主体とする。掘り方は歪で、深さは２～９cmである。
［カマド・炉］カマドが北壁の東寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は30×30cmを測る。被熱は弱く、暗赤褐色を呈し、焼土に黒みが残る。被熱深度は
３cmである。燃焼部焼土面の奥側には15cm大の支脚（礫）が据え置かれている。
　袖は、北袖は構築土と芯材礫３個が、南袖は構築土のみが残存する。構築土は黒褐色、暗褐色シル
トである。芯材礫は20～30cm大の扁平な礫で、床面を深く掘り込んで、設置されている。
　煙道は108cmである。燃焼部焼土面から17cm上がり、北壁の中位から構築され、５°下へと傾斜
しながら煙出しに至る。煙出しピットは見受けられない。
　炉が床面中央に２基付く。ただし両者は近接しており、一連のものの可能性がある。炉１は144×
83cmの範囲で非常に歪な平面形である。炉２は82×42cmで歪な楕円形である。どちらも被熱はカマ
ド燃焼部焼土面よりも強く、にぶい橙色～橙色を呈し、硬くしまる。被熱深度は２～９cmである。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの東側に付く。105×83cmの不整な楕円形で、床面からの深
さは最大33mを測る。土坑２はカマドの西側に付く。35×50cmで、深さは床面から15cmを測る。ど
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

1. 黒褐色シルト(10YR3/2)　　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物少量、地山ブロック少量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　粘性強　　　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、To-aテフラブロック微量、地山ブロック少量含む。
4. 黒色シルト(10YR2/1)　　　　粘性強　　　しまりやや疎　上部にTo-aテフラブロック微量偏在。
5. 黒褐色シルト(10YR2/2)　　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物少量、焼土粒少量、地山ブロック少量含む。
6. 灰褐色シルト(7.5YR4/2）　　粘性やや強　しまりやや疎　焼土ブロック少量、地山ブロック中量含む。
7. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、焼土粒微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
8. 黒色シルト(10YR1.7/1)　　　粘性強　　　しまり疎　　　炭化材の小片多量含む。
9. 暗褐色シルト(10YR3/3)　　　粘性やや弱　しまりやや疎　崩落土。地山ブロック中量含む。
10.暗褐色シルト(10YR3/4)　　　粘性やや弱　しまりやや密　崩落土？。地山ブロック少量含む。
11.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　　粘性やや強　しまり密　　　貼床土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。

土坑１
1.褐色シルト(7.5YR4/4)     粘性やや弱　しまり疎      炭化物微量含む。
2.黒褐色シルト10YR3/2)　   粘性やや強　しまり密      炭化物中量、地山ブロック微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　  粘性強　　　しまりやや密  炭化物少量、焼土粒微量、
                                                     　　　　　　地山ブロック微量含む。
4.褐灰色シルト(10YR4/4)    粘性弱  　　しまりやや密  地山ブロック少量含む。                                      

1.褐灰色シルト(10YR5/1)  粘性やや強　しまり密　    人為堆積。炭化物微量、焼土粒微量、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　黒褐色シルトブロック中量、地山ブロック少量含む。
2.褐色シルト(7.5YR4/4)   粘性やや弱　しまりやや密　被熱で赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量含む。

土坑２
1.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性やや弱　しまりやや疎　人為堆積。
　　　　　　　　　                     炭化物微量、To-aテフラブロック微量、
                                       黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：30 1m

0 1：60 2m3
4

5

炭化材 1（クリ）

炭化材２（コナラ属コナラ節）

炭化材４（コナラ属コナラ節）

炭化材３（クリ）

炭化材７（クリ）

炭化材８（クリ）

炭化材９（クリ）

炭化材６（サワシバ）
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炭化材 10（クリ）

炭化材５（クリ）

S

1. 黒褐色シルト(10YR2/2)    粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、焼土ブロック微量含む。
2. 黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、To-aテフラブロック微量含む。
3. 暗褐色シルト(10YR3/4)    粘性やや強　しまり疎　　　炭化物微量、焼土粒中量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土ブロック微量、
                                                      　　　　　　To-aテフラブロック微量含む。
5. 橙色焼土(5YR6/6)         粘性弱　　　しまりやや密　天井土の崩落か。黒褐色シルトブロック少量含む。
6. 黒褐色シルト(7.5YR3/2)   粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土ブロック少量含む。
7. 褐色シルト(7.5YR4/3)     粘性やや強　しまりやや疎　焼土粒少量含む。
8. 暗赤褐色焼土(5YR3/6)     粘性弱　　　しまりやや疎　被熱弱く、黒みおびる。
9. 黒褐色シルト(10YR2/2)    粘性やや強　しまりやや密　袖構築土。炭化物微量、焼土粒微量含む。
10.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや疎　袖構築土。焼土粒微量、地山ブロック中量含む。
11.黒褐色シルト(7.5YR3/2)　 粘性やや強　しまり密　　　袖構築土。被熱し赤味おびる。炭化物微量、
                                                      暗褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
12.灰褐色シルト(7.5YR4/2)   粘性やや強　しまり密　　　袖構築土。被熱し赤味おびる。
                                                      　　　　　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
13.明黄褐色シルト(10YR7/6)  粘性弱　　　しまり密　　　黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
14.灰黄褐色シルト(10YR5/2)  粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
15.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性弱　　　しまりやや密　芯材掘り方。地山ブロック少量含む。
16.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや強　しまり密　　　貼床土。炭化物微量、
                                                      黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

ちらもカマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑３は東壁際のほぼ中央に付く。125×80cmの不整な楕円
形を呈し、深さは33cmを測る。用途は不明である
［柱穴・壁溝］柱穴は床面で９個（Pit１～９）、壁外に４個（Pit10～13）検出した。床面の柱穴は
床面の北側に寄っている。ただし規則性が見いだせない。なお、Pit５は炉２を切っているので、柱
穴以外の機能を有している可能性がある。壁外の４個は柱配置に規則性が見いだせない。
　壁溝は見受けられない。
［そのほか］床面上で炭化材を多数検出した。多くは30～50cm大の棒状で、床面の中央から放射状
に分布している（第63図上）。炭化材のうち10点について、同定分析を行った（Ⅶ-４章参照）。そ
の結果、クリ、コナラ属コナラ節、サワシバであるという結果を得た。なお、本遺構の埋土には、焼
土粒が微量に混じるが、これが屋根や天井の崩落土とは考えられない。出土した炭化材も細いものが
多く、建築部材というよりも火を使う作業の燃料材として利用された可能性が高い。したがって「焼
失住居」の可能性は低いと考えている。
［出土遺物］古代土器3472.7g分、石器、鉄製品が出土している。埋土中の他、カマドや土坑１から
の出土が目立つ。
　土師器は、坏（181～186）、甕（187～189）がある。坏はロクロ成形で、181・182は内面に黒色処
理が施される。183～186はロクロ成形のみである。甕は非ロクロ成形である。187・188は甕の口縁
部から胴部の破片で、口縁部が外反する器形である。どちらも輪積み痕が残る。189は甕の胴部下半
から底部で、底面が厚く、不安定である。底面にもケズリを施す。須恵器は瓶類（190・191）、甕
（192）で、190は高台がなく、191は高台が付く。192は大甕の胴部片。外面にタタキ、内面はナデを
施す。
　鉄製品は埋土上位から釘１点（193）が出土している。先端を欠損し、また曲がっている。
　埋土中から黒曜石製石器（194～206）が出土している。194～196はスクレイパーで、２～３cm大
の円形ないし方形を呈し、側面一方向に鈍角の刃部が付く。198～205はフレイクで、自然面を打面に
するものが多い傾向が見受けられる。206は石核か。小型の原石を素材とし、端部を割り、打面を形
成している。

0 1：30 1m1.にぶい橙色焼土(5YR7/4) 粘性弱　    しまり密　    被熱強く、激しく硬化している。
2.橙色焼土(5YR6/6) 粘性やや強　しまりやや疎　被熱強いが1層より弱い。激しく硬化している。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm

0 1：2 5cm
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１　竪穴建物跡

［時期］埋土中にTo-aテフラが混入することと、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づ
けた。

15号竪穴建物跡（第67～71図、写真図版18・153・154）
［位置・検出状況］調査区南西側ⅠB21d、ⅠB21e、ⅠB21f、ⅠB22d、ⅠB22e、ⅠB22f、ⅠB23e、
ⅠB23fグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。西側の一部はカクラン（水路）に壊されている。
　本遺構は、竪穴建物跡と掘立柱建物跡が連結する「竪穴・掘立柱併用建物」である。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m
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１　竪穴建物跡

［規模・平面形］竪穴部は、北辺540cm、東辺570cm、南辺500cm、西辺570cmを測り、カマドを正
面として、横長の長方形を呈し、南壁の中央が若干、張り出す。残存する床面積は31.3㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルト（２層）を主体とする。壁際に３～５層が三角堆積して
おり、したがって埋没は自然堆積によるものと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁はカクランで壊され
た箇所を除き、全周する。緩やかに広がりながら立ち上がる。
［貼床］床面全体に貼床が施される。貼床土は褐灰色シルトを主体とする。掘り方は歪で、床下から
２～８cm掘り込まれている。
［カマド・炉］カマドが東壁の南側に付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しが残存する。
　燃焼部焼土面は63×56cmを測る。被熱は強く、橙色～にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は５cmであ
る。
　袖は、北袖は構築土と芯材礫４個が、南袖は構築土と芯材礫３個を検出した。構築土は褐色シル
ト・暗褐色シルト・灰黄褐色シルトである。芯材礫は大きさが様々（10cm～40cm大）な円礫であ
る。ただし床面下に差し込むのではなく、構築土内に埋めるのみである。
　煙道は見受けられず、東壁には煙道を構築していた痕跡は見いだせなかった。ただし東壁から
80cm離れた位置に、45×25cmの掘り込み１個を確認し、煙出しピットと判断した。

0 1：50 2m

1.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量含み、地山ブロック層下部に微量偏在。
3.黒色シルト(10YR2/1)　　　粘性強　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR3/1)　　粘性やや強　しまり疎　　　崩落土。地山ブロックやや多く含む。
5.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性弱　　　しまりやや疎　Pit7埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性やや弱　しまりやや密　壁溝埋土。黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
8.褐灰色シルト(10YR4/1)　　粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、酸化鉄少量含む。

土坑１
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量含む。
土坑２
1.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.灰褐色シルト(5YR4/2)　　 粘性弱　    しまり密　    被熱で赤みをおびる。焼土粒微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。135×88cmの隅丸方形で、深さ20cmを測
る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は南壁際のほぼ中央に付く。60×56cmの不整な円形
で、深さ16cmを測る。規模は柱穴程度であるが、埋土（２層）には焼土粒が混じり、また２層上面
は被熱で赤みをおびていた。用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面に９個（Pit１～９）、壁外に１個（Pit10）検出した。壁際に寄る柱穴が
多いが、それらも規則的に配置されてるとは言いがたい。壁外のPit９は東壁の南側、カマドに隣接
する。
　壁溝は北壁の一部で検出した。長さ410cmを測る。
［そのほか］床面上から、炭化材１点が出土している（第67図）。30cm大の扁平な板状であるが、
建築部材とは考えにくい。
［掘立柱部］柱穴４個（Pit639・642・643・645）で構成される。梁間１間、桁行１間で、南西側が
歪んだ配置である。290×540（630）cmで、床面積は16.0㎡である。柱穴は径50～60cmで、深さ12～
40cm、埋土の様相は図示していないが、黒褐色シルトを主体とし、柱痕跡は見受けられない。
［出土遺物］古代土器7689.0g分、石器、石製品、鉄製品、鉄滓が出土している。古代土器の出土量

0 1：30 1m

1. 褐色シルト(7.5YR4/4)      粘性弱　　　しまり密　　　天井土の崩落。被熱で赤みをおびる。
2. にぶい赤褐色焼土(5YR4/4)  粘性やや強　しまり密　　　天井土の崩落。強く被熱し赤みをおびる。炭化物微量含む。
3. 暗褐色シルト(7.5YR3/3)    粘性やや強　しまりやや密　被熱でわずかに赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4. 黒褐色シルト(10YR3/1)     粘性やや強　しまり密　　　地山ブロック中量含む。
5. 橙色焼土(5YR7/8)          粘性やや強　しまり密　　　被熱強い。
6. にぶい赤褐色焼土(5YR5/4)　粘性弱　　　しまりやや密　被熱弱い。
7. 褐色シルト(10YR4/4) 　　　粘性やや強　しまり密　　　袖構築土。炭化物微量含む。
8. 暗褐色シルト(10YR3/4)     粘性やや弱　しまり密　　　袖構築土。被熱でわずかに赤みをおびる。地山ブロック微量含む。
9. 灰黄褐色シルト(10YR5/2)   粘性弱　　　しまり密　　　袖構築土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
10.褐灰色シルト(10YR4/1)     粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、酸化鉄少量含む。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

が突出して多い。埋土中の他、カマドや土坑１からの出土が目立つ。
　古代土器は全て土師器で、坏（207～209・211～217）、台付坏（210・218～220）、甕（221～
227）、台付鉢？（228）、鉢（229）がある。
　坏は、207・208は非ロクロ成形で、内面黒色処理が施される。外面はケズリ成形を施している。
209はロクロ成形で、内面黒色処理を施す。211～217はロクロ成形のみである。211や212のように胴
部が内湾する器形が多いが、逆台形状の器形（213）も見受けられる。また216や217は器高が低く、
皿に近い。210は台付坏の台部片で、ロクロ成形で、内面黒色処理を施している。外面はケズリ成形
である。218～220はロクロ成形のみの台付坏である。220は破片であるが、口径の推定が19.0cm、器
高6.7cmで、台付坏のなかでは大型である。甕は、221～226はロクロ成形である。221～223は口縁部
が大きく外反する器形、224・225は胴部が緩やかに張り、口縁部がわずかにくびれる器形である。
227は非ロクロ成形の甕の胴部片である。228は台部破片で、坏では大きすぎるので、台付鉢と判断し
た。内面黒色処理である。229は非ロクロ成形の小型の鉢で、底部くびれ、緩やかに広がりながら立
ち上がる器形である。外面はケズリとナデ、内面にはナデ（ハケメ？）で成形されている。
　石製品は２点掲載した。230は凝灰岩製の砥石で、側面のほぼ全面が打ち欠き、半円形の整形
（？）している。また側面の一部にも、擦痕が見受けられる。231は凝灰岩製の楕円形礫で、全体に
磨痕があり、また２箇所に凹み痕がある。擦る、敲打するといった複数の用途で利用された石製品と
推測する。232・233は埋土上位から出土した黒曜石製のフレイクである。
　鉄製品は３点（234～236）出土している。234は断面が四角の棒状で、両端が欠損する。紡錘車か
鉄鏃の茎部と推測する。235は小さく、先端が尖っている。針か。236は幅0.6cmの帯状を楕円形にし

0 1：2 10cm0 1：3 10cm 0 2：3 ５cm

（234～236）（230・231・237） （232・233）

232 233 237

231

234 235

236

230

第71図　15号竪穴建物跡出土遺物２
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１　竪穴建物跡

ている。刀に付く縁金具と推測する。
　鉄滓は埋土中から５点出土しており、うち１点を掲載した（237）。４cm大と小さく、肉眼観察
で、鍛錬鍛冶滓と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

16号竪穴建物跡（第72～74図、カラー写真図版８、写真図版19・155）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA21n、ⅠA21o、ⅠA21p、ⅠA22n、ⅠA22o、ⅠA22pグリッドに
位置し、Ⅶ層上面で検出した。本遺構は後世の削平により、東側の半分以上が消失している。ただし
床面が消失した範囲からでも柱穴を４個検出した。
［規模・平面形］北辺〈180〉cm、東辺不明、南辺〈172〉cm、西辺468cmを測る。平面形は不明で
あるが、不整な方形と推測する。残存する床面積は〈8.0〉㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。また壁際に暗黄褐色シルト（２・３層）
が三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積によるものと推測する。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.暗褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性弱　　　しまりやや密　炭化物微量、灰黄褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
4.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや強　しまりやや密　崩落土。地山ブロック中量含む。
5.黒褐色シルト(10YR2/3)　　粘性やや弱　しまり疎　　　灰黄褐色シルトブロック中量、地山ブロック中量含む。
6.褐灰色シルト(10YR4/1） 　粘性やや弱　しまりやや密　柱穴埋土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
7.黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。炭化物微量、酸化鉄少量、地山ブロック微量含む。
8.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまりやや密　貼床土。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。

1.黒褐色シルト(10YR3/2)　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、中央がわずかに高い。壁は西壁と南北壁の
一部が残存する。緩やかに外へと開きながら、立ち上がる。壁高は最大22cmを測る。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床が施される。貼床土は黒褐色、暗褐色シルトを主体とし、炭化物や地
山ブロック、酸化鉄が混入する。掘り方は非常に歪で、深さは４～16cmである。またやや北寄りで１
箇所、60cm近く掘り込まれている箇所があり、その底面から緑釉陶器片（246）が出土している。
［カマド・炉］なし。消失した範囲にあった可能性がある。なお西壁ほぼ中央に15cmの突出した範
囲があり、その床面で礫を２個検出した。出土状況からカマドの芯材礫の可能性もあるが、周辺に焼
土や被熱した痕跡はなかった。
［土坑］１基検出した。土坑１は南西角に付く。74×45cmの不整な楕円形で、床面からの深さは最
大30mを測る。用途は不明だが、位置からみて、貯蔵穴か。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面で３個（Pit１～３）、床面を消失した範囲で４個（Pit４～７）検出し
た。床面の柱穴は床面の北側に寄っている。柱配置に規則性が見いだせない。
　壁溝は見受けられない。
［そのほか］西壁際の北寄り、床面上で炭化材を１点検出した。35×15cmで板状を呈するが、薄

249

0 1：2 10cm

0 1：3 10cm

（250）

（249・251～253）

250

251
252

253

第74図　16号竪穴建物跡出土遺物２
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

く、建築部材かどうか定かではない。
［出土遺物］古代土器5687.3g分、緑釉陶器、鉄製品、鉄滓が出土している。遺構全体の半分以上を
消失しているわりに、出土量は多い。
　土師器は、坏（238～240）、台付坏（241）、甕（242・245）がある。坏はいずれもロクロ成形の
みで、器形は胴部が内湾するもの（238・239）とわずかに外反する器形（240）がある。239は内面に
油煙痕がみられ、灯明皿と推測する。241は台付坏の台部片で、底部付近がわずかに反る。242・245
はロクロ成形の甕である。須恵器は瓶類（243・244）と大甕（247・248）である。243・244は底部片
で、243は高台を持たず、244はわずかに高台が付き、底面に自然釉の痕跡が見受けられた。247～249
は大甕の胴部片で、外面にタタキ、内面はナデ成形が施される。
　緑釉陶器（246）１点が、貼床下の掘り込みから出土している。碗の底部片で、９世紀中～後半、

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまり密　炭化物微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性弱　しまり密　にぶい黄橙色細砂やや多く含む。

1.橙色焼土(5YR7/6) 粘性弱　しまり密　焼土塊
2.黒褐色粘質シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまり密　炭化物微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
3.黒褐色粘質シルト(10YR2/2) 粘性弱　しまり密　炭化物微量、焼土粒微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
4.暗褐色粘質シルト(10YR3/3)　 粘性弱　しまりやや密　炭化物微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
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１　竪穴建物跡

黒笹14号窯式新段階～黒笹90号窯式古段階と推測する。
　鉄製品（250）１点が、Pit６の埋土から出土している。刀子で両端を欠損するが、柄に木片が残存
している。
　鉄滓が床面上、埋土下位、柱穴内から、合わせて21点出土した。鉄滓の出土点数としては突出して
多い。ただし小片が多い。３点掲載した（251～253）。肉眼観察で、251は鍛錬鍛冶滓と、252は流出
滓と推測した。また253は成分分析を試み、椀形鍛冶滓との結果を得ている（第Ⅶ章-７）。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づけた。

17号竪穴建物跡（第75・76図、写真図版20・155）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA22l、ⅠA22m、ⅠA22n、ⅠA23l、ⅠA23mグリッドに位置し、Ⅶ
層上面で検出した。本遺構は後世の削平により、ほとんどが消失し、残存していた貼床範囲のみで推
定した。
［規模・平面形］残存する床面（貼床のみ）は、北辺405cm、東辺455cm、南辺346cm、西辺406cm
を測り、不整な方形と推測する。残存する床面積は〈19.4〉㎡である。
［埋土の状況］埋土が残存していない。
［床面・壁］床面は、貼床の一部残るのみ。壁は残存していない。
［貼床］床面の広い範囲に貼床が施されていたと推測する。第75図に図示していないが、貼床土は黒
褐色シルトを主体とする。

0 1：30 1m

1.橙色焼土(5YR6/6)        粘性弱　    しまり密　    被熱強く、硬くしまる。
2.明赤褐色焼土(5YR5/8)    粘性弱　    しまり密　    被熱強いが、1層ほどではない。
3.黒褐色シルト(7.5YR3/2)　粘性やや弱　しまり密　    カマド掘り方。被熱で赤味をおびる。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.黒褐色シルト(10YR3/2)　 粘性弱    　しまりやや密　炭化物微量、灰黄褐色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや疎　地山ブロックやや多く混じる
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.黒色シルト(10YR2/1)　　　粘性やや強　しまりやや密　3層土ブロック少量含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性やや弱　しまりやや疎　崩落土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
7.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性強　　　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
8.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性強　　　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
9.褐黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性弱　　　しまり密　　　貼床土。黒褐色シルトブロック少量、酸化鉄微量含む。

1.明赤褐色焼土(5YR5/8) 粘性弱　しまり密　
                       被熱強く、硬くしまる。

1.赤褐色焼土(5YR4/6)　　　 粘性弱　　　しまりやや密　 一部橙色を呈するが、被熱は弱い。
2.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性弱　　　しまりやや密　 貼床土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまりやや疎　 土坑1埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.褐灰色シルト(10YR3/2)　　粘性やや弱　しまりやや疎　 土坑1埋土。炭化物少量、焼土粒少量、地山ブロック微量含む。
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１　竪穴建物跡

［カマド・炉］カマドが１基、南東隅に付く。燃焼部焼土面と煙出しピットのみ残存する。
　燃焼部焼土面は48×52cmで、被熱は強く、硬くしまる。被熱深度は８cmを測る。
　煙道は見受けられないが、燃焼部焼土面から東へ155cm外側に径36cmの掘り込みがあり、煙出し
ピットと判断した。残存する深さは検出面から８cmである。
［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの燃焼部焼土面の西側に付く。90×80cmの不整な楕円形を
呈する。断面は歪で、深さは最大10mを測る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は北東隅に付
く。95×75cmの不整な楕円形を呈する。深さは12cmである。貯蔵穴か。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面で６個（Pit１～６）、床面の外側に２個（Pit７・８）検出した。床面の
柱穴は床面の北側に寄っている。またPit２以外は径20cm前後の小柱穴である。床面の外側の柱穴も
同様で、カマドの周辺に集中する。壁溝は見受けられない。
［出土遺物］古代土器684.7g分が出土している。出土位置は燃焼部焼土面の周辺と、土坑、柱穴の埋
土中のみである。
　土師器はロクロ成形の台付坏（254・255）で、254は内面黒色処理が施される。255も破片で、ロク
ロ成形のみである。須恵器は甕の口縁部片（256）である。内面に自然釉が残る。
［時期］出土遺物が少なく不明瞭だが、古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づける。

18号竪穴建物跡（第77・78図、写真図版21・156）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA23r、ⅠA23s、ⅠA24r、ⅠA24s、ⅠA25r、ⅠA25sグリッドに位
置し、Ⅶ層上面で検出した。
［規模・平面形］北辺406cm、東辺420cm、南辺388cm、西辺466cmを測る。平面形はカマドを正面

0 1：3 10cm 0 2：3 ５cm

（257～260・262） （261）
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第78図　18号竪穴建物跡出土遺物
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

として、横長の長方形を呈する。床面積は19.2㎡を測る。
［埋土の状況］７層からなり、黒褐色、暗褐色シルトを主体とする。また壁際に４～７層が三角堆積
しており、したがって埋没は自然堆積によるものと推測する。
［床面・壁］カマドを検出した面を床面とした。ほぼ平坦である。壁は全周する。わずかに外へと開
くが、ほぼ直立気味である。壁高は最大15cmを測る。
［貼床］床面中央の一部を除き、ほぼ全体に貼床が施される。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とし、
黒褐色シルトや酸化鉄が混入する。掘り方は非常に歪で、深さは２～12cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南隅に付く。燃焼部焼土面と袖が残存する。
　燃焼部焼土面は80×55cmの掘り込み内にあり、35×35cmを測る。被熱は弱く、赤褐色を呈する
が、部分的に橙色である。被熱深度は４cmである。
　袖は、北袖は地山を削り出して構築され、南袖は地山に一部、灰黄褐色シルトを貼り、構築してい
る。また南袖の壁際側には、礫１個が構築土内に混じっており、その礫が袖の外に露出している。
　煙道は見受けられない。また壁外にも煙出しピットの可能性のある掘り込みは見つかっていない。
　他に炉を１基、床面中央より南側で検出した。45×35cmの範囲で、平面形は非常に歪である。炉
２基の重複にも見えるが、断ち割ったところ、新旧関係は確認されなかった。カマドの燃焼部焼土面
よりも強く被熱し、焼土は明赤褐色を呈する。被熱深度は４cmを測る。
［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。85×60cmの不整な楕円形で、深さ13cmであ
る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は南壁際のほぼ中央に付く。120×50cmの長楕円形で、
深さ15cmである。用途は不明。
［柱穴・壁溝］柱穴は見受けられない。壁溝は南壁のほぼ中央、土坑２と重なっている。長さ65cm
である。
［出土遺物］古代土器1130.7g分、石器、鉄滓が出土している。比較的出土量は少ない。また出土位
置も埋土中がほとんどで、カマドや土坑からの出土は少ない。
　土師器は、鉢（257）、甕（258）である。鉢はロクロ成形で、底面付近はケズリ再調整を施す。内
面は黒色処理が施される。258は甕の胴部から底部の破片で、非ロクロ成形、外面にケズリが施され
る。須恵器は長頸瓶（259）と甕（260）である。259は口縁部片、260は甕の胴部片で、外面にはタタ
キが、内面にはナデ成形を施す。
　黒曜石製石器（261）が１点、埋土下位から出土している。フレイクで２cm大の小片で自然面を打
面としている。
　鉄滓は掲載した１点（262）のみ、埋土下位から出土している。やや大きい鉄滓で、肉眼観察で、
鍛錬鍛冶滓と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

19号竪穴建物跡（第79～84図、写真図版22・156～158）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA23t、ⅠA23u、ⅠA24t、ⅠA24u、ⅠA25t、ⅠA25uグリッドに位
置し、Ⅶ層上面で検出した。本遺構は１回、建て替えを行い、カマド・土坑・柱穴を作り換えてい
る。古い段階を「Ⅰ期」、新しい段階を「Ⅱ期」とし、第79図にそれぞれ図示した。
［規模・平面形］Ⅰ期は北辺432cm、東辺400m、南辺448cm、西辺440cm、Ⅱ期は北辺420cm、東辺
400m、南辺448cm、西辺370cmを測り、Ⅱ期の方がわずかに小さい。平面形は正方形基調だが、南
側が張る。面積はⅠ期20.8㎡、Ⅱ期19.0㎡を測る。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［埋土の状況］Ⅱ期の埋土は５層からなり、黒褐色、暗褐色シルトを主体とする。また壁際に３・４
層が三角堆積しており、したがって本遺構は自然堆積により埋没したと推測する。Ⅰ期の埋土は一部
（６層）のみ確認した。
［床面・壁］カマドや炉を検出した面を基に床面を判断した。Ⅰ・Ⅱ期共に、床面はほぼ平坦であ
る。壁は全周する。緩やかに外へと開きながら立ち上がる。壁高はⅠ期が９cm、Ⅱ期は22cmを測る。

0 1：30 1m

土坑3

土坑1

A A '

1.灰黄褐色砂質シルト(10YR5/2) 粘性弱　しまり密  炭化物微量、
                               焼土粒少量、地山ブロック少量含む。
2.暗褐色粘質シルト(10YR3/3) 粘性やや強　しまり密
  　　　　　　　　　　　　　　 炭化物微量、地山ブロック微量含む。

1.褐色シルト(7.5YR4/6)     粘性やや強　しまり密　    炭化物少量、焼土粒少量含む。
2.灰褐色シルト(7.5YR4/2)　 粘性やや弱　しまり密　    炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
3.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性やや強　しまりやや疎　地山ブロック中量含む。
4.暗褐色シルト(10YR3/4)　　粘性弱　    しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロックやや多く含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性弱　    しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量含む。
6.暗褐色シルト(10YR3/4)    粘性弱　    しまり密　    炭化物微量、地山ブロック微量含む。
7.橙色焼土(5YR6/8)         粘性弱　    しまり密　    被熱強く、硬化している。
8.赤褐色焼土(5YR4/6)       粘性弱　    しまり密　    被熱弱い。炭化物微量含む。
9.褐灰色シルト(10YR4/1)    粘性やや弱　しまり密　    貼床土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。

1.灰褐色シルト(7.5YR4/2)   粘性弱　    しまりやや密　炭化物微量、焼土塊(炉壁片？)微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。住居埋土か。
3.黒褐色シルト(7.5YR3/2)　 粘性やや弱　しまり密　    被熱でわずかに赤味をおびる。炭化物微量、焼土粒少量、地山ブロック少量含む。
4.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性弱　    しまり密　    煙道埋土。炭化物微量、焼土塊（炉壁片？)少量、地山ブロック微量含む。
5.褐灰色シルト(10YR4/1)    粘性弱　    しまり密　    煙道埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
6.黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや強　しまりやや密　煙道埋土。人為的に埋められている。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
7.明赤褐色焼土(5YR5/8)     粘性弱　    しまり密　    被熱強く、硬化している。
8.にぶい赤褐色焼土(5YR4/4) 粘性やや強　しまり密　    被熱弱い。

1.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまりやや密　
                        炭化物微量、焼土粒微量含む。

1.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性やや弱　しまりやや密
                       　 炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.灰褐色シルト(7.5YR4/2)  粘性やや強　しまり密　
                          炭化物微量、地山ブロック中量含む。
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１　竪穴建物跡

［貼床］Ⅰ期の貼床は一部のみ確認した。２cm程度の掘り方で、貼床土はにぶい黄褐色シルトを主
体とする。Ⅱ期は中央と壁際の一部を除き、ほぼ全体に貼床が施される。貼床土は灰黄褐色シルトを
主体とするが、カマド周辺では褐灰色シルト（７層）やにぶい黄褐色シルト（８層）が貼床土とな
る。掘り方は非常に歪で、深さは３～27cmである。
［カマド・炉］Ⅰ期のカマド（カマド１）は東壁のほぼ中央に付く。燃焼部焼土面と煙道が残存す
る。燃焼部焼土面は、長楕円形（117×65cm）の浅い窪み内にあり、40×37cmを測る。被熱は強
く、明赤褐色～にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は６cmである。

0 1：30 1m

1. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性弱　    しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
2. 暗褐色シルト(7.5YR3/3)　 粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒少量含む。
3. 褐色シルト(7.5YR4/4)　　 粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4. 暗褐色シルト(7.5YR3/3)   粘性弱　    しまりやや密　炭化物微量含む。
5. 黒褐色シルト(7.5YR3/2)   粘性弱　　　しまり密　　　煙出し埋土。被熱しわずかに赤い。炭化物微量、酸化鉄少量含む。
6. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性弱　    しまりやや疎  煙出し埋土。黒褐色シルトブロック微量含む。
7. 黄橙色焼土(7.5YR8/8)     粘性弱　    しまり密　    被熱強く、硬化している。
8. 橙色焼土(5YR6/6)         粘性弱    　しまり密　    被熱強いが、1層よりは弱い。一部橙色を呈する。また硬化していない。
9.褐灰色シルト(10YR4/4)     粘性強    　しまり密　    貼床土。地山ブロック少量含む。
10.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや弱　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック中量含む。
11.黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや強　しまり密　    袖構築土。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
12.褐色シルト(10YR4/4)      粘性やや弱　しまりやや密　袖構築土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
13.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや強　しまりやや密　袖構築土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
14.黒褐色シルト(10YR3/1)    粘性やや弱　しまり密　    土坑1（旧）埋土。炭化物少量、焼土粒微量含む。
15.灰黄褐色シルト(10YR5/2)  粘性弱　    しまり密　    土坑1（旧）埋土。炭化物少量、地山ブロック微量含む。
16.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや強　しまり密　    土坑1（旧）埋土。炭化物少量、地山ブロック中量含む。
17.黒褐色シルト(10YR3/2)    粘性やや強　しまり密　    土坑1（旧）埋土。炭化物少量、地山ブロック微量含む。
18.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性弱　    しまりやや疎　土坑1（旧）埋土。炭化物少量、地山ブロックやや多く含む。
19.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまりやや密　土坑1（新）埋土。炭化物微量含み、土器片混じる。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　煙道は117cmである。燃焼部焼土面よりも15cmの段差
があり、ほぼ水平に煙出しに至る。煙出しピットは見受
けられない。
　Ⅰ期は、他に炉が１基、南東側に付く。46×41を測
る。被熱は強く、橙～赤褐色を呈する。被熱深度は６cm
である。
　Ⅱ期のカマド（カマド２）は、東壁の南寄りに付く。
燃焼部焼土面と袖、煙出しが残存する。
　燃焼部焼土面は、63×44cmを測る。被熱は強く、黄橙
色～橙色を呈する。被熱深度は５cmである。
　袖は、両袖とも黒褐色、灰黄褐色、灰色シルトを構築

土とし、芯材礫は見受けられない。
　煙道は見受けられない。ただし壁外から74cmに、33×22cmの掘り込みがあり、煙出しピットと判
断した。
［土坑］Ⅰ期は３基である。土坑１は南東隅に付く。130×10cmの不整な楕円形で、深さ22cmである。
土坑２はカマドの北側に付く。83×80cmの隅丸方形で、深さ12cmである。土坑１・２共に貯蔵穴と推
測する。土坑３は南東側に付く。64×30cmの長楕円形で、深さ21cmである。炉と重なっているので、
炉に関連した用途を持つ可能性がある。
　Ⅱ期は３基である。土坑１はⅠ期の土坑１と共通で、北側半分を埋めて小さく再構築している。75
×65cmの隅丸方形で深さは22cmである。土坑４は南壁際のほぼ中央に位置し、68×56cmの楕円形
で深さは６cmである。土坑５は北壁西寄りに付く。83×80cmの不整な楕円形で、深さは16cmであ
る。どちらも用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴はⅠ期が４個（Pit１～４）、Ⅱ期は７個（Pit５～11）で、他にカマドの壁外に
１個（Pit12）を検出した。Pit５・６・８（か９）はⅡ期の主柱穴の可能性が高い。
　壁溝はⅡ期の西壁でのみ検出した。長さは147cmである。
［出土遺物］古代土器13276.8g分、鉄製品、鉄滓が出土している。出土位置は埋土中のほか、カマド
や土坑から出土している。
　土師器は坏（263～267・270～278）、台付坏（268・269・279）、甕（280～287）がある。坏はロ
クロ成形が多く、非ロクロ成形（263）は少ない。264～267はロクロ成形、内面黒色処理、他はロク
ロ成形のみである。台付坏には、内面黒色処理（268・269）とロクロ成形のみ（279）がある。274は
内面に油煙痕が付着し、灯明皿と推測する。甕は、ロクロ成形が多い。286は底部片で底面に「×」
状の刻みが見受けられる。須恵器は瓶類（288・289）と甕（290）がある。いずれも小片である。290
は甕の把手の破片で、本遺跡ではこの１点のみである。
　鉄製品は９点出土した。291・292は紡錘車の紡輪部片である。293～295は手鎌（穂積具）である。
294・295は端部に柄の一部である木片が残存する。296・297は鉄鏃である。296は尖矢式か。297は鏃
身部が三角形を呈している。298・299は刀子で、両者とも両端が欠損し、特に基部が消失している。
　鉄滓は埋土中と床面上で、４点出土し、うち１点（300）を掲載した。また300は成分分析を試みて
おり、その結果、砂鉄精錬滓との結果を得ている（Ⅶ章-７）。　
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

0 1：3 10cm

300
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

土坑２
1.黒褐色シルト（7.5YR3/2）　　粘性やや強　しまりやや疎　被熱でわずかに赤みおびる。炭化物微量、焼土ブロック少量、地山ブロック微量含む。
土坑４
1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.灰褐色シルト(7.5YR4/2) 粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。

土坑２ 土坑４

1. 褐色細砂(10YR4/4) 粘性弱　　　しまり疎　　　後世の堆積土。
2. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまり密　　　カクラン？　地山ブロック中量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4. 黒色シルト(10YR2/1) 粘性弱　　　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロックやや多く含む。
5. 黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや強　しまり密　　　3層に類似。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
7. 黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや弱　しまりやや疎　地山ブロック少量含む。
8. 灰褐色シルト(7.5YR4/2) 粘性弱　　　しまり密　　　貼床土でわずかに被熱し、赤みをおびる。
9. 褐灰色シルト(7.5YR4/1) 粘性やや弱　しまり密　　　貼床土でわずかに被熱し、赤みをおびる。被熱は8層より弱い。
10.褐灰色シルト(10YR4/1) 粘性やや強　しまり疎　　　貼床土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。　  
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

20号竪穴建物跡（第85～89図、写真図版23・158・159）
［位置・検出状況］調査区西側ⅠA24k、ⅠA24l、ⅠA25k、ⅠA25l、ⅡA１k、ⅡA１lグリッドに位
置し、Ⅶ層上面で検出した。削平が激しく、遺構上部が消失している。本遺構は、１回建て替えを
行っており、その際に、カマド・土坑・柱穴を作り換えている。古い段階を「Ⅰ期」、新しい段階を
「Ⅱ期」とし、第86図にそれぞれ図示した。
［規模・平面形］Ⅱ期は北辺601cm、東辺440m、南辺602cm、西辺400cmを測り、面積は25.1㎡を測
る。Ⅰ期はそれよりも小さいと推測する。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。また壁際の４・５層が三角堆積してお
り、したがって埋没は自然堆積によるものと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸が見受けられるが、ほぼ平坦である。壁は全周する
が、床面からの立ち上がりが残存するに過ぎない。壁高は最大13cm残存する。
［貼床］北西壁際を除き、床面全体に施される。貼床土は褐灰色シルトを主体とし、炭化物が混じ
る。掘り方は均一で、深さ５cm前後を測る。
［カマド・炉］Ⅰ期のカマド（カマド１）は南壁のほぼ中央に付く。燃焼部焼土面と煙道が残存す

0 1：100 5ｍ

0 1：30 1m

1.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや弱 しまりやや密
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pit2埋土。炭化物微量、焼土粒微量含む。
2.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性弱  しまりやや疎　Pit2埋土。地山ブロック少量含む。
3.褐色シルト(7.5YR4/4)     粘性やや強  しまり密
　　　　　　　　　　　　　　　被熱でわずかに赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR3/1)    粘性やや強  しまり密　　　炭化物微量含む。
5.橙色焼土(7.5YR7/6)       粘性弱      しまり密　　　被熱強く、硬くしまる。
6.明赤褐色焼土(5YR5/8)     粘性弱      しまり密　　　被熱強いが5層より弱い。
7.赤褐色焼土(5YR4/8)       粘性弱      しまりやや疎　地山が被熱で赤色化している。 　  

4
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１　竪穴建物跡

る。燃焼部焼土面は、土坑１に壊され、44×〈29〉cmが残存する。被熱は強く、橙色を呈する。被
熱深度は４cmである。煙道は南壁から152cmのびるが、南壁から15cmほど消失している。下へと15°
傾斜し、煙出しピットに至る。煙出しピットは72×67cmで、煙道より22cm深い。
　Ⅱ期のカマド（カマド２）も南壁のほぼ中央に付くが、カマド１よりも西側にずれる。燃焼部焼土
面と煙出しピットが残存する。燃焼部焼土面は61×47cmで、被熱強く、明赤褐色を呈する。煙道は
ほとんど消失している。煙出しピットは51×41cmで、深さ13cm残存する。
　炉が１基南東隅に付く。Pit２との切り合い関係から、Ⅰ期に帰属すると推測する。カマドの燃
焼部焼土面の可能性もあるが残存状態からは不明である。土坑３に壊されているが、規模は104×
〈57〉cmを測る。被熱は強く、橙～明赤褐色を呈し、硬くしまる。被熱深度は５cmである。

0 1：30 1m

カマド２
1.明赤褐色焼土(5YR5/8)   粘性弱      しまり密
                                    　     被熱強い。
2.赤褐色焼土(5YR4/6)　　 粘性弱      しまり密
                     　     被熱強いが1層よりは弱い。
3.黒褐色シルト(10YR2/3)　粘性やや強　しまり密
                               　    炭化物微量含む。
4.にぶい褐色シルト(7.5YR5/4) 粘性弱　しまり密　 
                     被熱で地山が赤色に変色している。
5.暗褐色シルト(10YR3/3)  粘性強　　　しまり密　
                 芯材掘り方？　地山ブロック微量含む。
6.褐灰色シルト(10YR4/1)  粘性弱　　　しまり密
     貼床土。
     黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
7.黒色シルト(10YR2/1)     粘性やや強　しまりやや密
                 　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
8.暗褐色シルト(7.5YR3/3)  粘性やや弱　しまりやや密
 　                    被熱で赤味をおびる。
                       礫少量、地山ブロック微量含む。
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カマド１
1.にぶい黄褐色シルト(10YR5/3) 粘性弱　　しまりやや密   芯材掘り方。黒褐色シルトブロック少量含む。
2.橙色焼土(7.5YR7/6)          粘性弱     しまり密      被熱強い。
3.橙色焼土(5YR6/8)            粘性弱     しまり密      被熱強いが1層よりは弱い。
4.にぶい褐色シルト(7.5YR5/4)  粘性弱     しまり密      貼床土。被熱でわずかに赤みをおびる。
5.暗褐色シルト(10YR3/3)        粘性やや強 しまり密      炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2)        粘性やや弱 しまり密      炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7.灰黄喝色シルト(10YR4/2)      粘性弱     しまりやや疎  炭化物微量、にぶい黄橙色細砂中量含む。
8.灰黄喝色シルト(10YR5/2)      粘性弱     しまり密      酸化鉄少量、地山ブロック微量含む。
9.褐灰色シルト(10YR5/1)        粘性弱     しまりやや密  炭化物微量、焼土ブロック微量、地山ブロック中量含む。
10.黒褐色シルト(10YR3/2)       粘性やや強 しまり密      炭化物微量、地山ブロック少量含む。
11.黒褐色シルト(10YR2/2)       粘性やや強 しまりやや疎  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

［土坑］５基検出した。土坑１は南壁際の中央に付く。75×63cmの歪な楕円形で、深さ22cmであ
る。カマド２に伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は南壁際の東寄りに付く。54×46cmの楕円形で、深
さ14cmである。カマド１に伴う貯蔵穴と推測する。土坑３は南東隅に付く。歪な形状を呈し、123
×108cmを測る。深さは13cmである。Ⅰ期より古いカマドの可能性があるが、残存状況からは不明
で、土坑とした。土坑４は東壁の中央に付く。径90cmの円形で、深さ14cmである、壁溝との切り合
い関係からⅡ期に帰属すると判断した。土坑５は北東隅に付く。139×98cmの不整な楕円形で、深さ
14cmである。埋土の上面がやや硬くしまっていたので、土坑５はⅠ期に帰属し、Ⅱ期の段階では埋
められていたと推測する。
［棚状施設］床面西側の200×400cmの範囲は、地山を６～８cm残し、高くなっており、図示してい
ないが、一部硬くしまる範囲があった。遺構の床面とは同一ではないので、棚状施設と判断した。棚
状施設の底面には貼床は施されていない。また炉や焼土は見受けられない。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面で６個（Pit１～６）、棚状施設で４個（Pit７～10）検出した。土坑との
切り合いからPit１・２はⅡ期に帰属すると推測するが、他は不明である。またPit１（２）・４・５
は主柱穴の可能性が高い。壁溝は東西壁で検出した。西壁側は２条巡っている。東側がⅠ期、西側が
Ⅱ期に帰属するものと推測する。
［出土遺物］古代土器8397.3g分、鉄製品、鉄滓が出土している。出土位置は埋土中のほか、カマド
や土坑から出土している。
　古代土器は全て土師器で、坏（301～313）、台付坏（314）、甕（315～318）がある。坏はロクロ
成形で、301は内面非黒色処理、302～304は内面黒色処理が施される。他はロクロ成形のみであり、
台付坏もロクロ成形のみである。甕はロクロ成形で破片のみである。
　鉄製品は１点（319）出土した。紡錘車の軸部片である。
　鉄滓は埋土中と土坑４から１点ずつ出土し、うち１点（320）を掲載した。比較的厚みがある。成
分分析を試み、鍛錬鍛冶滓との結果を得ている（第Ⅶ章-７）。
　黒曜石製石器が２点出土した。321はスクレイパーで土坑４から出土している。322は自然面の残る
フレイクで床面上から出土している。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

21号竪穴建物跡（第90～93図、写真図版24・159・160）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA１m、ⅡA１n、ⅡA２m、ⅡA２nグリッドに位置し、Ⅶ層上面
で検出した。本遺構は上部を後世の削平により、消失しており、また東側の一部は溝状のカクランで
壊されている。

0 2：3 5cm321

322

第89図　20号竪穴建物跡出土遺物
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：30 1m

0 1：50 2m

1.明黄喝色シルト(10YR6/6)　粘性弱　　　しまり密　　　黒褐色シルトブロック少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、To-aテフラブロック中量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
4.褐色シルト(10YR4/4)　　　粘性弱　　　しまりやや疎　炭化物微量、黒褐色シルトブロックやや多く含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや密　崩落土か。黒褐色シルトブロック中量含む。
6.黒褐色シルト(10YR3/1)　　粘性やや強　しまり密　　　壁溝埋土。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
7.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土。黒褐色シルトブロック少量、To-aテフラブロック微量含む。

土坑１
1.暗褐色シルト(10YR3/4)     粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、黄橙色細砂少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)     粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、黄橙色細砂微量含む。
3.灰黄喝色シルト(10YR5/2)   粘性弱　　　しまりやや密　2層土ブロック少量含む。
土坑２
1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量含み、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上部にTo-aテフラブロック少量偏在。
2.褐色シルト(10YR4/4)　　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　　粘性やや弱　しまりやや密　
                                   炭化物微量、地山ブロック微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
4.明黄喝色シルト(10YR7/6)　粘性弱　　　しまりやや疎　崩落土。黒褐色シルトブロック中量含む。
5.黒褐色シルト(10YR2/3)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
6.暗褐色シルト(10YR3/4)　　粘性強　　　しまりやや密　炭化物微量、にぶい黄橙色細砂中量含む。　   　  

1.黒褐色シルト（10YR2/3） 粘性やや強 しまりやや疎
                  炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

［規模・平面形］北辺360cm、東辺403cm、南辺370cm、西辺374cmを測る。平面形はほぼ正方形を
呈する。床面積は14.6㎡を測る。
［埋土の状況］５層からなり、上位は黒褐色シルト、下位は褐色シルトを主体とする。また壁際に
４・５層が三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積によるものと推測する。２層中にTo-aテ
フラブロックが混入する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁はカクランに壊され
た範囲を除き、全周する。わずかに外へと開くが、ほぼ直立気味である。壁高は最大９cmを測る。
［貼床］壁際は全周、床面中央は部分的である。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とし、黒褐色シルト
や、わずかだがTo-aテフラブロックが混入する。掘り方は非常に歪で、深さ４～11cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面のみ検出した。
　燃焼部焼土面は、113×82cmの浅い掘り込み内にあり、81×54cmを測る。被熱は中央のみ強
く、周辺は弱い。橙色～赤褐色を呈する。被熱深度は５cmである。焼土の奥側には、支脚として
（？）、土師器坏２点（325・327）を逆位の重ねた状態で据え置かれている。
　煙道は見受けられない。また壁外にも煙出しピットは見受けられない。
［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。80×70cmの不整な楕円形で、深さ10cmであ
る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は南西隅に付く。100×90cmの長楕円形で、深さ36cm
と深い。貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。床面の南側に寄り（Pit１～４）また北西隅に１個（Pit５）、
東壁際に１個（Pit６）である。Pit６は上部をカクランに壊されているが、底面から３点の土師器坏
（323・328・326）が正位の重ねた状態で出土した（第90図左下）。
［出土遺物］古代土器5165.6g分、石製品、石器、鉄製品が出土している。出土位置は埋土中がほと
んどで、カマドや土坑からの出土は少ない。
　土師器は、坏（323～329）、甕（330～332）である。坏はロクロ成形で、323・324は内面に黒色処

0 1：30 1m

1.橙色焼土(7.5YR7/6)　　　 粘性やや弱　しまりやや疎　焼成強い。
2.赤褐色焼土(5YR4/6)　　　 粘性やや弱　しまりやや疎　焼成弱く、やや黒みおびる。
3.黒褐色シルト(10YR2/3)　　粘性やや強　しまりやや疎　壁溝埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土。黒褐色シルトブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm

323 324 325
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１　竪穴建物跡

理が施される。甕はロクロ成形で破片である。332は外面に煤が広く付着する。須恵器は瓶類（333）
と大甕（334）でどちらも胴部片である。
　埋土中から黒曜石製石器１点（335）が出土している。フレイクと判断したが、厚みがある。刃部
が作出されていないが、スクレイパーの失敗品の可能性がある。
　石製品は３点（336～338）で、336・337はデイサイト、338は安山岩である。336は球状の円礫を素
材とし、両面に擦痕と凹痕が見受けられる。また両面とも被熱で赤く変色している。337・338は台石
の破片か。広い両面に擦った痕跡が見受けられる。
　鉄製品は１点（339）、埋土から出土している。破片であるが鎌の刃部先端と推測する。
［時期］埋土中にTo-aテフラが混入することと、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づ
ける。

22号竪穴建物跡（第94～97図、写真図版25・160・161）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA1p、ⅡA1q、ⅡA2p、ⅡA2qグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出
した。本遺構は上部を後世の削平により、消失しており、また西側の一部は溝状のカクランで壊され

0 1：2 5cm
（339）

0 2：3 5cm（335）
（336）

0 1：4 20cm
（337・338）

0 1：3 10cm

336

337

338

335

339
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

ている。
［規模・平面形］北辺383cm、東辺382cm、南辺352cm、西辺300cmを測る。平面形は不整な方形
で、南壁のほぼ中央は約50cm外へと突出している。床面積は13.1㎡を測る。
［埋土の状況］後世の削平により、１層しか残存していない。黒褐色シルトを主体とし、炭化物や地
山ブロックが混入する。また、To-aテフラブロックが混入する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁はカクランに壊され
た範囲を除き、全周する。ただし壁上部は全体に削平されており、床面からの立ち上がりを確認した
に過ぎない。緩やかに外へと大きものと推定する。壁高は最大８cm残存する。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/1)　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、To-aテフラブロック微量含む。

2.褐灰色シルト(10YR4/1)　粘性やや強　しまりやや疎　地山ブロック中量含む。

1.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
2.にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)　粘性弱　　　しまり密　　　炭化物微量含む。
3.黒色シルト(10YR2/1)　　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量含み、土器片混じる。
4.褐灰色シルト(10YR4/1)　　　　粘性強　　　しまりやや疎　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm

340 341 342

343

346

344 345

347

0 1：30 1m

1.褐灰色シルト(10YR4/1)　　　　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黄橙色焼土(10YR8/6)　　　　　粘性弱　　　しまり密　　　被熱強く、硬くしまる。
3.橙色焼土(5YR6/8)　　　　　　 粘性弱　　　しまり密　　　被熱強いが、2層よりは弱い。
4.褐灰色シルト(10YR5/1)　　　　粘性やや弱　しまりやや疎　貼床土。地山ブロック少量含む。
5.黒褐色シルト(10YR3/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
5.にぶい黄褐色シルト(10YR5/3)　粘性弱　　　しまりやや密　黒褐色シルトブロック少量、酸化鉄微量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/2)　　　　粘性強　　　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。

1.明赤褐色焼土(5YR5/6)　粘性弱　しまり密　被熱強く激しく硬化している。
炭化物微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

348

349

350

351

0 1：3 10cm

0 1：2 5cm

（348〜351）

（352・353）352 353
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１　竪穴建物跡

［貼床］床面中央の一部を除き、ほぼ全体に貼床が施される。貼床土は地山ブロックを多量に含んだ
黒褐色シルトを主体とする。掘り方は非常に歪で、深さは３～13cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しが残存する。
　燃焼部焼土面は、90×71cmの浅い掘り込み内にあり、75×65cmを測る。被熱は強く、黄橙色～橙
色を呈する。被熱深度は６cmである。焼土の奥側に、支脚として（？）、土師器坏（341）が逆位で
据え置かれている。袖は北袖の芯材礫１個のみ残存する。
　煙道は見受けられない。東壁から125cmに、径25cmの掘り込みがあり、煙出しピットと判断した。
　炉１基を床面中央の東寄りで検出した。53×22cmの不整な長楕円形を呈する。カマドの燃焼部焼
土面よりも被熱が強く、硬くしまっている、被熱深度は２cmである。
［土坑］１基検出した。カマドの南側に付く。82×60cmの不整な楕円形で、深さ30cmである。カマ
ドに伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。壁寄りに４個（Pit１・３～５）また床面中央に２個（Pit２・
６）である。
［出土遺物］古代土器4716.7g分、石器、鉄製品が出土している。出土位置は埋土中の他、カマド上
からの出土が目立った。
　土師器は坏（340～346）、甕（347）がある。坏はロクロ成形、内面黒色処理が見受けられる。ま
た340～343は底面にケズリ再調整が施される。347は破片から器形を復元したロクロ成形の甕であ
る。須恵器は甕（348～351）であるが、いずれも破片である。
　鉄製品は埋土中から２点出土した。352は棒状で、両端を欠損している。紡錘車の軸部か。353も棒
状で両端を欠損している。352より断面は扁平で、鉄鏃の茎部の可能性が高い。
　黒曜石製石器が７点、埋土中から出土している。354～358はスクレイパー、359・360はフレイクで
ある。また355・356を試料とし産地同定分析を試みた。その結果、355は産地不明、356は湯ノ倉の可

0 2：3 5cm

354 357

356 357

358

359
360
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

能性ありという結果を得ている（第Ⅶ章－５）。
［時期］埋土中にTo-aテフラが混入することと、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づ
けた。

23号竪穴建物跡（第98～101図、写真図版26・161・162）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA３q、ⅡA３r、ⅡA４q、ⅡA４r、ⅡA５rグリッドに位置し、Ⅶ
層上面で検出した。また本遺構は上部を後世の削平により、消失している。
［規模・平面形］北辺370cm、東辺482cm、南辺430cm、西辺473cmを測る。平面形はカマドを正面

0 1：50 2m

364

366

369

1.黒褐色シルト(10YR2/3)  粘性弱　    しまり密　    地山ブロック少量、酸化鉄多量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)  粘性やや弱　しまり密　    焼土粒微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや弱　しまり密　    地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/3)  粘性弱　    しまり密　    地山ブロック微量含む。
5.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや弱　しまり密　    炭化物微量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/3)  粘性やや弱　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
7.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性弱　    しまり密　    炭化物微量含む。
8.黒褐色シルト(10YR2/3)  粘性弱　    しまり密　    壁溝埋土。地山ブロック少量含む。
9.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや弱　しまり密　    貼床土。地山ブロック少量含む。

土坑１
1.黒色シルト(10YR2/1)    粘性やや強　しまり密      地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2)  粘性やや強　しまりやや密  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.黒色シルト(10YR2/1)    粘性やや強　しまりやや密  地山ブロック微量含む。
土坑２
1.黒褐色シルト(10YR2/2)  粘性やや弱　しまりやや密  地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト(10YR3/4)  粘性弱　    しまり密　    焼土粒微量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

0 1：30 1m

1. にぶい赤褐色焼土(5YR4/4)  粘性やや弱　しまりやや密　焼土2。被熱強い。
2. 橙色焼土(5YR7/8)          粘性やや弱　しまりやや密　焼土1。黒褐色シルトブロック微量含む。
3. にぶい赤褐色焼土(5YR5/4)  粘性弱　    しまり密　    焼土1。被熱弱い。
4. 黒褐色シルト(10YR2/2)     粘性やや強　しまりやや密　芯材礫の掘り方埋土。
5. 明黄褐色シルト(10YR6/6)   粘性やや弱　しまり密　    貼床土。黒褐色シルトブロック少量含む。
6. 黒褐色シルト(10YR2/3)     粘性やや弱　しまり密　    煙道埋土。炭化物微量、焼土粒少量含む。
7. 黒褐色シルト(10YR2/2)     粘性弱    　しまりやや密　煙出し埋土。焼土粒微量斑文状に混じる。
9. 黒褐色シルト(10YR2/2)     粘性弱　    しまりやや密　煙出し埋土。暗褐色シルトブロック少量含む。
9. 黒褐色シルト(10YR2/2)     粘性やや弱　しまりやや密　煙出し埋土。暗褐色シルトブロック微量、地山ブロック微量含む。
10.黄褐色シルト(10YR5/6)     粘性やや弱　しまりやや密　煙出し埋土。黒褐色シルトブロック少量含む。
11.暗褐色シルト(10YR3/3)     粘性弱　    しまり密　    煙道埋土。黒色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。

1.暗赤褐色～明赤褐色焼土(5YR3/4～5YR5/6) 粘性やや弱　しまりやや密  被熱弱く、色調は一様でない。
2.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性やや強　しまり密　    貼床土。黒褐色シルトブロック少量、焼土粒微量含む。

Pit1
1.黒色シルト(10YR2/1)　        粘性やや弱　しまり密 　　 炭化物微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)　      粘性弱　    しまりやや密　地山ブロック中量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/3)   粘性弱　    しまりやや密　地山ブロック微量含む。
4.黒色シルト(10YR2/1)        　粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
Pit2
1.黒色粘質シルト(10YR2/1)　    粘性やや弱　しまり密     炭化物微量含む。
2.黒褐色粘質シルト(10YR2/3)　  粘性弱　    しまりやや密 地山ブロック少量含む。
3.明黄褐色砂質シルト(10YR6/6)　粘性やや弱　しまりやや密　
                                                黒褐色シルトブロック中量含む。
4.黒色粘質シルト(10YR2/1)　    粘性やや強　しまりやや密
5.黒褐色粘質シルト(10YR2/3)　  粘性やや弱　しまりやや疎　地山ブロック微量含む。
Pit3
1.黒色粘質シルト(10YR2/1)   粘性弱　    しまり密      地山ブロック微量含む。
2.黒褐色粘質シルト(10YR2/2)   粘性弱　    しまりやや密
3.黒褐色粘質シルト(10YR2/2) 粘性弱　    しまりやや密　地山ブロック中量含む。
Pit4
1.黒褐色粘質シルト(10YR2/2)　  粘性弱　    しまりやや密　
                                             炭化物微量、暗褐色シルトブロック少量含む。
2.黒褐色粘質シルト(10YR2/3) 　粘性弱　    しまりやや密　暗褐色シルトブロック微量含む。
Pit5
1.黒褐色粘質シルト(10YR2/2)　  粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
2.褐色粘質シルト(10YR4/4)　    粘性弱　    しまりやや密　暗褐色シルトブロック少量含む。
3.暗褐色粘質シルト(10YR3/3)　  粘性弱　    しまりやや密　地山ブロック少量含む。　
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

として、不整な横長の長方形を呈する。床面積は19.2㎡を測る。
［埋土の状況］８層からなるが、北側は後世の削平でほとんど残存していない。黒褐色シルトを主体
とし、炭化物や地山ブロックが混入する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周するが、削平
を受けているため、床面からの立ち上がりが残存するに過ぎない。壁高は最大８cm残存する。
［貼床］ほぼ全面だが、中央の一部は貼床されない。貼床土は地山ブロックを含んだ黒褐色シルトを
主体とする。掘り方は非常に歪で、深さは２～10cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南端に付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は２基検出した。焼土１は56×30cmを測る。被熱は中央のみ強く、周辺は弱い。橙
色～にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は７cmである。一部、焼土２に伴う芯材礫に壊されている。
焼土２は38×32cmで被熱は強く、にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は６cmを測る。状況からみて、
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0 1：3 10cm

第100図　23号竪穴建物跡出土遺物１



－ 116 －

１　竪穴建物跡

焼土１から焼土２へと作り換えたと推測する。
　袖は焼土２に伴う芯材礫のみ残存する。焼土２の両側に扁平な芯材礫が並ぶ。一方、焼土１は北側
に比較的大きい礫があるが、やや離れており、芯材礫かは判断できなかった。
　煙道は焼土２に伴うもののみ検出した。東壁との連結部は消失しているが、壁から130cmで、10°
下へと傾斜しながら煙出しピットに至る。煙出しピットは50×50cm不整な楕円形で、深さは煙道よ
り５cm深い。
　炉１基を床面中央で検出した。66×62cmの歪な楕円形で、被熱は弱く、被熱深度は２cmである。

369 370

0 1：2 10cm

0 （376・377）2：3 5cm

0 （369・370）1：3 10cm

（371～375）
376

377

371

373

374

375

372

第101図　23号竪穴建物跡出土遺物２
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［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。102×74cmの不整な楕円形で、深さ26cmで
ある。埋土中に礫や土器片が多く混じる。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は南壁際ほぼ中
央で、壁外にも及んでいる。93×70cmの不整な楕円形で、深さ15cmである。礫や土器片が多く混じ
る。土坑３は南壁際で、土坑２の西側に隣接する。62×58cmの隅丸方形を呈し、深さは10cmであ
る。土坑２・３の用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。Pit１～３・５は主柱穴の可能性がある。深さはPit４以外は60
～80cmと深い。柱痕跡は見受けられない。壁溝は北壁と西壁、また東壁の一部で検出した。
［出土遺物］古代土器7991.7g分、石器、鉄製品が出土している。出土位置は埋土中の他、カマドと
土坑１・２からの出土が目立った。
　土師器は坏（361・362）、台付坏（363）、甕（364～368）がある。361は非ロクロ成形で、内外面
にミガキを施し、内面のみ黒色処理される。362・363はロクロ成形のみである。甕もロクロ成形が多
いが、367は非ロクロ成形。断面が厚い。365は外面の広い範囲に煤が付着している。須恵器は瓶類
（369・370）である。いずれも破片。369は内面に煤が付着している。370は底部に高台を持たない。
　鉄製品は埋土中から５点出土した。371～373は鉄鏃である。371は雁又式で茎部が欠損する。372・
373は茎部のみ残存する。374は刀子で基部が欠損する。375は縁金具で完形である。
　黒曜石製石器２点（376・377）、埋土中から出土している。どちらもスクレイパーである。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

24号竪穴建物跡（第102・103図、写真図版27・162・163）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA３t、ⅡA３u、ⅡA４uグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。
本遺構は12号陥し穴状遺構と重複し、本遺構の方が新しい。
［規模・平面形］北辺345cm、東辺425cm、南辺330cm、西辺495cmを測る。平面形は不整な長方形
を呈する。床面積は15.9㎡を測る。
［埋土の状況］３層からなる（２～４層）。黒褐色シルトを主体とし、壁際には暗褐色シルト（３
層）や黒色シルト（４層）が三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。緩やか
に外へと開きながら立ち上がる。壁高は最大12cmを測る。
［貼床］壁際を中心に、部分的に貼床が施される。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とする。掘り方は
非常に歪で、深さは４～10cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南隅に付く。燃焼部焼土面のみが残存する。また、周辺に大きな礫が
散らばっているのを確認したが、礫自体は原位置をとどめていない。また煙道はなく、壁に構築した
痕跡もなかった。
　燃焼部焼土面は52×40cmを測る。被熱は弱く、明赤褐色を呈し、一部橙色である。被熱深度は５
cmである。炉の北側に径18cmの浅い掘り込みがあるが、芯材礫の掘り方かどうかは不明である。ま
た焼土面の南側に１個、東側に３個の、20～30cm大の礫が集中するが、これらも芯材礫か不明であ
る。
［土坑］１基検出した。土坑１は床面の南東隅、カマドの南側に位置する。108×76cmの不整な楕円
形で、深さ21cmである。カマドに伴われる貯蔵穴と推測する。埋土中から土師器坏・台付坏（383～
385）がまとまって出土した。
［柱穴・壁溝］柱穴は４個検出した。床面の中央に１個（Pit１）、壁際に３個（Pit２～４）である
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0 1：30 1m

0 1：50 2m

1.灰黄喝色シルト(10YR4/2)  粘性弱　　　しまり密　　　カクラン土。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)    粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.暗褐色シルト(10YR3/3)    粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
4.黒色シルト(10YR2/1)      粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック少量含む。
5.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや弱　しまり密　　　黒褐色シルトブロック少量含む。 　  

炉
1.黒色シルト(10YR2/1)　 　粘性やや強　しまりやや密
                          　　　　　　   地山ブロック少量含む。
2.明赤褐色焼土(5YR5/6) 　 粘性弱　　　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　　　　   一部橙色を呈するが、被熱弱い。
3.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性やや弱　しまり密  貼床土。
                          　    黒褐色シルトブロック少量含む。
土坑1
1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや強　しまりやや疎
　　　　　　　　　　　　　    炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR5/2)　粘性やや弱　しまりやや密　
                              炭化物微量、地山ブロック中量含む。
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第103図　24号竪穴建物跡出土遺物
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が、規則性は見いだせない。壁溝はない。
［出土遺物］古代土器7645.0g分、石器、鉄製品が出土している。出土位置は埋土中の他、カマド上
と土坑１からの出土が目立った。
　土師器は坏（378～383）、台付坏（384～387）、甕（388～391）がある。坏・台付坏はいずれもロ
クロ成形のみである。383は内面の広い範囲に煤が付着する。
　甕はロクロ成形（388・389）と非ロクロ成形（390・391）がある。390は口縁部内面に「×」状の
刻みが見受けられた。
　黒曜石製石器が１点（392）、埋土中から出土している。スクレイパーである。
　鉄製品は１点（393）、埋土中から出土している。棒状だが、激しく曲がっており、また端部が欠
損する。器種は不明である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

25号竪穴建物跡（第104～114図、カラー写真図版４～６、写真図版28・29・163～169）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA２j、ⅡA２k、ⅡA２l、ⅡA３j、ⅡA３k、ⅡA３l、ⅡA４kグ
リッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。
［規模・平面形］北辺587cm、東辺710cm、南辺500cm、西辺660cmを測る。平面形はカマドを正面
として、横長の長方形を呈する。床面積は37.2㎡を測る。
［埋土の状況］７層からなり、黒褐色シルト主体とする。壁際には３～５層が三角堆積しており、し
たがって埋没は自然堆積によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。また南壁際の幅60cm
の範囲は棚状になっており、床面より10cm高い。壁は全周する。緩やかに外へと開きながら立ち上
がる。壁高は最大34cmを測る。
［貼床］壁際を中心に、部分的に貼床が施される。貼床土は黒褐色シルトを主体とする。掘り方は概
ね浅く６cm前後だが、壁際の一部は深くなる（18cm）。
［カマド・炉］カマドは東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は160×84cmの浅い掘り込み内にあり、80×74cmを測る。被熱は強いが、色調は部
分的に異なり、極暗赤褐色、にぶい赤褐色、明赤褐色を呈する。被熱深度は２cmである。
　袖は、北袖は消失している。ただし小さな掘り込みが見受けられ、芯材礫の掘り方の可能性があ
る。南袖は地山を削り出して構築されている。また、袖の内側は被熱し赤褐色に変色している。
　煙道は東壁から200cmのびる。刳り抜き式で、手前側50cmは天井がなく開口している。10°下へ
と傾斜しながら煙出しピットに至る。煙出しピットは54×44cmの不整な楕円形で、煙道より10cm深
い。また煙出しピットの埋土上位から大きな礫が３個出土しており、埋没の際に、故意に詰められた
可能性がある。
　他に炉を２基検出した。炉１はカマドの北側にある。検出位置からみて、カマドの燃焼部焼土面の
可能性もあるが、これに伴われる袖や煙道は見受けられないので「炉」とした。80×56cmで、被熱
は強く、明赤褐色を呈する。被熱深度は２cmである。炉２は後述する。
［炉２について］床面のほぼ中央に位置し、250×450cmの範囲に、歪な焼土の広がりを３箇所、ま
た炉壁と推測する構築土の広がりを２箇所確認した。炉壁の広がりは１箇所が212×163cm、もう１
箇所は150×160cmでどちらも側縁が被熱し、中央は被熱していない。炉壁はシルトで構築してお
り、被熱が強く、赤色に変色している。また炉２の上面は、強く被熱した焼土塊や、被熱により黒色
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化しているシルトで覆われていた（第106図）。これらは炉壁の一部で、崩落し、炉上に覆い被さっ
たのではないかと推測している。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。120×122cmの不整な方形で、深さ30cmであ
る。古代土器を主体とした、多量の遺物が出土した。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は北西
隅に付く。径約90cmの不整な円形で、深さは35cmを測る。貯蔵穴の可能性もあるが、後述する須恵
器の大甕を据えた掘り方の可能性もある。土坑３は南壁の棚状の北脇に位置する。110×68cmの長楕
円形で、深さ15cmである。用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴は20個検出した。床面に17個（Pit１～17）、壁の外側に３個（Pit18～20）であ
る。Pit７・８・15は主柱穴の可能性がある。その他は、径20cm前後の小柱穴である。床面中央の

0 1：60 2m

1.黒褐色シルト(10YR2/2)     粘性やや強  しまり密　    炭化物微量、焼土粒微量含む。
2.黒褐色シルト(7.5YR3/2)    粘性やや弱　しまりやや密　被熱し、わずかに赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/2)     粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/3)     粘性やや強　しまり密　    炭化物少量、地山ブロック少量含む。
5.暗褐色シルト(10YR3/4)     粘性強　    しまりやや疎  炭化物少量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
6.黒褐色シルト(10YR3/2)     粘性やや強　しまり疎    　炭化物中量、焼土粒微量、にぶい黄橙色細砂中量含む。
7.にぶい黄橙色細砂(10YR7/4) 粘性やや弱　しまりやや疎　崩落土。黒褐色シルトブロック中量含む。
8.黒褐色シルト(10YR3/2)     粘性やや弱　しまり疎    　Pit16埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
9.黒褐色シルト(10YR2/3)     粘性やや強　しまりやや疎　貼床土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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Pit16は、径50cm、深さ30cmで他の柱穴よりも突出して大きい。壁外の柱穴は小柱穴で、規則性は見
いだせない。壁溝は東壁のみで検出した。
［大甕埋設］床面の北東角に須恵器の大甕（438）が埋設されていた。大甕はわずかに傾いている
が、ほぼ正位の状態を保ち、床面を掘り込み、大甕の胴部から下を埋めて設置している。検出段階で
は床面下に埋め込まれた部分のみが残存し、床面上に露出していた部分より上は壊れ、周囲にその破
片が散乱していた。これらを接合したところ、ほぼ完形の大甕に復元できたので、本来は106図右下
のような状態で、須恵器大甕が据え置かれていたものと推測する。また出土した破片を接合した際、
大甕がもう一つ（439）あったことが判明した（第107図左上）。この439も438と同じように床面に埋
設されていた場合、土坑２がその掘り方の可能性があり、439は本遺構の廃絶時に、床面から抜き取
られ、438の近くに置いていかれたことが推測できる。
［出土遺物］古代土器47817.5g分、石製品、石器、鉄製品、鉄滓が出土し、他に炉壁の一部も出土し
ている。重量で表すと古代土器の出土量が突出して膨大なのは、須恵器大甕を含むためである。出土
位置は埋土中の他、カマドや土坑からの出土が目立った。
　土師器は坏（394～423）、台付坏（424～431）、鉢（432）、甕（433・434）がある。坏はロクロ
成形のものが多く、また台付坏は全てロクロ成形のみである。394は非ロクロ成形で外面がケズリ、
内面はナデ成形で、底面には木葉痕が残る。395～397は内面に黒色処理が施される。405は内面に油
煙痕が広く残り、灯明皿と推測する。432はコップ状の鉢で非ロクロ成形である。433は甕の胴部下

0 1：60 2m

0 1：30 1m

土坑１
1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや強　しまりやや疎  炭化物微量、焼土粒微量、
                                                     地山ブロック微量含み、土器片混じる。
2.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性弱　　　しまりやや疎　炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
3.褐灰色シルト(10YR5/1) 　 粘性やや弱　しまりやや疎  炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.暗褐色シルト(10YR3/3）　 粘性やや強　しまりやや疎  炭化物微量、焼土粒微量、
                                                     　　　地山ブロック微量含み、土器片混じる。
土坑２
1.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、焼土粒微量含む。
3.暗褐色粘質シルト(7.5YR3/3　　粘性強　　　しまりやや疎　炭化物微量、黄橙色細砂少量含む。
4.黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや弱　しまり疎　　　炭化物多量、暗赤褐色シルト少量含む。
5.黒褐色シルト(7.5YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　貼床土？  被熱でわずかに赤みおびる。
                                                         焼土ブロック中量、黄橙色細砂微量含む。
土坑３
1.黒褐色シルト(10YR3/2)   粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR5/2) 粘性やや弱　しまり疎    　炭化物微量、焼土粒微量含む。

1.橙色焼土(5YR7/8～6/8)   粘性弱　しまり密　　　炉壁残存部。強い被熱で硬くしまる。
2.暗赤褐色焼土(5YR3/3)　　粘性弱　しまり密　　　炉壁残存部。被熱で硬くしまるが１層よりは硬くない。
3.赤褐色焼土(5YR4/6)　　　粘性弱　しまりやや疎　炉壁残存部。被熱しているが、弱く、硬くしまっていない。
4.赤褐色焼土(5YR4/6)      粘性弱　しまりやや密　地山が被熱し、赤色化した範囲。
5.赤褐色シルト(5YR4/6)　　粘性弱　しまりやや疎　貼床土。被熱で赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物少量、地山ブロック少量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、黄橙色細砂少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、黄橙色細砂微量含む。
4.にぶい黄褐色シルト(10YR5/4) 粘性弱　　　しまりやや疎　黄橙色細砂やや多く含む。
5.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性弱　　　しまりやや疎　黄橙色細砂少量含む。
6.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや強　しまりやや密　貼床土。

1.黒褐色シルト(7.5YR2/1)      粘性やや強　しまりやや密　 焼土粒微量含む。
2.極暗赤褐色焼土(5YR2/3)      粘性やや強　しまりやや密　 被熱強い。
3.明赤褐～にぶい赤褐色焼土(5YR5/6～5/4)  粘性やや強　しまりやや密  被熱強いが一様でなく、色調も様々。
4.黒褐色シルト(7.5YR2/2)      粘性強　    しまりやや密　 貼床土。焼土粒微量含む。
5.にぶい橙色シルト(5YR6/4)    粘性弱　    しまりやや疎　 地山で、被熱し赤みおびる。
6.褐灰色シルト(10YR4/1)  　　 粘性やや強　しまり疎　     炭化物微量、地山ブロック微量含む。天井が被熱で赤身をおびる。
7.にぶい黄橙色シルト(10YR7/4) 粘性弱　    しまりやや疎　 黒褐色シルトブロック少量含む。
8.極暗赤褐色シルト(5YR2/3)    粘性やや強　しまり疎　     被熱で赤みをおびる。黄橙色細砂少量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：60 2m

0 1：30 1m

1.明赤褐色焼土(5YR5/8)  　粘性弱　    しまり密　     被熱強く、硬くしまる。
2.黒色シルト(10YR2/1)     粘性強　    しまりやや密　 被熱するが弱く、黒色にとどまる。橙色・黄色焼土塊やや多く含む。
3.黒褐色シルト(7.5YR2/2)  粘性やや強　しまりやや密　 2層より被熱が弱く、黒色にとどまる。地山ブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

半の破片、434は甕の口縁部から胴部上半の破片で、どちらも非ロクロ成形である。須恵器は長頸瓶
（436・437）、甕（435・440）、大甕（438・439・441～443）がある。438は器高77cm、439は器高
60cmである。また440は甕としたが、器高32cmを測る。440は438・439の破片と共に、破片で出土
し、復元して略完形と判った。
　石製品は５点掲載した。444～447は砥石である。いずれも欠損しており、444以外は形態の全容が

424 425 426

427 428 429

430

433

435

437

436

434

431

432

0 1：3 10cm

第109図　25号竪穴建物跡出土遺物２



－ 127 －

Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

0 1：2 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

分からない。444は分銅形である。448は安山岩製で、扁平な円礫の片面に擦った痕跡がある。磨石の
一部と推測するが、被熱し、赤く変色している箇所が見受けられる。
　黒曜石製石器が３点（449～451）、埋土中から出土している。いずれもフレイクである。
　埋土中から鉄滓４点が出土している。そのうち１点を掲載した。８cm大で、厚みも３cmある。成
分分析を試み、椀形鍛冶滓との結果を得ている（第Ⅶ章-７）。
　鉄製品は25点（453～477）、銅製品１点（478）が埋土下位から床面上で出土している。他の遺構と
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１　竪穴建物跡

比べ、出土量は突出して多い。それぞれの出土位置は第106図に示した。炉２の北側に寄る傾向が見受
けられる。器種は様々で、紡錘車（453）、工具（454・455）、手鎌（456）、楔（457）、針（458）、
短刀（459）、縁金具（460）、刀に付属する金具か（461・462）、鉄鏃（463～467）、釘（468・
469）、金具（470）、刀子（471～476）、鉇（477）がある。また銅製品（478）は器種不明で端部が筒
状になっている。
　479、480は炉壁と考える土製品である。もろく、土器のように焼いていない可能性が高い。また479
は一面のみ、面取りされている。480も一面、工具でナデのような成形を施し、面取りを行っている。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

26号竪穴建物跡（第115～119図、写真図版30・169～172）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA５r、ⅡA５s、ⅡA６r、ⅡA６sグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。
［規模・平面形］北辺346cm、東辺380cm、南辺354cm、西辺328cmを測る。平面形は不整な正方形
を呈する。床面積は12.3㎡を測る。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際には３～５層が三角堆積しており、
したがって埋没は自然堆積によるものと判断した。２層中にTo-aテフラブロックが混じる。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。緩やか
に外へと開きながら立ち上がる。壁高は最大17cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床が施される。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とする。掘り方は歪で、
深さは４～16mである。
［カマド・炉］炉が東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖が残存する。
　燃焼部焼土面は92×73cmの浅い掘り込み内にあり、52×37cmを測る。被熱は強く、橙色を呈す
る。被熱深度は８cmである。焼土の奥側には20cm大の円礫が支脚として据え置かれている。
　袖は、両袖とも芯材礫のみ残存し、北袖は３個、南袖は１個検出した。芯材礫は20cm大の扁平な
礫を素材とし、床面を掘り込んで、設置されている。
　煙道は見受けられない。また壁外に煙出しピットと推測される掘り込みもない。
［土坑］２基検出した。両方ともカマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑１はカマドの南側に付く。80
×60cmの不整な楕円形で、深さ16cmである。土坑２はカマドの北側に付く。75×47cmの長楕円形
で、深さ23cmである。
［柱穴・壁溝］柱穴は５個（Pit１～５）検出した。全て床面の西側に集中する。壁溝はない。
［出土遺物］古代土器11356.1g分、石製品、石器が出土している。出土位置は埋土中とカマド上から
出土するものが多い。
　土師器は坏（482～494・496）、甕（497～517）がある。甕は破片が大きく、器形復元できたもの
が多い。坏はロクロ成形で、482～484は内面に黒色処理が施される。その他はロクロ成形のみで、
491・492は底面が厚い器形である。甕はロクロ成形のみで、また胴部下半にケズリを施すものが多
い。515～517は底面に砂粒が多く付くので、砂底土器と判断した。
　須恵器は坏（495）、甕（518・519）がある。坏（495）は口縁部片で、内面に煤が付着している。
518は頸部の破片、519は胴部上半の破片で、内外面にタタキが見受けられる。
　石製品は３点、埋土中から出土している。520は安山岩製で、欠損しているが球状の円礫を素材と
し、ほぼ全体に擦った痕跡が見受けられる。521はデイサイト製の太い楕円礫で片面にのみ擦った痕
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト（10YR2/2）    粘性やや強  しまりやや疎    炭化物微量、にぶい黄褐色細砂微量含む。
2.灰黄褐色シルト（10YR5/2）  粘性やや弱  しまり密       To-aテフラブロック微量含む。
3.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや強  しまり密       炭化物微量、To-aテフラブロック微量含む。
4.黒色シルト（10YR2/1）      粘性やや強  しまりやや疎    地山ブロック微量含む。
5.明黄褐色シルト（10YR6/6）  粘性やや強  しまりやや密    4層土ブロック中量含む。
6.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや弱  しまりやや密   土坑２埋土。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
7.灰黄褐色シルト（10YR5/2）  粘性やや弱  しまりやや密   貼床土。黒色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。

1.橙色焼土 (7.5YR7/6)           粘性やや強  しまりやや密   被熱強い。
2.橙色焼土 (5YR6/6)             粘性やや強  しまりやや疎   被熱強いが、1層ほどではない。
3. 黒褐色シルト (7.5YR3/1)       粘性強      しまりやや密   芯材礫の掘り方埋土。被熱し赤みをおびる。 焼土粒少量含む。
4.黒褐色シルト (10YR3/1)        粘性やや強  しまり密　　　 土坑 1埋土。褐灰色シルトブロック中量、地山ブロック中量含む。
5. にぶい黄橙色シルト (10YR6/4)  粘性弱      しまりやや密
6. 灰黄褐色シルト (10YR5/2）      粘性やや弱　しまりやや密    貼床土。黒色シルトブロック微量、 地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

跡が見受けられる。両者とも磨石として利用されたと推測する。522は大型の扁平礫で安山岩製。片
面のみ擦った痕跡が見受けられ、台石として利用されたと推測する。
　523はチャート製で、石核か。自然面が残り、数箇所にわたり、剥離を行った形跡がある。本遺構
の時代とは異なる可能性があるが、埋土の下位から出土しており、掲載した。
［時期］埋土中にTo-aテフラが混じることと、出土した様相から明神下Ⅰ期に位置づけた。

27号竪穴建物跡（第120～124図、写真図版31・172～174）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA５u、ⅡA５v、ⅡA６t、ⅡA６u、ⅡA６v、ⅡA７u、ⅡA７vグ
リッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。本遺構は26号土坑と重複し、本遺構の方が新しい。
［規模・平面形］北辺580cm、東辺412cm、南辺585cm、西辺472cmを測る。平面形は不整な長方形
を呈し、東壁のほぼ中央が30cmほど外へと突出する。床面積は25.8㎡を測る。
［埋土の状況］５層からなり、黒褐色シルトを主体とし、炭化物や地山ブロックが混じる。３～５層
の堆積状況から、埋没は自然堆積によるものと判断した。

0 2：3 5cm（523）
0 1：3 10cm（520〜522）

520

521

522

523

第119図　26号竪穴建物跡出土遺物４



－ 138 －

１　竪穴建物跡

［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。緩やか
に外へと開きながら立ち上がる。壁高は最大18cmである。
［貼床］壁際は全周し、床面中央は部分的に貼床が施される。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とす
る。掘り方は歪で、深さは２～10mである。
［カマド・炉］カマドが南壁の東寄りに付く。燃焼部焼土面と袖が残存する。
　燃焼部焼土面は126×70cmの浅い掘り込み内にあり、50×30cmを測る。被熱は強く、明赤褐色を
呈し、一部橙色である。被熱深度は４cmである。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト (10YR3/2)　　粘性やや弱　しまり密　　　炭化物微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR2/2）　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.灰黄褐色シルト (10YR4/2）　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック中量、黒褐色シルトブロック少量含む。
4.黒褐色シルト (10YR2/2）　　粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量、明黄褐色細砂少量含む。
5.灰黄褐色シルト (10YR4/2）　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量、黒褐色シルトブロック少量含む。
6.黒色シルト (10YR2/1）　　  粘性やや弱　しまりやや密　Pit6埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。土器片混じる。
7.黒褐色シルト (10YR2/2）　　粘性やや強　しまりやや密　Pit6埋土。地山ブロック微量含む。
8.黒褐色シルト (10YR3/2)　　粘性やや強　しまりやや密　壁溝埋土。地山ブロック微量含む。
9.黒褐色シルト (10YR3/2）　　粘性やや強　しまりやや密　貼床土。地山ブロック中量含む。
10.褐灰色シルト (10YR4/1）　 粘性やや強　しまりやや密　貼床土。地山ブロック少量含む。

1.黒褐色シルト (10YR2/2）　粘性やや弱　しまりやや密　
       炭化物微量、地山ブロック少量含む。土器片混じる。
2.黒褐色シルト (10YR2/3）　粘性やや強　しまりやや密　
                                 地山ブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　袖は、両袖とも芯材礫のみ検出したが、出土状況からみて、原位置にはとどまっているが、若干、
横倒しの状態で残存したと推測する。芯材礫は東袖で２個、西袖は１個検出した。20～30cm大の扁
平な礫を素材とし、床面に掘り込んで、設置されている。
　煙道は見受けられず、また壁外に煙出しピットと推測される掘り込みもない。
　また床面ほぼ中央で、焼土２箇所を検出した。どちらも20cm大で、床面が被熱で赤色に変色して
いるのみで、炉ではないと判断した。
［土坑］１基検出した。床面の南東隅に付く。65×52cmの不整な楕円形で、深さ10cmである。カマ
ドに伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴は床面に９個（Pit１～９）、壁外に１個（Pit10）を検出した。床面の柱穴は床
面の東側に集中するが、Pit１は床面のほぼ中央に位置する。Pit１は径約50cm、深さも50cmで他の
柱穴よりも突出して大きく、深い。またPit４は焼土を切っている。壁溝は西壁と南壁で検出した。
どちらも部分的である。
［出土遺物］古代土器13085.1g分、石製品、鉄製品が出土している。出土位置は埋土中とカマド周辺

0 1：30 1m
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1.にぶい橙色シルト (7.5YR6/4）　粘性やや弱　しまりやや疎　天井土？炭化物微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR3/2）　　　 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、橙色焼土粒微量含む。
3.黒褐色シルト (7.5YR3/2） 　　 粘性やや弱　しまりやや密　被熱で赤みをおびる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橙色焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
4.明赤褐色シルト (5YR5/8）　　　粘性弱　　　しまりやや疎　被熱で赤みをおびる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒褐色シルトブロック少量含む。
5.明赤褐色焼土 (5YR5/8）　　　　粘性弱　　　しまりやや疎　被熱は強く、一部橙色を呈する。
6.にぶい赤褐色シルト (5YR5/4）　粘性弱　　　しまりやや密　貼床で、被熱で赤色に変色している。
7.黒褐色シルト (10YR3/1）　　　 粘性やや強　しまりやや密　芯材掘り方。地山ブロック微量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm

0 1：2 10cm

（548〜550）

（551〜553）

548

549

550

から出土するものが多い。特にカマド周辺では土師器甕（531・534・537・539・542）が集中的に出
土している（第121図右）。
　土師器は坏（524～528）、台付坏（529）、甕（530～542・544）、台付器甕？（543）がある。坏
は524が非ロクロ成形だが、他はロクロ成形で、内面に黒色処理が施されるもの（525・526）と、ロ
クロ成形のみ（527・528）がある。また528は墨書土器だが、文字がほとんど消えている。台付坏
（529）はロクロ成形である。530は底面が厚いので、甕の底部片と判断した。底面に回転糸切りの痕
跡が見受けられ、線状の刻み（？）が見受けられる。甕は多いが全て破片である。ロクロ成形が多
く、非ロクロ成形は573・538のみである。543は台付甕？の胴部下半の破片で、台部より下が消失し
ているので、器形は不明である。須恵器は長頸瓶（545）の頸部片と大甕の胴部片（546～548）であ
る。
　石製品は２点掲載した。どちらも埋土中から出土している。549は砥石の破片である。凝灰岩製
で、他の遺構から出土している砥石よりも厚みがある。550は凝灰岩製の円礫で、ほぼ全面に擦った
痕跡があり、また両端に敲打痕が見受けられる。
　鉄製品は３点、埋土から出土している。551・552は紡錘車の軸部である。553は刀子の基部片である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

551
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553
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

28号竪穴建物跡（第125～128図、写真図版32・174・175）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA７t、ⅡA７u、ⅡA８t、ⅡA８u、ⅡA９uグリッドに位置し、Ⅶ
層上面で検出した。
［規模・平面形］北辺410cm、東辺433cm、南辺382cm、西辺447cmを測る。平面形は不整な正方形
を呈し、床面積は20.7㎡を測る。
［埋土の状況］４層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際に灰黄褐色シルト（２層）や明黄褐
色シルト（４層）が三角堆積しているので、埋没は自然堆積によるものと判断した。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや強   しまり密       炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.灰黄褐色シルト（10YR4/2 ） 粘性やや弱   しまりやや密   炭化物微量、Ⅰ層土少量、地山ブロック中量含む。
3.暗褐色シルト（10YR3/3）    粘性弱       しまりやや疎   炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.明黄褐色シルト（10YR7/6）  粘性弱       しまりやや疎   崩落土。黒褐色シルトブロック少量含む。
5.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや強   しまりやや密   Pit9埋土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや強   しまりやや密   壁溝埋土。地山ブロック微量含む。
7.褐灰色シルト（10YR4/1）    粘性やや弱   しまりやや密   貼床土。黒色シルトブロック少量、地山ブロックやや多く含む。

1.黒褐色シルト（10YR3/1）　　　　粘性やや弱   しまりやや疎
　　　　　　　　炭化物微量、焼土ブロック少量、地山ブロック微量含む。
2.にぶい黄橙色シルト（10YR7/4）  粘性弱       しまり密
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ層土やや多量含み、土器片混じる。
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１　竪穴建物跡

［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。緩やか
に外へと開きながら立ち上がる。壁高は最大20cmである。
［貼床］ほぼ全体に貼床が施されるが、床面の中央は一部貼床されない。貼床土は褐灰色シルトを主
体とする。掘り方は歪で、深さは２～12mである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は40×38cmを測る。被熱は強く、赤褐色を呈するが、一部橙色である。被熱深度は
４cmである。
　煙道は東壁から188cm伸びる。刳り抜き式である。手前の116cmは天井がなく、開口しているが、
天井は崩落したものと推測する。壁から10°下へと傾斜しながら煙出しピットに至る。煙出しピット
は50×44cmの不整な楕円形で、煙道より８cm深い。
　また、炉１基を検出した。位置からみて、カマドの燃焼部焼土面の可能性もあるが、袖や煙道は見
受けられないので、「炉」とした。40×20cmを測り、被熱は比較的弱く、にぶい赤褐色を呈する。
被熱深度は６cmである。
［土坑］１基検出した。南壁際のほぼ中央に付く。73×62cmの不整な楕円形で、深さ14cmである。
用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴10個検出した。床面の中央から北寄りに集中し、また南壁にも２個見受けられ
る。Pit１・４・５・６は主柱穴の可能性がある。壁溝は北壁際のほぼ中央で検出した。長さ73cmで

0 1：30 1m

1.褐灰色シルト (10YR4/1)  粘性やや弱  しまり密      
                                       炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR3/2）  粘性やや弱  しまり密      地山ブロック微量含む。
3.黒色ルト (10YR2/1)　    粘性強      しまり密      
                                   地山ブロック（2層より大きい）少量含む。
4.黒褐色シルト (10YR3/2)  粘性弱      しまり密     
                               にぶい黄褐色細砂少量、地山ブロック少量含む。
5.褐灰色シルト (10YR4/1)  粘性やや強  しまりやや疎   地山ブロック中量含む。
6.赤褐色焼土 (5YR4/6)   　粘性弱      しまり密
                                             被熱強く、一部橙色に変色する。

1.にぶい赤褐色焼土 (5YR4/4)　粘性やや強　しまりやや密  被熱弱く、一部暗褐色にとどまる。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

ある。
［出土遺物］古代土器7672.7g分、鉄製品が出土している。
出土位置は埋土中の他、カマド内から出土するものが多い。
　土師器は坏（557～563）、台付坏（556・564～566）、甕
（567～573）がある。坏は全てロクロ成形のみである。556
は内外面黒色処理の台付坏であるが、内面は一部、黒色処
理されていない。甕はロクロ成形（567～569・571）と非ロ
クロ成形（570・572・573）がある。573は胴部が大きく膨
らむ器形である。また567・572は内外面の広い範囲に煤が
付着している。須恵器は長頸瓶（574）である。
　鉄製品は１点（575）、床面上から出土している。刀子
で、刃部の先端部が欠損している。柄の木質が端部を除
き、残存している。　
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づ
けた。

29号竪穴建物跡（第129～132図、写真図版33・175・176）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA７v、ⅡA８u、ⅡA８
v、ⅡA８w、ⅡA９v、ⅡA９wグリッドに位置し、Ⅶ層上

面で検出した。本遺構は、30号竪穴建物跡と重複し、本遺構の方が古い。
［規模・平面形］北辺358cm、東辺410cm、南辺430cm、西辺530cmを測る。平面形はカマドを正面
として、縦長でやや歪な長方形を呈し、床面積は20.5㎡を測る。
［埋土の状況］８層からなり、上部は黒褐色シルト、下部はにぶい黄褐色シルトを主体とする。壁際
に４～８層が三角堆積しているので、埋没は自然堆積によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。わずか
に外へと開くが、直立気味である。壁高は最大32cmである。
［貼床］床面全体に及ぶが、部分的である。貼床土は灰黄褐色シルトを主体とする。掘り方は歪で、
深さは２～４cmである。
［カマド・炉］カマドが南壁の東隅に付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は北袖に寄っており、40×34cmを測る。被熱は強く、硬くしまっており、橙色～浅
黄橙色を呈する。被熱深度は８cmである。
　袖は、北袖が構築土と芯材礫２個、南袖は構築土と芯材礫２個を検出し、また両袖の上には50×
30cmの扁平な礫が、天井石として乗っていた。構築土は浅黄橙色シルトやにぶい黄橙色シルト、灰
黄褐色シルト、黒褐色シルトなど様々で、炭化物や焼土粒も混じる。芯材礫は床面を深く掘り込んで
設置している。また構築土の上部に大きい礫が混入する。
　煙道は東壁から73cm残存し、煙出しピットは30号竪穴建物跡によって壊されている。壁より20cm
上から構築し、５°上へと傾斜しながら煙出しピットに至るものと推測する。
［土坑］１基検出した。カマドの西側に付く。53×43cmの不整な楕円形で、深さ17cmである。やや
小型だがカマドに伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴４個検出した。床面に３個（Pit１・２・４）南壁際に１個（Pit３）である。Pit

575

0 1：2 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト（10YR3/1)        粘性やや強　 しまり密　　　 炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.暗褐色シルト（10YR3/3）        粘性やや弱 　しまり密       炭化物微量、地山ブロック中量、黒色シルトブロック少量含む。
3.にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）  粘性やや強   しまりやや密   炭化物微量、地山ブロック少量、黒褐色シルトブロック少量含む。
4.にぶい黄褐色シルト（10YR5/3）  粘性やや弱   しまり密       地山ブロック少量、黒褐色シルトブロック少量含む。
5.黒褐色シルト（10YR3/1）        粘性強       しまり密       炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6.明黄褐色シルト（10YR6/6）      粘性弱       しまりやや密   黒褐色シルトブロック中量含む。
7.褐色シルト（10YR4/4）          粘性やや弱   しまりやや疎   炭化物微量、地山ブロック中量含む。
8.黒褐色シルト（10YR2/2）        粘性やや強   しまりやや密   炭化物微量、地山ブロック微量含む。
9.黒褐色シルト（10YR3/2）        粘性やや弱   しまりやや疎   Pit4 埋土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
10.灰黄褐色シルト（10YR5/2）     粘性やや弱   しまりやや疎   壁溝埋土。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
11.灰黄褐色シルト（10YR4/2 ）    粘性弱       しまりやや疎   貼床土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
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１　竪穴建物跡

１は深さ50cm、Pit２は深さ30cmで突出して深く、主柱穴の可能性が高い。ただしそれらと対になる
柱穴は見受けられなかった。壁溝は北壁と東西壁の一部ずつ検出した。断続的であるが遺構の北半分
には壁溝が巡っている。
［出土遺物］古代土器5165.7g分、石製品、土製品が出土している。出土位置は埋土中の他、カマド
内や土坑から出土するものが多い。
　土師器は坏（576・578）、台付坏（577）、甕（579～583）がある。坏はロクロ成形で、576は内面
に黒色処理が施され、578はロクロ成形のみである。台付坏（577）はロクロ成形、内面に黒色処理さ
れる。甕はロクロ成形（579～581）が多い。583は非ロクロ成形である。581は底部片であるが、底
面に回転糸切り痕が残る。582は外面に煤が付着する。須恵器は、長頸瓶（584）、大甕（585）があ
る。584は底部に高台が付く。585は大甕の胴部破片で外面にはタタキ、内面にはタタキと当て具痕が
残る。
　石製品は１点（586）がPit１から出土している。20×７cmの大きな方形礫で各面が被熱で赤色化
している。用途は不明だが、カマドの芯材礫か天井石の可能性がある。
　土製品は１点（587）がカマド下の貼床（15層）から出土している。14×６cmの方形に面取りして
いる。各面が被熱している。用途不明だが、カマドの構築土の一種か。
［時期］埋土中にTo-aテフラの混入はないが、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づけた。

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト (10YR3/1)   粘性やや弱  しまりやや疎  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.灰黄褐シルト (10YR4/2)   粘性やや弱  しまりやや密  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.にぶい黄褐色シルト (10YR5/3)  粘性弱 しまりやや疎  炭化物微量、地山ブロック中量含む。
4.黒褐色シルト (10YR3/2)   粘性やや強  しまりやや密  煙道埋土。焼土粒微量含む。
5.黒褐色シルト (10YR2/2)   粘性やや弱  しまり密  煙道埋土。焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
6.浅黄橙色焼土 (7.5YR8/6)  粘性やや弱  しまり密  被熱強く、硬くしまる。
7.橙色焼土 (5YR6/8)        粘性弱      しまり密  被熱強く、硬くしまるが 6層ほどではない。
8.浅黄橙色シルト (10YR8/4) 粘性弱      しまり密  袖構築土。黒褐色シルトブロック少量含む。
9.にぶい黄橙色シルト (10YR6/4) 粘性やや弱  しまり密  袖構築土。黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック微量含む。
10.灰黄褐色シルト (10YR4/2)　粘性やや弱 しまりやや密  袖構築土。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
11.黒褐色シルト (10YR2/2)  粘性やや弱  しまりやや密  袖構築土。地山ブロック少量含む。
12.にぶい橙色焼土 (5YR6/4) 粘性弱      しまりやや密  袖構築土。被熱で変色している。
13.灰黄褐シルト (10YR6/2)  粘性やや弱  しまりやや疎  袖構築土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
14.灰黄褐シルト (10YR5/2)  粘性弱      しまりやや疎  芯材礫掘り方埋土。黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
15.褐灰色シルト (10YR4/1)  粘性やや弱  しまりやや密  貼床土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロックやや多く含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm
（576〜584）

0 1：4 20cm
（585）
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第131図　29号竪穴建物跡出土遺物１
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm

586
587

30号竪穴建物跡（第133～137図、写真図版34・176～178）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA８w、ⅡA８x、ⅡA９w、ⅡA９xグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。本遺構は14号溝跡と重複し、本遺構の方が古いが、14号溝跡は本遺構埋没後に構築してお
り、本遺構の壁の一部を壊したに過ぎない。
［規模・平面形］北辺390cm、東辺364cm、南辺380cm、西辺354cmを測る。平面形は不整な正方形
を呈し、床面積は13.8㎡を測る。
［埋土の状況］７層（３～９層）からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際に灰黄褐色シルト（７
～９層）が三角堆積しているので、埋没は自然堆積によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は14号溝跡に壊され
ている範囲を除き、全周する。緩やかに広がりながら外へと開く。壁高は最大45cmである。
［貼床］壁際は全周、床面中央は部分的に貼床が施される。貼床土は褐灰色シルトを主体とする。掘
り方は歪で、深さは２～12cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の北寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は40×45cmを測る。被熱は強く、硬くしまっており、橙色～明赤褐色を呈する。被
熱深度は４cmである。
　袖は、北袖が構築土と芯材礫１個、南袖は芯材礫１個のみを検出した。北袖の構築土は灰黄褐色シ
ルトや黒褐色シルトなど様々で、炭化物や焼土粒が混じる。両袖の芯材礫は床面を掘り込み、設置し
ている。また北袖の構築土上部には、大きな礫が混入する。他に南袖の奥側で、芯材礫の抜き取り痕
と推測する小さな掘り込みを２箇所確認した。
　煙道は東壁から73cm残存する。断面からみて、煙出しピット付近は消失している可能性があり、
本来の煙道はもっと長い可能性がある。燃焼部焼土面の31cm上から構築し、５°上へと傾斜する。

第132図　29号竪穴建物跡出土遺物２
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　また床面中央で、焼土を３箇所確認した。それぞれ焼土の範囲は、25×20cm、13×７cm、８×４
cmで、床面が強い被熱で赤褐色に変色している。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。径50cmの不整な円形で、深さ25cmである。
土坑２は北壁際の東端に付き、壁側にオーバーハングする。47×20cmの不整な楕円形で、深さは
10cmである。どちらもカマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑３は北壁際のほぼ中央に付く。83×
48cmの不整な楕円形で、深さ32cmである。断面形が非常に歪で、袋状を呈する。用途は不明であ
る。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト（10YR3/1）     粘性強      しまりやや密   14号溝埋土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト（10YR3/2）     粘性強      しまりやや密　 14号溝埋土。地山ブロック微量含む。 
3.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや強  しまり密 　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.黒色シルト（10YR2/1）    粘性やや強  しまり密 　　黒色シルトブロック少量、地山ブロック微量含む。
5.黒褐色シルト（10YR3/2）    粘性やや強  しまり密 　　炭化物微量、地山ブロック微量、灰褐色シルトブロック微量含む。
6.黒色シルト（10YR2/1）       粘性やや強  しまり密 　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
7.灰黄褐色シルト（10YR4/2）　 粘性やや弱  しまりやや疎　 炭化物微量、地山ブロック中量、黒褐色シルトブロック少量含む。
8.灰黄褐色シルト（10YR5/2）　 粘性やや弱  しまり疎 　  黒色シルトブロック少量、地山ブロック中量含む。
9.灰黄褐色シルト（10YR4/2）　 粘性やや強  しまりやや疎 　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
10.褐灰色シルト（10YR5/1）    粘性やや強  しまりやや密 　貼床土。地山ブロック少量含む。

土坑１
1.黒褐色シルト（10YR3/2）　粘性やや弱　しまりやや密 炭化物少量、焼土粒少量、浅黄橙色細砂少量含む。

土坑２
1.黒色シルト（10YR2/1）    粘性やや強  しまり疎      焼土ブロック微量含む。
2.褐灰色シルト（10YR4/1）  粘性やや強  しまりやや密  炭化物微量、焼土ブロック微量、地山ブロック中量含む。

土坑３
1.黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性やや強 しまり密  炭化物微量含む。
2.暗褐色シルト（10YR3/3）  粘性やや弱 しまりやや密  炭化物微量、にぶい黄褐色シルトブロック少量含む。
3.暗褐色シルト（10YR3/4)   粘性やや強 しまりやや密  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.灰黄褐色シルト（10YR4/2) 粘性やや弱 しまりやや密  炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
5.黄褐色シルト（10YR5/6）  粘性弱      しまりやや疎  炭化物微量、焼土粒微量含む。
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１　竪穴建物跡

［柱穴・壁溝］柱穴５個検出した。全て北壁に寄っている。壁溝はない。
［出土遺物］古代土器13381.8g分、石製品、鉄製品で、埋土中、カマド内、土坑から出土する。特に
カマドの袖周辺で土師器坏や甕がまとまって出土した（第134図）。
　土師器は坏（588～596）、台付坏（597～603）甕（604～609・611～621）鉢（610）がある。坏は
ロクロ成形のみのもの（589～596）が多い。588は墨書土器である。胴部の小片で、文字は不明であ
る。台付坏はロクロ成形のみである。ロクロ成形の甕（604～611）は、胴部下半にケズリ成形を施
すものがある。606や608は外面に鋭利な工具で「×」字状の刻みを残している。611は胴部片で、細
い線刻が５条見受けられる。610は鉢の口縁部片で、ロクロ成形。612～621は非ロクロ成形の甕であ
る。615は外面に輪積み痕が見受けられる。620は外面に工具痕（？）が横位に残る。621は底面にも

0 1：30 1m

1　黒褐色シルト（10YR3/2)         粘性やや弱　しまりやや密 　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2　灰黄褐色シルト（10YR5/2）     粘性弱　　　しまり密　　　 地山ブロック少量含む。
3　黒褐色シルト（10YR3/2)         粘性やや弱　しまり密　　 　炭化物微量含む。
4　灰褐色シルト（7.5YR5/2）      粘性やや弱　しまり密　　　 被熱し、赤味おびる。焼土ブロック微量含む。
5　にぶい赤褐色焼土（5YR5/4）    粘性弱　　　しまり密　　　 ブロックで混入。暗褐色シルトブロック少量含む。
6　黒褐色シルト（10YR3/2)         粘性やや弱　しまり疎　　　 地山ブロック微量含む。
7　にぶい褐色シルト（7.5YR5/4）  粘性やや弱　しまりやや密　 被熱し、わずかに赤味おびる。焼土ブロック少量含む。
8　灰黄褐色シルト（10YR5/2）     粘性やや弱　しまり疎　　　 ブロックで混入。
9　黒褐色シルト（7.5YR3/2) 　　   粘性やや弱　しまり疎　　 　被熱し、わずかに赤味おびる。炭化物微量、焼土ブロック少量含む。
10　褐灰色シルト（10YR5/1）　　  粘性やや強　しまりやや密　 袖構築土。地山ブロック少量含む。
11　橙色焼土（7.5YR6/6)　　　　  粘性弱　　　しまりやや密　 天井の崩落土か。炭化物微量、黒褐色シルトブロック含む。
12　灰黄褐色シルト（10YR4/2）　  粘性弱　　　しまりやや疎　 袖構築土。焼土ブロック少量含む。
13　黄橙色シルト（10YR8/6）      粘性やや弱　しまりやや疎　 袖構築土。焼土ブロック少量含む。
14　黒褐色シルト（10YR2/2)        粘性やや弱　しまりやや密 　袖構築土。地山ブロック微量含む。
15　褐灰色シルト（7.5YR4/2)      粘性やや弱　しまりやや密　 袖構築土。焼土ブロック少量含む。
16　浅黄橙色シルト（10YR8/4)     粘性弱　　　しまりやや疎　 袖構築土。16層土ブロック少量含む。
17　黒褐色シルト（10YR3/2)        粘性強　　　しまり密       袖構築土。地山ブロック少量含む。
18　明黄褐色シルト（10YR7/6）    粘性やや強　しまりやや密　 袖構築土。黒褐色シルトブロック少量含む。
19　にぶい黄褐色シルト（10YR7/4）粘性やや弱　しまりやや疎   袖構築土。黒褐色シルトブロック少量含む。
20　黒褐色シルト（10YR3/2)        粘性やや弱　しまり密　　 　袖構築土。炭化材片少量、焼土ブロック少量含む。
21　褐色シルト（7.5YR4/4)        粘性やや強　しまり密　　　 袖構築土。焼土ブロック少量含む。
22　にぶい褐色シルト（7.5YR5/4） 粘性やや強　しまり密　　   袖構築土。焼土ブロック中量含む。
23　明黄褐色シルト（10YR7/6）    粘性弱　　　しまりやや疎　 袖構築土内に、ブロックで混入する。
24　黒褐色シルト（10YR3/1)        粘性強　　　しまり密　　 　袖構築土。地山ブロック微量含む。
25　灰黄褐色シルト（10YR5/2）    粘性やや強　しまり密　　　 袖構築土。炭化物微量、焼土ブロック微量含む。
26　橙色焼土（7.5YR7/6）         粘性やや弱　しまりやや疎　 被熱強く、硬くしまる。
27　明赤褐色焼土（5YR5/8）        粘性やや強　しまりやや疎 　被熱強いが、26層より弱い。
28　暗褐色シルト（7.5YR3/3)      粘性やや弱　しまりやや疎　 芯材礫の掘り方埋土。炭化物微量、焼土ブロック微量含む。
29　暗褐色シルト（7.5YR3/3)      粘性やや強　しまりやや疎　 貼床土。被熱により赤みおびる。地山ブロック少量含む。
30　暗赤褐色シルト（5YR3/6）     粘性やや強　しまりやや疎　 地山で、被熱し赤色化している。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm 0 1：2 5cm
（620〜624） （625）

620

621

622

623

624

ケズリ成形が施される。須恵器は、甕で、622は口縁部片、623は胴部片である。
　砥石１点（624）が埋土下位から出土している。端部が欠損するが、凝灰岩製で４面に研磨痕が見
受けられる。
　鉄製品１点（625）が埋土上位から出土している。両端を欠損しており、器種は不明である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

625
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１　竪穴建物跡

31号竪穴建物跡（第138～140図、写真図版35・178・179）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA９t、ⅡA９u、ⅡA10t、ⅡA10uグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。
［規模・平面形］北辺340cm、東辺329cm、南辺332cm、西辺332cmを測る。平面形は不整な正方形
を呈し、床面積は11.4㎡を測る。
［埋土の状況］３層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際の２・３層が三角堆積しているの
で、埋没は自然堆積によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、中央がわずかに高い。壁は全周する。わず
かに外へと開くがほぼ直立気味である。壁高は最大18cmである。
［貼床］床面全体に貼床が施されるが、床面中央は部分的である。貼床土は灰黄褐色シルトを主体と

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト (10YR3/1）   粘性やや強  しまりやや密  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR3/2）   粘性やや弱  しまり密　　　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
3.黒色シルト (10YR2/1）     粘性やや強  しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.黒褐色シルト (10YR2/2）   粘性やや弱  しまりやや疎  壁溝埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
5.灰黄褐色シルト (10YR4/2）粘性やや強  しまりやや密  貼床土。炭化物微量、黒褐色シルトブロック中量、地山ブロック少量含む。

土坑１
1.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや弱 しまりやや疎   
                                      炭化物微量、焼土粒微量、Ⅲ層土ブロック微量含む。
2.明黄褐色シルト（10YR7/6）粘性やや弱 しまりやや疎   崩落土。Ⅰ層土ブロック中量含む。
土坑２
1.灰黄褐色シルト（10YR4/2）粘性やや弱 しまりやや密   
                          炭化物微量、黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。

張り出し
1.黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性やや強 しまりやや疎   炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性やや弱 しまりやや密   炭化物微量、地山ブロック中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

し、炭化物や黒褐色シルトが混じる。掘り方は歪で、深さは１～10cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の北端に付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は、99×62cmの浅い掘り込み内にあり、46×33cmを測る。被熱は強く、硬くしまっ
ており、橙色～明赤褐色を呈する。被熱深度は６cmである。また燃焼部焼土面の奥側に支脚とし
て、礫が据え置かれている。
　袖は、北袖は構築土、南袖は構築土と芯材礫２個が残存する。構築土は明黄褐色シルト、黒褐色シ
ルト、灰黄褐色シルトである。芯材礫は床面に据え置くのみと床面に差し込むもの（掘り方なし）の
両者が見受けられる。また構築土上部に大きな礫が混入する。
　煙道は東壁から100cmのびる。燃焼部焼土面から６cm上がり、煙道内はほぼ水平で煙出しに至
る。煙出しピットは見受けられない。
［土坑］３基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。47×35cmの不整な楕円形で、深さ15cmであ
る。カマドに伴う貯蔵穴と推測する。土坑２は東壁際の南寄りに付く。108×38cmの不整な楕円形
で、深さは７cmである。土坑３は北西隅に付く。68×57cmの不整な楕円形で、深さ31cmである。
土坑３は貯蔵穴と推測する。
［張り出し］北壁のほぼ中央に１基が付く。64×50cmで半円状を呈し、床面よりわずかに高い。
［柱穴・壁溝］柱穴は見受けられない。壁溝は西壁際と南壁際で、どちらも100cmに満たない。

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト（7.5YR3/2）      粘性やや強  しまり密      焼土粒微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
2.黒褐色シルト（10YR2/2）       粘性やや強  しまり密      炭化物微量、地山ブロック微量、酸化鉄微量含む。
3.灰黄褐色シルト（10YR4/2）     粘性やや弱  しまり密      天井？地山ではない。明黄褐色細砂中量含む。
4.灰黄褐色シルト（10YR5/2）     粘性やや弱  しまりやや疎  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
5.にぶい黄褐色シルト（10YR5/3）粘性やや弱  しまりやや密  4 層と類似。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
6.黒褐色シルト（10YR3/2）       粘性やや弱  しまりやや密  炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7.黒褐色シルト（7.5YR3/2）      粘性やや強  しまりやや密  被熱で赤みを帯びる。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
8.橙色焼土（5YR6/8）            粘性弱     しまりやや密  被熱強く、一部橙色に変色している。
9.明赤褐色焼土（5YR5/8）        粘性やや弱  しまりやや疎  被熱弱いが色調は一様。
10.明黄褐色シルト（10YR6/6）    粘性弱     しまり密      袖構築土。黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
11.黒褐色シルト（10YR3/2）      粘性やや強  しまり密      袖構築土。地山ブロック少量含む。
12.灰黄褐色シルト（10YR5/2）    粘性やや強  しまりやや密  袖構築土。地山ブロックやや多量含む。
13.褐灰色シルト（7.5YR4/1）     粘性やや弱  しまりやや密  貼床土。被熱し赤みをおびる。地山ブロック少量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［出土遺物］古代土器3440.6g分、石製品が出土している。出土量は比較的少なく、出土位置は埋土
中がほとんどで、カマドや土坑内からの出土は少ない。
　土師器は坏（626～630）、台付皿（631）、甕（632～635）がある。坏はロクロ成形のみである。
626は底面に籾痕が残る。台付皿（631）は、台部の接合部に「/」や「×」の刻みが巡っている。甕
はロクロ成形（633・634）と、非ロクロ成形（632・635）がある。須恵器は、甕（636）がある。大
甕の胴部片か。内外面にタタキが残る。
　石製品は１点（624）がカマドの燃焼部焼土面上から出土している。扁平な凝灰岩で、片面と側面
の一部に擦った痕跡と敲打痕が見受けられ、また被熱で赤く変色している。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

32号竪穴建物跡（第141・142図、写真図版36・179）
［位置・検出状況］調査区西側ⅡA９vグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。
［規模・平面形］北辺188cm、東辺180cm、南辺192cm、西辺200cmを測る。平面形は不整な正方形
を呈し、床面積は4.1㎡を測る。
［埋土の状況］３層からなるが、ほぼ１層（黒褐色シルト）が主体の単層に近い。埋没は自然堆積に
よるものと推測するが、人為堆積の可能性もある。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、中央がわずかに高い。壁は全周する。北壁
は直立気味だが、他は緩やかに開がりながら立ち上がる。壁高は最大17cmである。
［貼床］壁際の床面に、部分的に貼床が施される。貼床土は黒褐色シルトを主体とし、地山ブロック
が混じる。掘り方は歪で、深さは１～11cmである。
［カマド・炉］なし。

0 （1：40） 2m

1.黒褐色シルト (10YR3/2）　粘性やや強　しまりやや疎　炭化材微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR3/1）　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.黄橙色シルト (10YR8/6）　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量含む。
4.黒褐色シルト (10YR3/1）　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土。地山ブロック中量含む。
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１　竪穴建物跡

［土坑］なし。
［柱穴・壁溝］柱穴は２個検出した。どちらも床面の東側に寄る。
［出土遺物］古代土器2379.2g分が出土している。土師器のみで甕（638・639・641）と台付鉢
（640）がある。甕は非ロクロ成形（638）とロクロ成形（639・641）がある。640は台部の破片で、
大きさから台付鉢と判断した。ロクロ成形である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

33号竪穴建物跡（第143～145図、写真図版37・179・180）
［位置・検出状況］調査区北西側ⅡA５i、ⅡA６h、ⅡA６i、ⅡA７iグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検
出した。
　本遺構は北側約半分が調査区外に及んでいる。また23号土坑と重複し、本遺構の方が古い。
［規模・平面形］北辺不明、東辺〈180〉cm、南辺290cm、西辺〈140〉cmを測る。平面形は不整な
方形と推測する。検出できた床面積は〈5.5〉㎡を測る。
［埋土の状況］４層からなるが、１層（黒褐色シルト）を主体とする単層に近い。２～４層の堆積か
ら、埋没は自然堆積と推測するが、人為堆積の可能性もある。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、床面中央がわずかに高い。壁は調査区外に
及ぶ範囲と23号土坑に壊された範囲を除き、全周する。緩やかに広がりながら外へと開く。壁高は最
大38cmである。
［貼床］部分的に貼床される。ただし、西壁際と南壁際には土坑状に貼床が深くなっている箇所があ
る。貼床土は黒色シルトを主体とし、炭化材の細片が混じる。深さは27～32cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は36×28cmを測る。被熱は弱く、明赤褐色を呈する。被熱深度は７cmである。

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　袖は、北袖が構築土と芯材礫１個、南袖は構築土と芯材礫１個が残存する。構築土は灰黄褐色シル
トやにぶい黄褐色シルトで、炭化物などが混じる。
　またカマドは構築する前に、一度、大きく掘り下げ、その後、黒褐色シルト（カマド６層）で埋
め、さらに芯材礫を差し込み、カマドを構築している。理由は分からない。
　煙道は東壁から120cmのびる。ただし壁から23cmの範囲は消失している。刳り抜き式で、手前側
45cmは天井がなく、開口している。残存部では13°下へと傾斜し、煙出しピットに至る。煙出し
ピットは径23cmの不整な円形を呈する。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/2)　　粘性やや強　しまりやや密　炭化材微量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物少量、地山ブロック微量含む。
3.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性弱　　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック中量含む。
4.黒褐色シルト(10YR3/1)　　粘性やや強　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
5.黒色シルト(10YR2/1)　　　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土？10㎜大の炭化材少量、地山ブロック少量含む。
6.黒色シルト(10YR1.7/1)　　粘性やや弱　しまりやや密　貼床土？炭化物微量、地山ブロック微量含む。
7.暗褐色シルト(7.5YR3/4)　 粘性やや弱　しまり密　　　貼床土。被熱し、わずかに赤味をおびる。地山ブロック微量含む。
8.黒色シルト(10YR2/1)　　　粘性やや弱　しまりやや疎　貼床土。明黄褐色細砂少量含む。

土坑２
1.黒褐色シルト (10YR3/2)　粘性やや強　しまりやや密　
　　　　　　　　　        炭化物微量、地山ブロック微量含む。
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１　竪穴建物跡

　また炉を１基、カマドの北西側で検出した。43×32cmで、被熱はカマドの燃焼部焼土面より強
く、明赤褐色を呈する。被熱深度は４cmである。
［土坑］２基検出した。土坑１は炉の西側に付く。50×42cmの不整な方形で、深さ15cmである。炉
に伴うものと推測する。土坑２は、その南側に位置し、80×40cmの長楕円形で、深さは20cmであ
る。用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴、壁溝共になし。
［出土遺物］古代土器2760.6g分で、埋土中の他、カマド内から出土している。
　古代土器は、全て土師器で、坏（642～648）、甕（649・650）がある。
　坏は全てロクロ成形で、内面に黒色処理が施されるもの（642～645）と、ロクロ成形のみのもの
（646～648）がある。648は内外面に油煙痕と推測する煤が付着しており、灯明皿ではないかと推測
する。
　甕では649が、埋土中と土坑１から出土した破片を接合した。ロクロ成形で、内面に回転ナデの痕
跡が線状に目立って残る。また外面の胴部に煤が付着する。650は小型の甕である。埋土下位から出
土した破片が接合したところ、完形であった。底面に回転糸切り痕が残る。また内面に煤が付着する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

0 1：30 1m

1.明赤褐色焼土 (5YR5/6)　　　　 粘性やや弱　しまりやや疎　被熱弱い。
2.黒褐色シルト (10YR3/2)　　　　粘性やや弱　しまり密　芯材掘り方。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
3.明黄褐色シルト (10YR7/6)　　　粘性弱　　　しまり密　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袖構築土。黒褐色シルトブロック少量含む。
4.灰黄褐色シルト (10YR4/2)　　　粘性やや弱　しまり密　袖構築土。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
5.にぶい黄橙色シルト (10YR7/4)　粘性弱　　　しまり密　　　袖構築土。
6.黒褐色シルト (10YR3/1）　　　　粘性やや強　しまり密　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
7.にぶい黄橙色シルト (10YR7/4)　粘性弱　　　しまりやや疎　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマド掘り方。　4層土ブロック微量含む。
8.黒褐色シルト (10YR3/1）　　　　粘性やや弱　しまりやや密　
                                    煙道埋土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
9.灰黄褐色シルト (10YR4/2）　　　粘性やや弱　しまりやや疎　
                                    煙道埋土。炭化物微量、明黄褐色細砂少量含む。
10.黒褐色シルト (10YR2/2）　　　 粘性やや強　しまり疎　
                      煙道埋土。炭化物微量、地山ブロック微量含み、土器片混じる。

1.明赤褐色焼土 (5YR5/8）　　粘性弱　　　しまり密　被熱強いが、一部黒褐色にとどまる。
2.灰褐色シルト (7.5YR4/2)　粘性やや強　しまり密　貼床土。被熱し赤みをおびる。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

34号竪穴建物跡（第146・147図、写真図版38・180）
［位置・検出状況］調査区北西側ⅡA７i、ⅡA８iグリッドに位置し、Ⅶ層上面で検出した。本遺構
は35号竪穴建物跡、15号溝跡と重複し、35号竪穴建物跡より新しく、15号溝跡より古い。
［規模・平面形］北辺144cm、東辺〈92〉cm、南辺〈90〉cm、西辺〈26〉cmを測る。平面形は隅丸
長方形を呈する。検出できた床面積は〈1.2〉㎡を測る。
［埋土の状況］２層からなる。黒色、黒褐色シルトを主体とする。堆積状況から、埋没は自然堆積と
推測する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦である。
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0 1：3 10cm

第145図　33号竪穴建物跡出土遺物
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１　竪穴建物跡

　壁は15号溝跡に壊された範囲を除き、全周する。緩やかに広がりながら外へと開く。壁高は最大
10cmである。
［貼床］床面ほぼ全体に貼床される。貼床土は暗褐色、褐色シルトを主体とする。掘り方の深さは２
～３cmであるが、床面の中央は深く、17cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁に付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は40×30cmを測る。被熱は弱く、暗褐色を呈する。また焼土面は砂質のため、脆
い。被熱深度は４cmである。
　袖は、両袖とも残存する。どちらも構築土のみで、芯材礫は見受けられない。構築土は暗褐色シル
トで構成される。
　煙道は東壁から90cmのびる。煙道の埋土（カマド４層）は地山土に類似する褐色シルトであり、
したがって、煙道は元々、刳り抜き式だったものが崩落した可能性が高い。残存部では10°下へと傾
斜し、煙出しに至る。煙出しピットは見受けられない。
［土坑］なし。

0 1：50 2m

0 1：30 1m
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　（651）
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　（655）

土師器甕
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土師器甕
　（652）

1.黒色シルト(10YR2/1)　　粘性強　　　しまりやや疎　褐色シルト粒少量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性強　　　しまりやや密　褐色シルト粒微量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや密　貼床土。褐色シルト2粒微量含む。
4.暗褐色シルト(10YR3/4)　粘性弱　　　しまり疎　　　貼床土。
5.褐色シルト(10YR4/4)　　粘性弱　　　しまり疎　　　貼床土。黒褐色シルトブロック少量含む。

1.暗褐色シルト(10YR3/4)　粘性やや強　しまりやや密
2.暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性やや弱　しまりやや疎
3.黒褐色シルト(10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや疎　炭化物微量、焼土粒微量含む。
4.褐色シルト(10YR4/4))　 粘性弱　　　しまり疎
5.暗褐色焼土(10YR3/4)　　粘性弱　　　しまり疎　　　
6.暗褐色シルト(10YR3/3)　粘性強　　　しまりやや密　褐色シルト多量含む。

カマド

第146図　34号竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［柱穴・壁溝］柱穴、壁溝共になし。
［出土遺物］古代土器779.3g分である。出土位置は埋土中の他、カマドからの出土が目立ち、カマド
燃焼部焼土面上や煙道内からは651・652・654・655が出土している（第146図下）。
　土師器は坏（651）、甕（652～656）がある。坏は少ないのが特徴である。651はロクロ成形のみで
ある。甕は破片のみである。652はロクロ成形で、輪積み痕が残る。653は口縁部が大きく外反する器
形で非ロクロ成形である。655～656は胴部片である。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

651

652

653

654 655

656
0 1：3 10cm

第147図　34号竪穴建物跡出土遺物



－ 166 －

１　竪穴建物跡

35号竪穴建物跡（第148・149図、写真図版39・180）
［位置・検出状況］調査区北西側ⅡA７i、ⅡA７j、ⅡA８i、ⅡA８jグリッドに位置し、Ⅶ層上面で
検出した。後世の削平により、北側半分は、床面から４cm程度、南側半分は、ほぼ床面のみしか残
存していない。
　また本遺構は34号竪穴建物跡、15号溝跡と重複し、本遺構が最も古い。
［規模・平面形］北辺292cm、東辺387cm、南辺〈250〉cm、西辺〈304〉cmを測る。平面形はカマ
ドを正面として、横長の隅丸長方形と推測する。検出できた床面積は〈12.4〉㎡を測る。
［埋土の状況］２層のみ残存する。黒褐色シルトを主体とする。埋土のほとんどが消失しているが、
埋没は自然堆積と推測する。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。
　壁は北壁と東西壁のそれぞれ一部が残存する。ただしほとんど消失しており、床面からの立ち上が
りを検出したに過ぎず、壁高は最大４cm残存する。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、床面中央ほど浅く、カマド西側床面は特に浅い。貼床土は
暗褐色シルトを主体とし、ブロック状の褐色シルトが多量に混じる。深さは３～10cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は76×72cmを測る。被熱は弱く、暗赤褐色を呈する。被熱深度は４cmである。
　袖は削平で消失したと推測する。燃焼部焼土面の脇で小礫３個を検出した。芯材礫の可能性がある
が不明である。
　煙道は東壁から119cmのびる。ただし東壁から31cmの範囲は消失している。煙道内は凹凸がある
が、約５°下へと傾斜し、煙出しに至る。煙出しピットは見受けられない。
［土坑］１基検出した。カマドの南側に付く。72×67cmの不整な方形で、深さ18cmである。特徴は
埋土上位に焼土が多く堆積することで、検出時は焼成遺構の可能性を考えたが、断面観察の結果、本
遺構に付属する土坑と判断した。貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴を６個検出した。このうち４個（Pit１・２・５・６）については、深さがそれ
ぞれ30cm前後であり、主柱穴と推測する。
［出土遺物］古代土器368.9g分と鉄製品である。埋土がほとんど消失しているため、遺物出土量も少
ない。
　土師器は坏（657～660）、甕（661～663）があるが、全て破片である。坏はロクロ成形（657～
659）が主体である。660は内外面に黒色処理が施される。659は外面に煤と思われる付着物がある。
薄いので分からないが、文字の可能性がある。661は甕の口縁部片で、口縁部が外反する。662は底
部片で、非ロクロ成形。663は胴部片でロクロ成形。外面に煤が付着している。須恵器は甕の胴部片
（664）で、内外面にタタキが見受けられる。焼成が悪いためか、内外面の色調は橙色を呈する。
　鉄製品（665）は土坑１の埋土（３層）から出土している。刀子の茎部で両端を欠損している。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまり疎　    焼土ブロック微量、褐色土ブロック多量含み、斑状をなす。
2.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密  上部に褐色土ブロック少量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　焼土ブロック多量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや疎　炭化物中量含む。
5.黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量含む。
6.暗褐色シルト(10YR3/4) 粘性やや弱　しまりやや疎　褐色シルトブロック微量含む。
7.暗赤褐色焼土(5YR3/6) 粘性弱　　　しまりやや密

土坑1
1.明赤褐色シルト(5YR5/6)　 粘性弱　しまり密　    
2.暗褐色シルト(5YR3/6)　　 粘性弱　しまりやや疎
3.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性強　しまりやや疎　
　　　　　　　　　　 褐色シルトブロックやや多く、黒色シルト粒少量含み、斑状をなす。
4.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　しまりやや密　褐色シルト粒微量含み、斑状をなす。
5.暗褐色シルト(10YR3/3)　　粘性強　しまりやや疎
Pit6
1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまり密　　　焼土粒微量、褐色シルトブロック微量含む。
2.黒色シルト(10YR2/1) 粘性弱　　　しまりやや疎　

1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密。
2.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまり密　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部分的に褐色シルトブロック多量含む。
3.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまりやや密　褐色シルト粒微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまり密　褐色土粒微量含む。
5.暗褐色シルト(10YR3/4) 粘性弱　　　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貼床土。褐色シルトブロック多量含む。
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１　竪穴建物跡

36号竪穴建物跡（第150～152図、写真図版40・180・181）
［位置・検出状況］調査区北西側ⅡA８h、ⅡA８i、ⅡA９h、ⅡA９i、ⅡA10iグリッドに位置し、Ⅶ
層上面で検出した。
［規模・平面形］北辺263cm、東辺288cm、南辺298cm、西辺282cmを測る。平面形は隅丸の正方形
を呈する。床面積は8.5㎡を測る。
［埋土の状況］８層からなり、黒褐色、暗褐色シルトを主体とする。壁際で５～８層が三角堆積して
おり、したがって埋没は自然堆積によるものと推測する。また２～５層中に火山灰がブロック状で混
入し、特に２・４層は多い。このうち４層中の火山灰について、同定分析を試みたところ、「十和田
aテフラ（To-aテフラ）」の降下堆積物であるとの結果を得た（第Ⅶ章-３）。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。わ
ずかに外へと開くが、ほぼ直立気味である。壁高は最大25cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、床面中央は貼床がない箇所も見受けられる。またカマド及
びその周辺の貼床は浅い傾向がある。貼床土は褐色シルトを主体とし、ブロック状の黒褐色シルトが
多量に混じる。深さは２～10cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖部、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は50×40cmを測る。被熱は弱く、暗赤褐色を呈する。また焼土面は砂質で脆い。被
熱深度は４cmである。燃焼部焼土面の奥側には支脚と推測される礫が据え置かれている。
　袖は両袖共に残存する。構築土は褐色シルトと黒褐色シルトで、ややしまる。構築土中から、芯材
礫が７個、列状に出土しており（第151図右は芯材礫のみの状態を示した）、芯材礫を並べ、構築土
で覆ったことが窺える。また袖の手前で、60×10×10cmの柱状の礫が倒位状態で出土している。こ
の礫は大きさと出土位置から、両袖の上に載せられていた「天井石」と推測する。
　煙道は東壁から152cm延びる。燃焼部焼土面とは20cmの段差がある。また煙道上面が攪乱を受け
ているため、刳り抜き式かは不明である。東壁の連結部から約10°下へと傾斜し、煙出しに至る。
　カマドの埋土中にもTo-aテフラブロックが混入する。したがってカマドも本遺構本体と同時に埋

0 1：3 10cm

0 1：2 10cm
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第149図　35号竪穴建物跡出土遺物
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

１.黒褐色シルト (10YR2/2)　 粘性弱      しまり密      攪乱土。褐色土が縞状に混入する。
２.黒褐色シルト (10YR2/2)　 粘性弱      しまり密      To-aテフラブロック少量含む。
３.黒褐色シルト (10YR3/2)　 粘性弱      しまりやや疎  To-aテフラブロック微量に散在。
４.にぶい黄橙色シルト (10YR7/2) 粘性弱  しまり疎      To-aテフラブロック微量含む。
５.暗褐色シルト（10YR3/3)   粘性弱      しまりやや疎　To-aテフラブロック微量含む。
６.黒褐色シルト（10YR2/2）   粘性やや強  しまり疎      褐色シルトブロック微量含む。
７.褐色シルト（10YR4/4）　   粘性やや強  しまり疎
８.黒褐色シルト（10YR2/2）   粘性強      しまりやや疎  褐色シルトブロック微量含む。
９.褐色シルト（10YR4/4）     粘性やや強  しまりやや密　黒褐色シルトブロック多量含み、斑状をなす。

１.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性弱　　　　しまり疎  
                           To-aテフラブロック少量含む。
２.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや強　  しまり疎
３.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや強　  しまり疎
                           To-aテフラブロック微量含む。
４.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性やや強　  しまり疎
５.にぶい黄褐色火山灰 (10YR4/3)　粘性弱　しまり疎
６.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性強　      しまりやや疎
                           　　　　　　　炭化物微量含む。

S
1
2776

9

1

1
2

7

7
9

9
9

9

8

5

4

4

3
3

1

2
3

4

5

6

666

667
672

670

671

土師器坏

土師器甕

炭化材４（コナラ属コナラ節）

炭化材３（コナラ属コナラ節）

炭化材１（コナラ属コナラ節）

炭化材２（コナラ属コナラ節）

炭化材５（コナラ属コナラ節）

土坑１

１

A A '

B
B
'

C

C '

A L=129.500m A '

B
L
=
1
2
9
.
5
0
0
m

B
'

C L=129.400m C '

炭化材・遺物出土状況

第150図　36号竪穴建物跡１



－ 170 －

１　竪穴建物跡

没したことが推測される。
［土坑］１基検出した。カマドの南側に付く。77×64cmの不整な楕円形で、深さ28cmである。埋土
は黒褐色シルトとTo-aテフラが互層をなし、堆積している。
［柱穴・壁溝］柱穴を１個検出した。規模は小さく、深さは浅いので、柱穴ではない可能性もある。
壁溝は南壁の一部で検出した。長さは120cmである。
［そのほか］床面直上から炭化材が多く出土した（第150図下）。炭化材はほとんどが小片である
が、中には炭化材1・2のように、棒状をなし、壁から床面中央に向かって倒れた状態で出土するもの
も見受けられる。一方、床面の北側では、炭化材は出土しなかった。また炭化材の周辺に焼土塊など
は見受けられない。出土した炭化材のうち５点について、樹種同定分析を試みたところ、全てコナラ
属コナラ節との結果を得た（第Ⅶ-４）。
［出土遺物］古代土器2309.5g分と鉄製品である。炭化材下の床面上から、666・667、670～672が出
土している（第150図下）。
　土師器は坏（666～670）、甕（671）がある。全て破片である。坏はロクロ成形、内面黒色処理が
施されるもののみである。666・670は底面に回転糸切り痕の他、刻み（？）が見受けられる。671は
甕の口縁部片で、ロクロ成形である。

0 1：30 1m

１.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性やや強　　しまり密　　　カクラン土。褐色土が縞状に混入する。
２.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性やや強　　しまり密
３.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性弱　    　しまりやや密　To-aテフラブロック少量含む。
４.にぶい黄褐色シルト (10YR4/3)　粘性弱　しまりやや密　天井土。
５.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性弱　    　しまりやや疎　To-aテフラブロック少量含む。
６.暗褐色シルト (10YR3/4)　粘性弱　    　しまり疎
７.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性やや弱　　しまりやや疎　To-aテフラブロック微量含む。
８.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや弱　　しまりやや疎　To-aテフラブロック微量含む。
９.褐色シルト (10YR4/4)　  粘性弱　    　しまりやや疎
10.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや強　　しまり密
11.褐色シルト (10YR4/6)　  粘性やや強　　しまり密
12.黒褐色シルト (10YR2/3)　粘性強　    　しまりやや疎
13.褐色シルト (10YR4/6)　  粘性強　    　しまり密
14.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性強　    　しまり疎
15.黒褐色シルト (10YR2/3)　粘性弱　    　しまりやや疎　焼土粒多量含む。
16.暗赤褐色焼土 (5YR3/4) 　粘性やや強　　しまりやや疎
17.暗褐色シルト (10YR3/4)　粘性強　    　しまりやや密
18.褐色シルト (10YR4/4)　  粘性弱　    　しまりやや疎
19.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性やや強　　しまりやや疎
20.暗褐色シルト (10YR3/4)　粘性弱　    　しまりやや疎
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　須恵器は（672）は、甕の胴部下半で、炭化材が集中する範囲で、正位の状態で出土している。口
縁部から胴部上半は削平により、消失した可能性もある。
　鉄製品は床面上から１点（673）出土している。刀子で、完形である。茎部に円形の凹みがある。
円形の穿孔を途中でやめたと推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づけた。

37号竪穴建物跡（第153～157図、写真図版41・181～183）
［位置・検出状況］調査区中央東寄りⅡA９i、ⅡA９j、ⅡA10i、ⅡA10jグリッドに位置する。Ⅶ層
上面で黒色のプランで検出した。
［規模・平面形］北辺382cm、東辺366cm、南辺395cm、西辺370cmを測り、不整な正方形を呈す
る。床面積は17.0㎡である。
［埋土の状況］６層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際の４～６層は三角堆積しており、し
たがって、埋没は自然堆積によるものと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。北

0 1：3 10cm 0 1：2 10cm
（666〜672） （673）
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668

第152図　36号竪穴建物跡出土遺物
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１　竪穴建物跡

壁は直立気味で、他は緩やかに外へと開きながら立ち上がる。壁高は最大29cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、床面中央は貼床がない部分も見受けられる。貼床土は褐灰
色シルトを主体とする。掘り方はやや歪で、深さは２～13cmである。
［カマド・炉］カマドが南壁の東寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道が残存する。
　燃焼部焼土面は48×32cmを測る。被熱は弱く、暗赤褐色を呈する。また焼土面は砂質で脆い。被
熱深度は５cmである。

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR3/2)   粘性やや弱  しまり密      炭化物微量、明黄褐色細砂微量含む。
2.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 粘性やや弱  しまりやや疎  炭化物微量、明黄褐色細砂微量、酸化鉄微量含む。
3.灰黄褐色シルト(10YR5/2) 粘性やや弱  しまりやや密  炭化物微量、地山ブロック少量含む。
4.暗褐色シルト(10YR3/3)   粘性やや強  しまりやや疎  地山ブロック中量含む。
5.暗褐色シルト(7.5YR3/3)  粘性やや弱  しまりやや疎  被熱し、わずかに赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6.黒褐色シルト(7.5YR3/2)  粘性弱      しまりやや密  被熱し、わずかに赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
7.黒褐色シルト(10YR3/2)   粘性やや強  しまりやや疎  Pit9埋土。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
8.黒褐色シルト(10YR3/2)   粘性やや強  しまりやや疎  壁溝埋土。地山ブロック中量含む。
9.褐灰色シルト(10YR4/1)   粘性やや弱  しまりやや密  貼床土。地山ブロック少量含む。

1.暗褐色シルト(7.5YR3/3)　 粘性やや弱  しまりやや密   被熱により、わずかに赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト(10YR2/3)　  粘性やや強  しまり密       炭化物微量、暗褐色シルトブロック少量含む。
3.灰黄褐色シルト(10YR4/2)  粘性やや弱  しまりやや密   炭化物微量、にぶい黄橙色細砂少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

　袖は、両袖共に残存する。構築土は灰黄褐色シルトとにぶい黄褐色シルトで、炭化物などが混じ
る。芯材礫は両袖に１個ずつで床面を掘り込み、設置している。また構築土内には大きな礫が混入す
る（断面A-A’１層）。
　煙道は南壁から西へと傾き、75cm延びる。また方向が若干ずれるが、南壁から118cm南に径27cm
の掘り込み（Pit10）があり、煙出しピットの可能性がある。煙道は、燃焼部焼土面とは12cmの段差

0 1：30 1m

1. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)     粘性やや弱  しまりやや密　炭化物微量、焼土ブロック少量、地山ブロック微量含む。
2. にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性弱      しまりやや密　炭化物微量、黒褐色シルトブロック微量、地山ブロック少量含む。
3. 暗赤褐色シルト(5YR3/4)      粘性弱      しまり密　    被熱で赤みをおびる。
4. 黒褐色シルト(7.5YR3/2)      粘性やや強  しまりやや疎　焼土ブロック少量、地山ブロック少量含む。
5. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)     粘性やや弱  しまり密　    炭化物微量、地山ブロック中量含む。
6. 黒褐色シルト(10YR3/2)       粘性やや強  しまり密　    炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7. 黒褐色シルト(10YR3/2)       粘性やや弱  しまり密　    被熱で赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
8. 黒褐色シルト(10YR2/3)       粘性やや弱  しまり密　    被熱で赤みをおびる。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
9. 明黄褐色シルト(10YR7/6)     粘性弱      しまり密　    崩落土。黒褐色シルトブロックやや多量含む。
10.暗赤褐色焼土(5YR3/3)        粘性弱      しまりやや疎　被熱弱く、黒み残る。
11.黒褐色焼土(7.5YR3/2)        粘性弱      しまりやや密　被熱するが、10層より弱い。
12.黒褐色シルト(7.5YR3/2)      粘性弱      しまりやや疎　地山が被熱でわずかに被熱している。
13.暗褐色シルト(7.5YR3/3)      粘性やや弱  しまりやや密　袖構築土。被熱により赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量含む。
14.明黄褐色シルト(10YR6/6)     粘性弱      しまりやや密　袖構築土。
15.黒褐色シルト(7.5YR3/2)      粘性やや強  しまりやや密　袖構築土。被熱により赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
16.灰褐色シルト(7.5YR4/2)      粘性やや弱  しまりやや疎　袖構築土。被熱により赤みをおびる。地山ブロック少量含む。
17.にぶい褐色シルト(7.5YR5/3)  粘性やや弱  しまりやや疎  袖構築土。地山ブロック少量含む。
18.にぶい赤褐色シルト(5YR5/4)  粘性弱      しまりやや密　袖構築土。被熱により赤みをおびる。
19.灰黄褐色シルト(10YR4/2) 　　粘性やや強  しまり密　    袖構築土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
20.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性やや強  しまり密　    袖構築土。炭化物微量、地山ブロック微量含む。
21.褐灰色シルト(10YR4/1)       粘性やや弱  しまりやや密　床面貼床土。地山ブロック少量含む。

1.灰黄褐色シルト(10YR4/2)　粘性弱　　　しまり密      
　　　　　　炭化物少量、焼土粒微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
2.明黄褐色シルト(10YR7/6)　粘性やや弱　しまりやや疎　崩落土。1層土ブロック中量含む。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

がある。また連結部も被熱し赤色に変色している。南壁の連結部からはほぼ水平に煙出しに向かって
いる。Pit10は煙出しピットと推測するが、煙道とはつながっていないので不明。深さは７cmである。
［土坑］１基検出した。カマドの南側に付く。93×68cmの不整な楕円形で、深さ16cmである。カマ
ドに伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴を８個検出した。床面中央と南壁に寄る傾向がある。配置からみて、Pit３～６
は主柱穴の可能性がある。壁溝は北、東、西壁のそれぞれ一部で検出した。
［張り出し］南壁のほぼ中央に１基付く。100×35cmの範囲で、床面とは段差があり、張り出しの方
が約６cm高い。
［出土遺物］古代土器8057.0g分と鉄製品である。埋土中出土の他、カマドや柱穴内からも出土して
いる。
　土師器は坏（674～683）、甕（684～698）がある。坏は、674が非ロクロ成形で、他はロクロ成形
である。ロクロ成形は内面に黒色処理が施されるもの（675～679）と、ロクロ成形のみのもの（680
～681）がある。681は内外面に油煙痕が残り、さらにその周りに煤が付着している。灯明皿と推測す
る。甕は全て破片で、ロクロ成形（684～691）と非ロクロ成形（692～698）がある。687は外面に煤
が付着している。689は底面が若干外へ凸状を呈する。
　須恵器は瓶類２点（699・700）である。
　鉄製品は埋土上位から３点（701～703）出土している。701・702は刀子で、どちらも刃部を欠損し
ている。703は器種不明。形状は刀子に類似するが、断面形をみると違うようである。
　704はカマド西袖の構築土内（芯材礫の南側）から出土した。芯材礫の一つかと思い、取り上げた
ところ、土製であった。欠損しているが、３面は面取りされている。芯材か、天井土と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

0 1：4 20cm

704

第157図　37号竪穴建物跡出土遺物３
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

38号竪穴建物跡（第158～160図、写真図版42・183・184）
［位置・検出状況］調査区中央ⅡA12n、ⅡA12o、ⅡA13m、ⅡA13n、ⅡA13oグリッドに位置す
る。Ⅶ層上面で黒色のプランで検出した。
　本遺構は15号溝跡と重複し、本遺構の方が古い。ただし、15号溝跡は本遺構の埋没後に構築してお
り、本遺構の南壁の一部を壊したに過ぎない。
［規模・平面形］北辺408cm、東辺〈440〉cm、南辺〈406〉cm、西辺418cmを測り、隅丸の正方形
を呈する。床面積は18.7㎡である。
［埋土の状況］４層（２～５層）からなり、黒色、黒褐色シルトを主体とする。壁際の４、５層は三

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　    しまり密　    表土。
2.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　    しまり密　    褐色シルトブロックが縞状に多量含む(一部15号溝跡の埋土の可能性がある)。
3.黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや強　しまりやや疎　褐色シルトブロック微量含む。
4.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまりやや疎
5.黒褐色シルト(10YR3/3) 粘性弱　    しまり密　    褐色シルト粒微量含む
6.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　    しまりやや密　貼床土。褐色シルト粒少量含む。
7.暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性弱　    しまり疎　    貼床土。褐色シルト粒少量含む。

1.褐色シルト(10YR4/4) 粘性弱　しまりやや密
2.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　しまりやや密　炭化物微量含む。
3.黒色シルト(10YR2/1) 粘性強　しまり密
4.にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性弱　しまり疎
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１　竪穴建物跡

角堆積しており、埋没は自然堆積によるものと推測する。また４層上面で炭化材が少量出土している。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は15号溝跡に壊
された範囲を除き、全周する。南壁は緩やかに外へと開きながら立ち上がり、他は直立気味である。
壁高は最大20cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床される。貼床土は黒褐色、暗褐色シルトを主体とし、褐色シルト粒が
少量混じる。掘り方は歪で、壁際は深く、床面中央に向かい浅くなる傾向が見受けられる。深さは２
～10cmである。
［カマド・炉］東壁の南端に付く。燃焼部焼土面と袖、煙道を確認した。
　燃焼部焼土面は62×49cmを測る。被熱は弱く、赤褐色を呈する。被熱深度は２cmである。
　袖は、北袖が構築土と芯材礫２個、南袖は構築土と芯材礫２個を検出した。ただし芯材礫はいずれ
も南側に倒れており、原位置をとどめていない可能性がある。構築土は黒褐色、褐色シルトで、硬く
しまる。芯材礫は床面に据え置き構築土を被せたと考えられる。また北袖は芯材礫２個の間に小礫を
詰め、間を埋めている。

0 1：30 1m

1. 褐色シルト(10YR4/4) 粘性強　　　しまり密　　　 天井土。
2.  黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまり密　　　 天井土。焼土粒微量、褐色シルト粒多量含む。
3.  黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまり密
4.  黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまり疎　　　 焼土多量含む。
5.  暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性弱　　　しまりやや疎
6.  黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　 芯材礫の掘り方。
7.  黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまりやや密
8.  褐色シルト(10YR4/4) 粘性弱　　　しまり密
9.  黒褐色シルト(10YR2/3) 粘性強　　　しまり密　     褐色シルトブロック少量含む。
10. 黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや弱　しまり密
11. 褐色シルト(10YR4/6) 粘性弱　　　しまり疎　　　 地山ブロック多量含む。
12. 黒褐色シルト(10YR2/1) 粘性弱　　　しまりやや密
13.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまりやや疎
14. 赤褐色焼土(5YR4/6) 粘性やや強　しまりやや疎
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm 0 1：2 10cm
（705〜717） （718・719）

705 706
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708 709 710
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第160図　38号竪穴建物跡出土遺物
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１　竪穴建物跡

　煙道は南壁から165cm延びる。後世の削平により、煙道の大半が壊され、特に南壁から38cmの範
囲は消失している。刳り抜き式かどうかは不明である。燃焼部焼土面とは10cmの段差がある。残存
部分は約５°下へと傾斜し煙出しピットに至る。煙出しピットは煙道より９cm深い。
［土坑］１基検出した。カマドの南側に付く。71×62cmの不整な楕円形で、深さ９cmである。カマ
ドに伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴を６個検出した。配置からPit２・４～６が主柱穴の可能性があるが、床面中央
と南壁に寄る傾向がある。壁溝は認められない。
［そのほか］北～西壁際の床面上で柱状の炭化材が散在し、また床面の中央から南側に礫が散在して
いた。
［出土遺物］古代土器2841.9g分と鉄製品である。埋土中出土の他、カマドの燃焼部焼土面上から出
土するものが目立つ。
　古代土器は土師器のみで、坏（705～710）、甕（711～717）がある。坏は、ロクロ成形である。
705は内面にミガキを施すが、非黒色処理である。706～710はロクロ成形のみである。706は成形時に
生じたと思われる、器形の歪みが著しい。甕はロクロ成形（711・712・714）と非ロクロ成形（713・
716・717）がある。715は胴部が球状に膨らむ器形である。内外面に丁寧なミガキが施され、また外
面は焼成によるものと思われるが赤みをおびる。
　鉄製品は２点出土している。718は埋土中から出土した鉄鏃の茎部片、719は床面上から出土した刀
子で先端部が欠損する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

39号竪穴建物跡（第161～163図、写真図版43・184・185）
［位置・検出状況］調査区中央北寄りⅡA９l、ⅡA10lグリッドに位置する。Ⅶ層上面で黒色のプラ
ンで検出した。また本遺構は15号溝跡と重複し、本遺構の方が古い。
［規模・平面形］北辺〈350〉cm、東辺〈270〉cm、南辺〈300〉cm、西辺260cmを測り、隅丸の長
方形を呈する。残存する床面積は〈10.7〉㎡である。
［埋土の状況］７層からなり、黒褐色シルトを主体とする。壁際に４・５・７層が三角堆積してお
り、埋没は自然堆積によるものと推測する。また４層と床面直上の６層中に炭化材が多く混じる。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は15号溝跡に壊
された範囲を除き、全周する。緩やかに外へと開きながら立ち上がる。壁高は最大16cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、床面中央は浅く、また貼床されない部分も見受けられる。
貼床土は褐色シルトを主体とし、黒褐色シルトが多量に混じる。掘り方は歪で、壁際は深くなる傾向
が見受けられる。深さは１～11cmである。
［カマド・炉］カマドが北壁の東端に付く。燃焼部焼土面と袖を確認した。
　燃焼部焼土面は50×36cmを測る。被熱は弱く、赤褐色を呈する。被熱深度は７cmである。
　袖は、東袖の構築土と芯材礫１個のみ残存する。構築土は芯材礫の下部で、わずかに残存し、黒褐
色シルトを主体とする。芯材礫は20cm大の扁平な礫で、床面に差し込み、据えられている。
　煙道は見受けられない。北壁に構築した痕跡がないので、元々、付属しない可能性がある。
　また床面の中央から西寄りで、10～25cm大の焼土４箇所を検出した。
［土坑］２基検出した。土坑１は50×47cmの楕円形で、深さ13cmである。便宜的に「土坑」とした
が、カマドの燃焼部焼土面を壊しているので、カマドの廃絶後に構築された可能性もある。用途は不
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：30 1m

0 1：50 2m

1. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまり疎　　　15号溝跡埋土。褐色シルトブロック中量含む。

2. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性弱　　　しまり密　　　褐色シルト多量含む。
3. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量含む。
4. 暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性弱　　　しまり疎

5. 黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性強　　　しまりやや密　炭化物微量、褐色シルト微量含む。
6. 暗褐色シルト(10YR3/3) 粘性弱　　　しまり疎

7. 褐色シルト(10YR4/4) 粘性弱　　　しまり疎　　　15号溝跡埋土。黒色シルト多量含み、斑状をなす。

8. 褐色シルト(10YR4/4) 粘性弱　　　しまり疎　　　貼床土。黒褐色シルト多量含み、斑状をなす。

1.黒褐色シルト(10YR3/2) 粘性やや強　しまりやや密
2.黒褐色シルト(10YR2/2) 粘性やや弱　しまり疎　　　貼床土。
3.赤褐色シルト(5YR4/8) 粘性弱　　　しまり疎

1.黒色シルト(10YR2/1) 粘性やや強　しまりやや疎
2.褐色砂(10YR4/4) 粘性弱　　　しまり疎　　　黒色シルト多量含み、斑状をなす。

1.黒色シルト(10YR2/1) 粘性強　しまりやや疎　炭化物微量含む。
2.褐色焼土(10YR4/4)　　粘性弱　しまり疎　　　暗赤褐色焼土多量含む。
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１　竪穴建物跡
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0 1：3 10cm

第162図　39号竪穴建物跡出土遺物１
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

729

730

731
0 1：3 10cm

0 1：2 10cm

（729〜731）

（732・733）

明である。土坑２はカマドの東側に付く。73×47cmの長楕円形で、深さ９mである。カマドに伴う
貯蔵穴と推測する。また土坑２の東側は、建物の壁面が被熱している。
［柱穴・壁溝］柱穴は北西隅で１個検出した。壁溝は認められない。
［そのほか］床面の広範囲に、柱状や板状の炭化材が多数散在しており、また炭化材はカマドの燃
焼部焼土面上にも見受けられた（第161図上）。このうち３点について、樹種同定分析を試みたとこ
ろ、ミズキ属、クリ、ケヤキという結果を得ている（第Ⅶ章－４参照）。材質から建築材、木炭等の
燃料材、両方の可能性がある。
［出土遺物］古代土器2521.2g分と鉄製品である。埋土中出土が多い。床面中央の埋土下位から須恵
器甕の胴部片（727～730）が多く出土しており、接合を試みたが、ほとんど復元できなかった。
　土師器は、坏（720～723）、甕（724・725）がある。坏は、ロクロ成形で、内面に黒色処理が施さ
れるものが多い（720～722）。723はロクロ成形のみで、外面の底部付近に煤が付着する。724は甕の
底部分で、底面にナデ成形され、また煤が付着する。
　須恵器は比較的多く出土しているが、上述の通り、復元できたものはない。器種は大甕（726～
730）、瓶類（731）である。726は頸部から胴部の破片で、胴部にはタタキが残る。727～730は胴部
片で内外面にタタキが残る。
　鉄製品は２点出土している。732は土坑１から出土した。紡錘車の軸部分である。733は床面上から
出土した。小片だが、鉄鏃の茎部と推測する。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

732 733

第163図　39号竪穴建物跡出土遺物２
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１　竪穴建物跡

40号竪穴建物跡（第164～166図、写真図版44・185）
［位置・検出状況］調査区中央西寄りⅡA９n、ⅡA９o、ⅡA10n、ⅡA10oグリッドに位置する。Ⅶ
層上面で黒色のプランで検出した。
［規模・平面形］北辺323cm、東辺422cm、南辺312cm、西辺400cmを測り、隅丸の長方形を呈す
る。床面積は16.2㎡である。
［埋土の状況］６層からなり（２～７層）、黒色、暗褐色シルトを主体とする。褐色シルトを２・４
層は微量、５層は多量に含む。この褐色シルトは遺構構築の際に掘りあげた土で、その後、遺構を巡
る周堤として利用されたものがさらに埋没の際、遺構内に流れ込んだものと推測する。そのような状
況から鑑みても、埋没は自然堆積によるものと推測する。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。わ
ずかに外へと開くが、概ね直立気味である。壁高は最大23cmである。

0 1：50 2m

1.暗褐色シルト (10YR3/4)　粘性やや強　しまり密　  　攪乱土。褐色シルト粒多量含む。
2.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性強　    しまりやや密　褐色シルト粒微量含む。
3.黒色シルト (10YR2/1)　　粘性強　    しまりやや強　褐色シルト粒微量含む。
4.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性強　    しまりやや強　褐色シルト粒微量含む。
5.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性やや強　しまり疎　　　褐色シルト粒多量含む。
6.暗褐色シルト (10YR3/4)　粘性やや強　しまりやや疎　褐色シルト粒微量含む。
7.黒色シルト (10YR2/1)　　粘性強　    しまりやや疎　均質。
8.褐色シルト (10YR4/4)　　粘性弱　    しまりやや密　貼床土。黒褐色シルト多量含み、斑状をなす。

土坑１
1.黒褐色シルト (10YR3/2)　粘性やや強　しまり疎　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　褐色シルト粒多量含み、斑状をなす。
2.黒色シルト (10YR2/1)　　粘性強　　　しまりやや疎　褐色土ブロック微量含む。
3.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性やや強　しまりやや疎

土坑２
1.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性強　　　しまりやや密　褐色シルト少量含む。
2.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性強　　　しまり密　    褐色シルト中量含む。
3.黒色シルト (10YR2/1)  　粘性強　　　しまり密    　褐色シルト微量含む。
4.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性弱　　　しまり疎　    褐色シルト多量含む。
5.黒色シルト (10YR2/1)  　粘性強　　　しまり疎    　褐色シルトブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、カマドから床面中央にかけては浅く、また床面の北西に向
かうにつれ深くなる傾向が見受けられる。貼床土は褐色シルトを主体とし、黒褐色シルトが多量に混
じる。掘り方は歪で、深さは１～18cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しを確認した。
　燃焼部焼土面は50×46cmを測る。被熱は弱く、明赤褐色を呈する。燃焼部焼土面は砂質のため脆
い。被熱深度は８cmである。
　袖は両袖残存する。構築土は黒褐色、暗褐色、褐色シルトで、硬くしまる。構築土内からは、芯材
礫が各袖２個ずつ出土している（第165図右は構築土を取り除いた状態）。芯材礫は床面下に差し込
まず、据え置いたまま構築土で覆っている。また燃焼部焼土面上から、被熱した大型の礫が３個出土
した。そのうち手前の２個は接合し、長さ約50cmの棒状をであることが分かった。したがって両袖
の上に載っていた、天井石が落ちて破損したものと推測する。また奥側の礫は支脚と推測する。
　煙道は見受けられないが、燃焼部部焼面土の奥側は、約15cm外へと広がっており、この範囲は床
面よりわずかに高く、また壁が直立し、さらに外へと広がっている。したがって、このような形態の
煙道（煙出し）であると捉えた。
［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。100×78cmの楕円形で、深さ27cmである。
カマドに伴う貯蔵穴と推測する。なお土坑１の南側から壁際は床面より一段高い棚状を呈する。また
この棚状の底面は砂質で柔らかい。土坑２は南壁のほぼ中央に付く。185×106cmの大型の長楕円形
で、深さ38mである。底面は凹凸が顕著である。貼床にも見えるが、プランが明瞭であった上、埋土
は貼床土とは異なるので、土坑と判断した。用途は不明である。
［柱穴・壁溝］柱穴、壁溝共になし。
［出土遺物］古代土器2473.8 g分と石製品である。埋土中出土の他、カマド内から土師器甕の大型破
片がまとまって出土している（第165図左）。

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　粘性強　　　しまりやや疎  炭化物微量、褐色シルト粒微量含む。
2.暗褐色シルト (10YR3/4)　　　　粘性強　　　しまりやや疎　焼土多量含む。
3.暗褐色シルト (10YR3/3)　　　　粘性やや弱　しまり疎
4.黒褐色シルト (10YR2/3)　　　　粘性弱　　　しまり疎
5.暗褐色シルト (10YR3/3)　　　　粘性弱　　　しまり密
6.黒褐色シルト (10YR2/3)　　　　粘性やや弱　しまりやや疎　褐色シルト粒少量含む。
7.にぶい赤褐色シルト (5YR4/4)　 粘性やや弱　しまりやや疎
8.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまりやや疎  炭化物微量、褐色シルト粒微量含む。
9.褐色シルト (10YR4/4)　　　　　粘性やや弱　しまりやや密
10.にぶい赤褐色シルト (5YR4/4)　粘性やや強　しまりやや密
11.明赤褐色焼土 (5YR5/8)　    　粘性弱　　　しまり疎　　　
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１　竪穴建物跡

　全て土師器で、坏（734～738）、甕（739～742）がある。坏は、ロクロ成形、内面に黒色処理が施
される。735は外面の胴部下半にもミガキが施される。736は胴部下半に再調整の痕跡がある。738は
底面にもミガキが施されている。甕は前述の通り、カマド内から出土するものが多く、特に739は燃
焼部焼土面の奥側に破片が散在しており、接合したところ、ほぼ完形であった。いずれもロクロ成形
で、胴部下半はケズリ成形を施すものが多い。
　砥石が１点（743）、床面直上の６層から出土している。凝灰岩製で、端部が欠損する。４面に研

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

磨の痕跡が見受けられる。
［時期］埋土にTo-aテフラの混入は見受けられないが、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に
位置づけた。

41号竪穴建物跡（第167～171図、写真図版45・186・187）
［位置・検出状況］調査区中央西寄りⅡA９p、ⅡA９q、ⅡA９r、ⅡA10p、ⅡA10q、ⅡA10rグ
リッドに位置する。Ⅶ層上面で黒色のプランで検出した。
　本遺構は42号竪穴建物跡と重複し、本遺構の方が新しい。
［規模・平面形］北辺482cm、東辺470cm、南辺535cm、西辺488cmを測り、やや歪だが、隅丸の正
方形を呈する。床面積は25.5㎡である。
［埋土の状況］７層からなり、黒色、黒褐色シルトを主体とする。壁際ににぶい黄褐色シルト（３
層）や灰黄褐色シルト（４層）が三角堆積しているので、したがって埋没は自然堆積によるものと判
断した。また２層中でTo-aテフラブロックを確認した。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。わ
ずかに外へと開くが、概ね直立気味である。壁高は28cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床される。貼床土は黒褐色シルトを主体とし、地山ブロックが混じる。
掘り方は非常に歪で、深さは１～38cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の中央からやや南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しを確認した。
　燃焼部焼土面は42×38cmを測る。被熱は強く、明赤褐色～橙色を呈する。被熱深度は３cmであ
る。燃焼部焼土面の奥側に10cm大の礫が据え置かれており、支脚と推測する。
　袖は両袖共に残存し、どちらも、構築土と芯材礫２個ずつを検出した。構築土は黒褐色、灰黄褐色
シルトで、炭化物や焼土粒も混じる。芯材礫は構築土内から検出した。芯材礫は、わずかに床面に差
し込み、構築土で覆っている。
　煙道は見受けられず、また東壁に構築した痕跡がない。ただし東壁から84cm外側で、径30cmの掘
り込みを確認し、煙出しピットと推測した。深さは10cmである。
　炉１基を南西隅で検出した。69×43cmで、強く被熱し、橙色～赤褐色を呈する。被熱深度は６cm
である。その他に床面のほぼ中央で、30×20cmの焼土を確認した。強く被熱するが、被熱深度は２
cm以下で、炉ではないと判断した。
［土坑］４基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。径100cmの不整な円形で、深さ29cm、土坑
２はカマドの北側に付く。67×48cmの楕円形で、深さ17cmを測る。どちらもカマドに伴う貯蔵穴と
推測する。土坑３はカマドの手前やや北側に付く。径78cmの不整な円形で、深さ16cmである。土坑
４は西壁に接して付く。88×71cmで、深さ11cmである。土坑３・４の用途は不明である。
［張り出し］南壁のほぼ中央で１基検出した。95×45cmの溝状を呈する。カマドの煙道かとも考え
たが、周辺に焼土や袖があった痕跡が見受けられないので、張り出しと判断した。底面は床面よりも
６cm高い。
［柱穴・壁溝］柱穴は14個検出した。全体的に床面の北西側に寄っており、柱配置は不明である。壁
溝は西壁のみで検出した。長さ253cmで、南端は土坑４と接している。
［出土遺物］古代土器11046.5g分と鉄製品、石器である。埋土中出土の他、カマド内や土坑内からの
出土が目立つ。
　土師器は、坏（744～753）、台付坏（755）、甕（758～766）がある。坏は、非ロクロ成形で、内
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１　竪穴建物跡
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1.黒褐色シルト（10YR3/1） 粘性やや強 しまりやや疎 炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.灰黄褐色シルト（10YR5/2） 粘性やや弱 しまり疎 炭化物微量、地山ブロック中量含む。

1.褐灰色シルト（10YR4/1） 粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量、地山ブロック中量、黒色シルトブロック少量含む。

1.黒褐色シルト（10YR3/2） 粘性やや強 しまりやや密 炭化物微量、地山ブロック少量含む。

2.黒褐色シルト（10YR3/1） 粘性強 しまりやや密 炭化物微量、地山ブロック微量含む。

3.黒褐色シルト（10YR3/2） 粘性やや強 しまり密 炭化物微量、地山ブロック少量、にぶい黄橙色細砂少量含む。

4.暗褐色シルト（10YR3/4） 粘性強 しまりやや密 炭化物微量、地山ブロック微量含む。

土坑４

土坑３

土坑２

土坑１

1.灰黄褐色シルト（10YR4/2） 粘性やや弱 しまりやや密 炭化物微量、地山ブロック少量、黒褐色シルトブロック少量含む。
2.黒褐色シルト（10YR2/2） 粘性やや弱 しまりやや密 炭化物微量含む

1. 黒褐色シルト(10YR3/2)    　 粘性やや強  しまりやや密　炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
2. 黒色シルト(10YR2/1)  　　　 粘性強　    しまりやや密　To-aテフラブロック微量、地山ブロック微量含む。　
3. にぶい黄褐色シルト(10YR4/3) 粘性やや強  しまりやや密　地山ブロック中量含む。
4. 灰黄褐色シルト(10YR4/2)     粘性やや強　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
5. 黒褐色シルト(10YR3/1)    　 粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
6. 暗褐色シルト(10YR3/3)    　 粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量、礫少量含む。
7. 褐色シルト(7.5YR4/4)    　  粘性強　　　しまりやや密　被熱により赤みをおびる。炭化物微量、焼土粒微量、3層土ブロック少量含む。
8. 黒褐色シルト(10YR3/2)    　 粘性強　    しまりやや密　Pit4埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
9. 黒褐色シルト(10YR3/1)       粘性やや弱　しまりやや密　貼床土。地山ブロック中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや弱  しまりやや疎   炭化物微量、焼土粒少量、地山ブロック少量含む。
2.明赤褐色焼土（5YR5/8）   粘性弱  しまり密   焼土ブロック。黒褐色シルトブロック少量含む。
3.暗褐色シルト（7.5YR3/3）   粘性やや弱  しまりやや密   被熱により赤みをおびる。地山ブロック微量含む。
4.暗赤褐色シルト（5YR3/2）   粘性やや強  しまりやや疎   被熱により赤みをおびる。炭化物微量、焼土ブロック微量、地山ブロック微量含む。
5.黒褐色シルト（7.5YR3/2）   粘性やや強  しまりやや密   被熱により赤みをおびる。焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
6.褐色シルト（7.5YR4/3）   粘性やや弱  しまり密   被熱により赤みをおびる。焼土ブロック少量含む。
7.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや弱  しまりやや密   炭化物微量、焼土粒微量含む。土器片混じる。
8.黒色シルト（10YR2/1）   粘性やや弱  しまり密   炭化物微量、褐灰色シルトブロック中量、地山ブロック少量含む。
9.橙色焼土（5YR6/8）   粘性弱  しまりやや疎   被熱強く、一部明赤褐色に変色。
10.黒褐色シルト（10YR2/2）   粘性やや弱  しまりやや密   袖構築土。炭化物微量、焼土ブロック少量、地山ブロック少量含む。
11.灰黄褐色シルト（10YR5/2）粘性やや強  しまりやや密   袖構築土。焼土ブロック微量、地山ブロック微量含む。
12.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや強  しまりやや疎   袖構築土。炭化物微量、地山ブロック中量含む。
13.褐灰色シルト（10YR4/1）   粘性やや弱  しまりやや密   貼床土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
14.褐灰色シルト（7.5YR4/1） 粘性やや強  しまりやや密   貼床土。被熱で変色している。地山ブロック少量含む。

1.灰黄褐色シルト（10YR5/2）　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト（10YR2/2）　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
3.灰黄褐色シルト（10YR5/2）　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量、
                                                       　　黒褐色シルトブロック少量含む。

1.橙色焼土（5YR7/8）  粘性弱  しまりやや密  
                      　　　 被熱強い、色調は一様。
2.赤褐色焼土 5YR4/6） 粘性強  しまりやや疎  
                      1層より被熱弱い、色調は一様。
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１　竪穴建物跡
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：3 10cm 0 1：2 10cm
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１　竪穴建物跡

面に黒色処理が施されるもの（744～746）、ロクロ成形で、内面に黒色処理が施されるもの（747～
749）、ロクロ成形のみのもの（750～753）が見受けられる。748は墨書土器で、胴部下半に文字の痕
跡が残る。文字は不明である。752は内外面に油煙痕が付着しており、灯明皿と推測する。台付坏は
台部のみ出土している。755は内面に黒色処理される。756・757は古墳時代（７世紀代）の甕の底部
片と推測する。流れ込みか。甕はロクロ成形（758～760・763）と非ロクロ成形（761・762・764～
766）がある。また比較的小型の甕（763～766）が多く出土している。
　須恵器は坏（754）、甕（767・768）、瓶類（769）、大甕（770）である。754は須恵器坏で、口縁
部片である。767・768は類似するが接合部がなく、２個体と捉えた。769は瓶類の頸部から胴部上半
である。770は胴部片で内面に円形の当て具痕が残る。
　鉄製品は２点（771・772）、床面上から出土している。どちらも刀子で、771は完形、442は両端が
欠損する。
　黒曜石製石器が１点（773）埋土下位から出土している。両端に著しい剥離が見受けられるので、
楔形石器と判断した。またこれについて産地同定分析を試み、その結果「湯ノ倉？」という結果を得
た（第Ⅶ章-５）。
［時期］埋土中にTo-aテフラが混じることと、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づけ
た。

42号竪穴建物跡（第172～176図、写真図版46・187～190）
［位置・検出状況］調査区中央西寄りⅡA８p、ⅡA８q、ⅡA９o、ⅡA９p、ⅡA９q、ⅡA10pグ
リッドに位置する。Ⅶ層上面で黒色のプランで検出した。
　本遺構は41号竪穴建物跡と重複し、本遺構の方が古い。
［規模・平面形］北辺460cm、東辺（357）cm、南辺〈104〉cm、西辺406cmを測り、隅丸の長方形
を呈する。残存する床面積は〈16.1〉㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、黒色、暗褐色シルトを主体とする。壁際に黒色シルト（５層）が三角
堆積しているので、したがって埋没は自然堆積によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層面で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は全周する。わ
ずかに外へと開くが、概ね直立気味である。壁高は最大22cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、床面中央は浅く、また床面の北西に向かうにつれ深くなる
傾向が見受けられる。貼床土は黒褐色シルトを主体とし、地山ブロックが混じる。掘り方は非常に歪
で、深さは１～17cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の中央に付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しを確認した。
　燃焼部焼土面は32×24cmを測る。被熱は弱く、明赤褐色を呈する。被熱深度は３cmである。
　袖は両袖残存するが、北袖は構築土の下部のみである。構築土は黒褐色、にぶい黄褐色シルトで、
炭化物や焼土粒が混じる。また構築土内に芯材礫は見受けられない。

0 （2：3） 5cm

773

第171図　41号竪穴建物跡出土遺物３
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト（10YR3/2）　粘性やや弱 しまり密  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト（10YR3/1）　粘性やや強 しまりやや疎  地山ブロック微量含む。
3.暗褐色シルト（10YR3/3）  粘性やや弱 しまりやや密  炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
4.黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性やや弱 しまりやや密  炭化材中量、地山ブロック微量、灰黄褐色細砂少量含む。
5.黒色シルト （10YR2/1）  粘性やや強 しまりやや疎  炭化物微量、焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
6.黒褐色シルト（10YR2/1）  粘性やや強 しまりやや密　壁溝埋土。炭化物微量含む。
7.黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性やや弱 しまりやや密  貼床土。地山ブロック中量含む

土坑１
1.黒褐色シルト（10YR3/1） 　粘性やや強  しまりやや疎   炭化物微量、地山ブロック少量含む。
2.灰黄褐色シルト（10YR5/2） 粘性やや弱  しまり疎   炭化物微量、地山ブロック中量含む。
張り出し
1.灰黄褐色シルト（10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや密　
　　　　　　　　　　　　　　 炭化物微量、黒褐色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト（10YR2/2）　 粘性やや弱　しまりやや密　炭化物微量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：60 2m

0 1：30 1m

1.黒色シルト （10YR2/1） 　  粘性やや強  しまり密　炭化物微量、
　　　　　　　　　　　　　　  焼土ブロック微量、地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト（10YR3/2） 　  粘性やや弱  しまりやや密　炭化物微量、
　　　　　　　　　　　　　　  焼土ブロック少量、地山ブロック少量含む。
3.明赤褐色焼土（5YR5/8） 　  粘性やや弱  しまりやや密   被熱弱い。
4.明黄褐色シルト（10YR7/6）　  粘性やや強  しまり密　袖構築土。                        
　　　　　　　　　　　　　　  黒褐色シルトブロック少量含む。
5.にぶい黄褐色シルト（10YR4/3）粘性弱    しまりやや密
                               袖構築土。黒褐色シルトブロック少量含む。
6.黒褐色シルト（10YR3/1） 　  粘性やや強  しまり密　袖構築土。 
                         　　  炭化物微量、焼土ブロック少量含む。
7.黒褐色シルト（7.5YR3/2）　　 粘性やや強  しまり密　袖構築土。 
                               被熱により、変色している。
                               炭化物微量、地山ブロック微量含む。
8.にぶい黄褐色シルト（10YR5/3）粘性やや弱　しまり密　袖構築土。
　　　　　　　　　 　　　　　  黒褐色シルトブロック微量、
　　　　　　　　　　　　　　   地山ブロック少量含む。
9.灰黄褐色シルト（10YR5/2）　　粘性やや弱  しまりやや疎 柱穴埋土。
                               炭化物微量、焼土ブロック微量、
                               地山ブロック少量含む。
10.黒褐色シルト（7.5YR2/2）　　粘性やや強  しまりやや疎
        　　　　　　　　  　　被熱でわずかに赤みをおびる。
　　　　　　　　　　　　　　   　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
11.黒褐色粘質シルト（10YR3/2） 粘性やや強   しまりやや密 
　　 　　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量、地山ブロック少量含む。
 

1.明赤褐色焼土（5YR5/8） 粘性やや弱 しまり密
　　　　　　　　 　　被熱強い。色調一様。
2.黒褐色シルト（7.5YR3/2） 粘性やや強 しまり密
　　　　　　　　　　　　　　被熱弱く、黒みが残る。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

第175図　42号竪穴建物跡出土遺物２
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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第176図　42号竪穴建物跡出土遺物3
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１　竪穴建物跡

　煙道は見受けられないが、燃焼部焼土面の奥側は東壁から約36cm外へとのびている。この範囲は
床面より20cm高く、また緩やかに傾斜している。このような形態の煙道の可能性がある。他に東壁
から100cm外側に、径44cm、深さ15cmの掘り込みがあり、煙出しピットの可能性を考え、図示した。
　また炉１基が南壁際の西寄りに付く。一部41号竪穴建物跡に壊されているが、47×26cm残存す
る、被熱は、カマド燃焼部焼土面より強く、明赤褐色を呈する。被熱深度は６cmである。
［土坑］２基検出した。土坑１は床面の北東隅に付く。径77cmの不整な円形で、深さ50cmである。
貯蔵穴と推測する。土坑２はカマドの北側に付く。50×37cmの楕円形で、深さ10mである。小型だ
が、カマドに伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。配置から見て、Pit１・４・５は主柱穴の可能性がある。壁溝
は北壁と南壁のそれぞれ中央に、部分的に見受けられる。
［張り出し］西壁の北側に１基付く。118×63cmの半円状で、床面よりわずかに高い。また底面に径
25cmの掘り込みが見受けられる。
［そのほか］床面の全体で、柱状や板状の炭化材が多数出土した（第173図上）。柱状の炭化材は床面
の中央から外へと放射状にのびるようにも見受けられる。これらのうち、６点について、樹種同定分
析を試み、コナラ属コナラ節、ニレ属、サワシバという結果を得ている（第Ⅶ章-４）。
［出土遺物］古代土器9349.5 g分と砥石、鉄製品、鉄滓である。埋土中出土の他、床面上や炉の周辺
から出土する遺物が多く、目立つものについては第172図に示した。
　土師器は、坏（774～794・796・797）、台付坏（795）、甕（798～806）がある。坏は、ロクロ成
形で、内面に黒色処理が施されるもの（774～778・780～780）とロクロ成形のみのもの（781～794・
796・797）があり、779はロクロ成形のみであるが、内面は黒色処理されている。786は内面の底面に
広く油煙痕が残り、灯明皿と推測する。797は底面に回転糸切り痕の他に、棒状の工具による弧状の
刻みが残る。甕は比較的大きな破片が出土し、復元できたものが多い。ロクロ成形（798～802）と
非ロクロ成形（803～806）がある。803は胴部に輪積み痕が残る。805は胴部が膨らむ器形である。
806は外面に煤が付着している。須恵器は少ない。807は大甕の胴部片で、内面に円形の当て具痕が残
る。808は瓶類の胴部から底部の破片で、底部に高台が付く。
　砥石が１点（809）埋土下位から出土している。凝灰岩製で、完形である。平坦な４面を研磨面と
するが、端部にも擦った痕跡が残る。
　鉄製品は３点、埋土から床面上で出土している。811は床面上から出土した紡錘車で軸部が欠損す
る。812は曲がっており、器種不明。813は棒状で両端を欠損する。紡錘車の軸部分か鉄鏃の茎部と推
測する。また錆でよく分からないが、糸状のものが巻き付けられており、その一部は「×」状に巻か
れている。
　鉄滓は掲載した１点（814）のみで、カマドの燃焼部焼土面上から出土している。重量があること
と、湾曲していることから、肉眼観察であるが、椀形鍛冶滓と判断した。
［時期］重複する41号竪穴建物跡の時期と、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に位置づけた。

43号竪穴建物跡（第177～182図、写真図版47・190～193）
［位置・検出状況］調査区中央西寄りⅡA11r、ⅡA11s、ⅡA12r、ⅡA12s、ⅡA13r、ⅡA13sグリッ
ドに位置する。Ⅶ層上面で黒色のプランで検出した。
［規模・平面形］北辺496cm、東辺495cm、南辺508cm、西辺537cmを測り、隅丸の正方形を呈す
る。床面積は26.5㎡である。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや強　しまり密　    攪乱土。褐色シルトブロックが縞状に少量混入する。
2.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまりやや密
3.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや強　しまりやや疎　褐色シルト粒微量含む。
4.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性弱　    しまり疎
5.黒色シルト (10YR1.7/1)　粘性強　    しまりやや疎　均質
6.黒褐色シルト (10YR2/3)　粘性強　    しまり疎　    褐色シルトブロック多量含み、斑状をなす。
7.黒褐色シルト (10YR2/3)　粘性やや強　しまり疎　    褐色シルトブロック少量含む。
8.褐色シルト (10YR4/4)　　粘性強　    しまり密　    貼床土。黒褐色シルトブロック多量含み、斑状をなす。

土坑１
1.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや弱　しまりやや疎　
　　　　　　　　炭化物微量、焼土粒微量、褐色シルトブロック微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや弱　しまり疎　    
　　　　　　　　　　　　　　　　  炭化物微量、褐色シルト粒微量含む。
3.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性弱　    しまり密　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　褐色シルト粒中量含む。
土坑２
1.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまりやや疎　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　褐色シルト粒微量含む。
2.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性やや強　しまりやや疎
張り出し１
1.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまり疎
2.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまり疎　褐色シルト粒微量含む。
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

0 1：30 1m

Pit1
1.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまりやや疎
2.褐色シルト (10YR4/4)　  粘性強　    しまりやや密　黒褐色シルト多量含み、斑状をなす。
Pit2
1.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまりやや疎
2.褐色シルト (10YR4/4)　  粘性強　    しまりやや密　黒褐色シルト多量含み、斑状をなす。
Pit3
1.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性やや強　しまり疎
2.褐色シルト (10YR4/4)　  粘性強　    しまり疎　    黒褐色シルト多量含む。
3.黄褐色シルト (10YR5/6)　粘性強　    しまり疎
Pit4・5
1.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまりやや密　炭化物微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性強　    しまりやや密　炭化物微量含む。
3.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性やや弱　しまりやや疎　焼土粒微量含む。
4.褐色シルト (10YR4/6)　  粘性強　    しまりやや密　黒褐色シルト多量含み、斑状をなす。
5.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや強　しまり疎      焼土微量、褐色シルト粒微量含む。
6.褐色シルト (10YR4/4)　  粘性強　    しまり密
7.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性強　    しまり疎

1.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性弱　    しまり疎
2.暗褐色シルト (10YR3/4)　粘性弱　    しまりやや密  天井土。
                                      褐色シルトブロック多量含む。
3.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性弱　    しまりやや密
4.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性強　    しまり密
5.黒褐色シルト (10YR2/2)　粘性やや弱　しまりやや疎
6.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性弱　    しまり疎
7.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性弱　    しまり疎
8.黒色シルト (10YR2/1)　  粘性弱　    しまり疎　    
                                   　　褐色シルトブロック微量含む。
9.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性強　    しまり密
10.黒褐色シルト (10YR2/3) 粘性強　    しまりやや疎  焼土粒微量含む。
11.褐色シルト (10YR4/4)　 粘性やや強　しまり密
12.にぶい黄褐色シルト (10YR4/3)  粘性やや強　しまり密
13.黒褐色シルト (10YR2/2) 粘性強　    しまりやや密
14.暗褐色シルト (10YR3/4) 粘性やや強　しまりやや疎  炭化物微量、
                                      褐色シルトブロック微量含む。
15.黒色シルト (10YR2/1)　 粘性強　    しまりやや密
16.にぶい黄褐色シルト (10YR4/3)　粘性強　しまりやや密　
                                  　　褐色シルトブロック多量含む。
17.黒褐色シルト (10YR2/3) 粘性やや弱　しまりやや疎
18.褐色焼土 (10YR4/6)　 粘性強　    しまりやや疎
19.赤褐色焼土 (5YR4/6)　  粘性やや強　しまりやや密  

1.赤褐色焼土 (5YR4/6)　粘性強　しまり密
           　     褐色シルトブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

第180図　43号竪穴建物跡出土遺物２
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

第181図　43号竪穴建物跡出土遺物３
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１　竪穴建物跡

［埋土の状況］７層からなる。黒褐色、黒色シルトを主体とし、３層に褐色シルト粒が、また６・７
層に褐色シルトブロックが混じる。壁際の５～７層が三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積
によるものと判断した。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は、若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。また床面のほぼ中央
は非常に硬くしまる。壁は全周する。わずかに外へと開くが、概ね直立気味である。壁高は48cmで
ある。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床される。貼床土は褐色シルトを主体とし、黒褐色シルトが多量に混じ
る。掘り方は歪で、深さは１～10cmである。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙出しを確認した。
　燃焼部焼土面は66×58cmを測る。被熱は弱く、赤褐色を呈する。被熱深度は8cmである。また焼
土奥側に支脚（礫）が据え置かれている。
　袖は両袖残存する。構築土はにぶい黄褐色、暗褐色、黒褐色シルトで、部分的に縞状を呈しながら
積まれている。構築土内から芯材礫や大きな礫が出土し、また東壁側には、両袖に天井石が載ってい
る。したがって、芯材礫・天井石を組み合わせ（第178図左下）、構築土で覆ったものと推測する。
天井石は長さ55cm、厚さ7.5cmの角礫で、被熱によって脆くなっている。
　煙道は東壁から138cm外へとのびる。一部、天井土が残るので刳り抜き式と推測する。燃焼部焼土
面とは９cmの段差がある。連結部から下へと10°傾斜し煙出しに至る。
　また床面の中央、Pit１とPit10間で不整形な焼土２箇所（70×45cmと25×10cm）を検出した。
［土坑］２基検出した。土坑１はカマドの南側に付く。68×62cmの楕円形で、深さ20cm、土坑２は
カマドの北側で、東壁の外へと張り出している。113×108cmの不整な楕円形で、深さ18cmである。
どちらもカマドに伴う貯蔵穴と推測する。
［張り出し］西壁で２基検出した。張り出し１は西壁の中央で80×50cmの半円状、張出し２は西壁
の北寄りで、58×23cmの半円状を呈する。
［柱穴・壁溝］柱穴は12個検出した。このうちPit１～４は主柱穴で、Pit３・４は南壁際に近接す
る。Pit１～３はいずれも突出して深く（50cm以上）、柱痕跡が残る。ただしPit４は埋土の状態か
ら、柱が抜き取られた可能性がある。なおPit４は埋土中から完形の刀子（869）が出土している。壁
溝は見受けられない。
［出土遺物］古代土器12062.8g分と土製品、鉄製品、鉄滓である。埋土中の他、カマド内や土坑内か
ら出土が目立つ（第177図）。
　土師器は、坏（815～832）、台付坏（833～835）、甕（836～851）がある。坏は非ロクロ成形も多
い。820は内外面黒色処理の小型坏で、同じ大きさの小型坏（817）とPit７から共伴して、どちらも
逆位の状態で出土している。821も内外面黒色処理の小型坏で、こちらは埋土中出土。826は内面に煤
が付着している。須恵器は瓶類（852～858）、甕（859・860）である。852は口縁部が欠損する長頸
瓶で、土坑２から出土している。底面に高台が付く。
　土製品（861・862）はカマド内から出土している。大きく面取りが施されている。形状から、カマ
ドの上に天井石と共に載せられていた天井土と推測する。
　鉄製品は12点出土している。紡錘車（863・864）手鎌（865・866）、縁金具（867）、馬具
（868）、刀子（869）、鎹か（870）、釘（871～873）がある。
　鉄滓は埋土中から出土した１点（874）のみである。肉眼観察で、鍛錬鍛冶滓と判断した。
［時期］埋土中からTo-aテフラは確認されなかったが、出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期に
位置づけた。

44号竪穴建物跡（第183～185図、写真図版48・193・194）
［位置・検出状況］調査区中央西寄りⅡA16h、ⅡA16i、ⅡA17h、ⅡA17iグリッドに位置する。Ⅶ層
上面で黒色のプランで検出した。本遺構は北側が調査区外に及んでいる。また東側は後世の削平によ
り消失している。他に16号溝跡と重複し、本遺構の方が古く、床面を一部消失している。
［規模・平面形］北辺不明、東辺不明、南辺〈357〉cm、西辺〈300〉cmを測り、平面形は隅丸の方
形と推測する。残存する床面積は〈12.0〉㎡である。
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

0 1：30 1m

1.黒色シルト (10YR2/1)　　 粘性弱　　　しまり密　　　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.黒色シルト (10YR2/1)　　 粘性やや弱　しまりやや密　炭化物多量含む。
3.黒褐色シルト (10YR3/2)   粘性弱　　　しまりやや密　炭化物微量含む。
4.黒色シルト (10YR2/1)　　 粘性弱　　　しまりやや密　炭化物少量含む。
5.黒褐色シルト (10YR2/3)　 粘性やや弱　しまりやや密　やや砂質。地山ブロック微量含む。
6.暗褐色シルト (10YR3/3)　 粘性弱　　　しまりやや密　やや砂質。黒色シルトブロック少量含む。
7.暗褐色シルト (10YR3/4)　 粘性弱　　　しまりやや密　やや砂質。地山ブロック少量含む。
8.暗褐色シルト (10YR3/3) 　粘性弱　　　しまりやや密　やや砂質。地山ブロック中量含む。
9.黒褐色シルト (10YR3/2)   粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック中量含む。
10.暗褐色シルト (10YR3/3)　粘性弱　　　しまりやや密　やや砂質。地山ブロック中量含む。
11.褐色シルト (10YR4/1)　　粘性弱　　　しまりやや密　貼床土。にぶい黄橙色細砂中量、黒色シルトブロック少量含む。

1.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　 粘性やや弱　しまりやや密　焼土粒微量、地山ブロック微量含む。
2.極暗褐色シルト (7.5YR2/3)　　　粘性やや弱　しまり密　　　被熱し赤味をおびる。
3.黒色シルト (10YR2/1)　　　　　 粘性やや弱　しまり密　　　炭化物少量含む。
4.極暗褐色シルト (7.5YR2/3)　　　粘性やや弱　しまり密　　　被熱で赤味をおびる。
5.暗褐色シルト (7.5YR3/3)　　　　粘性やや強　しまりやや密　天井土の残存部。被熱して赤味をおびる。
6.暗褐色シルト (7.5YR3/4)　　　　粘性弱　　　しまり密　　　袖構築土。被熱して赤味をおびる。
7.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　 粘性弱　　　しまりやや密　袖構築土。被熱の痕跡がない。
8.にぶい赤褐色焼土 (5YR5/4)　　　粘性弱　　　しまり密　　　燃焼部。被熱は弱く、淡く変色するにとどまる。
9.暗褐色シルト (10YR3/3)　　　　 粘性弱　　　しまり密　　　カマド掘り方？地山ブロック微量含む。
10.暗褐色シルト (10YR3/3)　　　　粘性弱　　　しまりやや密　カマド掘り方？地山ブロック少量含む。
11.にぶい黄橙色シルト (10YR6/4)　粘性弱　　　しまり密　　　カマド掘り方？
12.暗褐色シルト (7.5YR3/4)　　　 粘性やや弱　しまり密　　　煙道埋土。被熱し赤味をおびる。
13.黒褐色ルト (10YR2/3)　　　　　粘性やや弱　しまりやや密　煙道埋土。地山ブロック少量含む。
14.褐灰色シルト (10YR4/1)　　　　粘性弱　　　しまりやや密　貼床土。にぶい黄橙色細砂少量含む。
15.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　粘性やや弱　しまりやや疎　掘り込み埋土。炭化物微量、焼土粒少量含み、土器片混じる。
16.黄橙色シルト (10YR8/6)　　　　粘性弱　　　しまり疎　　　掘り込み埋土。崩落土。
17.灰黄褐色シルト (10YR4/2)　　　粘性やや強　しまり疎　　　掘り込み埋土。炭化物微量、地山ブロック微量含み、土器片混じる。
18.褐灰色シルト (10YR5/1)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　掘り込み埋土。にぶい黄橙色細砂中量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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１　竪穴建物跡

［埋土の状況］10層からなり、黒色、黒褐色シルトを主体とする。南壁際、特に土坑１の堆積様相が
複雑で、その点から埋没は人為堆積と推定する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面はほぼ平坦であるが、床面中央はわずかに高い。壁は西壁と南壁
が残存する。直立気味である。壁高は最大30cmである。
［貼床］壁際は、ほぼ全体に貼床されるが、床面中央は部分的である。貼床土は褐色シルトを主体と
し、にぶい黄褐色細砂や黒褐色シルトが混じる。掘り方は非常に歪で、深さは２～９cmである。
［カマド・炉］カマドが東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖の一部を確認した。なお煙道は削平
により、消失したものと推測する。
　燃焼部焼土面は28×16cmを測る。被熱は弱く、にぶい赤褐色を呈する。被熱深度は７cmである。
　袖は、奥側が削平されているが、両袖とも検出し、また天井土が一部残存している。構築土は暗褐
色、黒褐色シルトで、一部被熱で赤みをおびる。芯材礫は認められなかったが、構築土内の上部には
比較的大きな礫が混じる。天井土は暗褐色シルトで構築されている。
　煙道は壁外にのびる部分は消失しているが、天井下で一部確認した。焼土面から約20cm下がる。
　他に床面の北側で不整形な焼土を６箇所検出した。大きさは10cmから45cmまでと様々で、被熱は
カマド燃焼部よりも強い。
［土坑］１基検出した。土坑１は南壁に付き、一部壁外に張り出している。16号溝跡に削平されてお
り、全容が分からないが、94×52cm残存し、楕円形を呈すると推測する。深さは４cmである。
［柱穴・壁溝］柱穴は２個検出した。またカマドの手前側で、径40cmの範囲が炭化物集中範囲と
なっており、その下から、大きさ58×50cm、深さ46cmの掘り込みを確認した（第183図右下）。こ
の掘り込みは人為的に埋められており、埋土中からは「八万」と記された墨書土器（880）が１点出
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

土している。壁溝は確認されなかった。
［そのほか］床面上に柱状の炭化材が散在していた（第183図上）。そのうち、２点について樹種同
定分析を試み、クリとサワシバであるとの結果を得ている（第Ⅶ章-４）。
［出土遺物］古代土器6525.6g分と鉄滓である。埋土中の他、カマド周辺からの出土が目立つ。
　古代土器は全て土師器で、坏（875～877・879～883）、台付坏（878）、甕（884～895）、羽釡
（896）がある。坏はロクロ成形で、内面黒色処理（875～877）とロクロ成形のみ（879～883）があ
る。880は墨書土器で、文字は「八万」である。甕はロクロ成形が多い。全て破片である。
　鉄滓は埋土中から出土した１点（897）のみである。肉眼観察で、鍛錬鍛冶滓と判断した。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

45号竪穴建物跡（第186・187図、写真図版49・194・195）
［位置・検出状況］調査区中央西寄りⅡA15g、ⅡA15hグリッドに位置する。Ⅶ層上面で黒色のプラ
ンで検出した。本遺構は北側が調査区外に及んでいる。また４号土坑と重複し、本遺構の方が新しい。
［規模・平面形］北辺不明、東辺〈280〉cm、南辺200cm、西辺〈230〉cmを測り、平面形はやや歪
だが、隅丸の方形と推測する。残存する床面積は〈6.3〉㎡である。
［埋土の状況］５層からなり、北側は黒褐色シルトを、南側はにぶい黄褐色シルト主体とする。壁際
の４・５層が三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積によるものと推定する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は調査区外に及ぶ範
囲を除き、全周する。緩やかに広がりながら立ち上がる。壁高は最大30cmである。
［貼床］床面のほぼ全体に貼床されるが、壁際は深く、床面中央に向かい浅くなる傾向がある。貼床
土は褐灰色シルトを主体とする。掘り方は歪で、深さは１～８cmである。
［カマド・炉］東壁の南寄りに付く。非常に歪だが、壁外にのびる張り出し（煙道）と、その手前で
焼土面を確認し、カマドと判断した。
　燃焼部焼土面は52×43cmを測る。被熱は弱く、赤褐色を呈する。被熱深度は７cmである。
　袖は確認されなかった。
　煙道は燃焼部焼土面から72cm外へと伸び、東壁との連結部は幅100cmと大きく広がる。床面から
上へと約５°上へと傾斜し、煙出しに至る。
［土坑］１基検出した。土坑１は西壁際に付く。77×62cmの楕円形で、深さは29cmである。
［柱穴・壁溝］柱穴は３個検出した。配置は不規則で、またPit３は非常に浅く、その埋土中から鉄
製品２点（904・905）が出土している。壁溝は確認されなかった。
［そのほか］土坑１の周り190×103cm範囲の床面直上に炭化物の小片が集中して分布している。同
様の炭化物は土坑の上層（２層上）にも堆積しており、土坑１の埋没途中、何らかの理由で炭化物が
廃棄され、土坑１にも堆積したと推測する。
［出土遺物］古代土器2012.9g分と鉄製品、石器である。出土量は少ないが、床面上や柱穴内からの
遺物が目立つ（第186図）。
　土師器は、坏（898・899）、台付坏（900）、甕（901・902）がある。坏、台付坏はロクロ成形、
甕は非ロクロ成形である。902はカマドの手前、床面上から破片の状態で出土し、接合の結果、口縁
部以外はほぼ完形であることが分かった。底面が大きく、ずんぐりとした器形で、他の遺構から同じ
器形の甕は出土していない。成形もナデというより、手捏ねのような指頭による成形である。須恵器
は須恵器大甕の胴部片（903）である。
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１　竪穴建物跡

0 1：50 2m

0 1：30 1m

1.黒褐色シルト (10YR2/3)　　　　粘性弱　　　しまりやや密　地山ブロック微量含む。
2.黒褐色シルト (10YR3/1)　　　　粘性弱　　　しまり密　　　地山ブロック微量含む。
3.にぶい黄褐色シルト (10YR5/4)　粘性やや弱　しまりやや密　黒褐色シルトブロック少量含む。
4.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物中量が層下部に偏在。地山ブロック微量含む。
5.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　粘性弱　　　しまり密　　　地山ブロック少量含む。
6.褐灰色シルト (10YR4/1)　　　　粘性やや強　しまりやや疎　Pit1埋土。黒色シルトブロック少量、地山ブロック少量含む。
7.褐灰色シルト (10YR4/1)　　　　粘性やや強　しまりやや密　貼床土。地山ブロック中量含む。

1.灰黄褐色シルト (10YR4/2)　粘性やや弱　しまりやや密　炭化物少量、地山ブロック少量含む。
2.黒褐色シルト (10YR3/2）　　粘性やや強　しまりやや疎　炭化物少量、地山ブロック微量含む。
3.灰黄褐色シルト (10YR4/2）　粘性やや　　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。

1.赤褐色焼土 (5YR4/6)　　　　　 粘性やや弱　しまりやや密　被熱弱く、淡く変色するにとどまる。
2.黒褐色シルト (10YR2/2)　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量含む。
3.暗褐色シルト (10YR3/3)　　　　粘性やや強　しまりやや密　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.にぶい黄褐色シルト (10YR4/3)　粘性やや弱　しまりやや疎　炭化物微量、地山ブロック微量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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第187図　45号竪穴建物跡出土遺物

0 （904～908）1：2 10cm

0 （909・910）2：3 5cm

0 （898～903）1：3 10cm

909 910
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１　竪穴建物跡

　鉄製品は５点で、いずれも特殊な器種である。904・905はPit３から重なるようにして出土した。
鑷子形鉄製品で、両者、長さはほぼ同じで、905の方がやや幅が広い。また905は端部に連結していた
鎖も出土している（写真図版195）。906～908は円環状鉄製品で、907は埋土中、他２点は貼床内から
出土している。
　黒曜石製石器が２点（909・910）出土している。どちらもフレイクで、910については産地同定分
析を試み、「湯ノ倉産」との結果を得ている（第Ⅶ章-５）。
［時期］不明な点が多いが出土した古代土器の様相から明神下Ⅰ期と判断した。

46号竪穴建物跡（第188～193図、写真図版50・195～197）
［位置・検出状況］調査区中央ⅡA14j、ⅡA15i、ⅡA15j、ⅡA15k、ⅡA16j、ⅡA16kグリッドに位
置する。Ⅶ層上面で黒色のプランで検出した。
［規模・平面形］北辺406cm、東辺413cm、南辺400cm、西辺423cmを測り、平面形は隅丸の正方形
を呈する。残存する床面積は16.3㎡である。
［埋土の状況］５層からなるが、ほとんど１層（黒褐色シルト）が占めている。ただし壁際の２～５

0 1：50 2m

1.黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性やや強 しまりやや密  炭化物微量、地山土粒微量、にぶい黄褐色細砂微量含む。
2.黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性やや強 しまり密  炭化物微量、地山土粒少量含む。
3.明黄褐色シルト（10YR7/6）粘性弱 しまりやや密  崩落土。黒色シルトブロック微量含む。
4.黒色シルト（10YR2/1）    粘性強 しまり密  炭化物微量、地山ブロック微量含む。
5.灰黄褐色シルト（10YR4/2）粘性やや強 しまり密  地山ブロック少量含む。
6.黒褐色シルト（10YR2/2）  粘性弱 しまりやや疎  壁溝埋土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
7.褐灰色シルト（10YR4/1）  粘性やや強 しまり密  貼床土。炭化物微量、地山ブロック少量含む。
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物

層は三角堆積しており、したがって埋没は自然堆積によるものと推定する。
［床面・壁］Ⅶ層で検出した。床面は若干の凹凸があるが、ほぼ平坦である。壁は調査区外に及ぶ範
囲を除き全周する。緩やかに広がりながら立ち上がる。壁高は最大21cmである。
［貼床］部分的に貼床される。貼床土は褐灰色シルトを主体とし、炭化物や地山ブロックが混じる。
掘り方の深さは１～12cmである。
［カマド・炉］カマドは２基検出した。カマド１が新しく、カマド２は古いものと判断した。
　カマド１は東壁の南寄りに付く。燃焼部焼土面と袖、煙道を確認した。燃焼部焼土面は137×90cm
の浅い掘り込み内にあり、73×54cmを測る。被熱は強く、明赤褐色を呈する。被熱深度は７cmであ
る。焼土の奥側に、土製の支脚（941）が据え置かれている。
　袖は両袖残存し、北袖は構築土と芯材礫１個、南袖は構築土を検出した。構築土は灰黄褐色・黒

1.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや強  しまりやや密  
　　　　　　　　　　　　　　     炭化物微量、地山ブロック微量含む。
2.褐色シルト（10YR4/4）   粘性やや強  しまりやや密   1層土少量、
                            下   部がわずかに被熱し、赤みをおびる。
3.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや強  しまりやや密   
                                 炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.灰黄褐色シルト（10YR4/2） 粘性やや弱  しまり密   
                            炭化物微量、地山ブロック少量含む。
5.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや弱  しまりやや密   炭化物微量、
                                 地山ブロック少量、壁際は被熱含む。
6.黒褐色シルト（10YR2/2）   粘性やや弱  しまり密  炭化物微量、
                            焼土粒微量、地山ブロック少量含む。
7.明赤褐色焼土（5YR5/8）    粘性弱  しまりやや密   被熱強く、
                                                 焼土の色調は一様。
8.灰黄褐色シルト（10YR4/2 ）粘性やや弱  しまり密  袖構築土。
                                 炭化物微量、地山ブロック少量含む。
9.黒色シルト（10YR2/1）   粘性やや弱  しまり密  袖構築土。
                                 凝灰岩のブロック（芯材？）混じる。
10.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや弱  しまり密  袖構築土。
                                       炭化物微量、焼土粒微量含む。
11.灰黄褐色シルト（10YR4/2）粘性やや強  しまり密  袖構築土。
                                 炭化物微量、地山ブロック微量含む。
12.黒褐色シルト（10YR2/2）   粘性やや弱  しまり密  芯材礫掘り方。
                                             地山ブロック微量含む。
13.褐灰色シルト（10YR4/1）   粘性やや弱  しまり密  貼床土。
                             　　　　　　　　 地山ブロック少量含む。
14.黒褐色シルト（10YR2/2）   粘性やや強  しまりやや密   土坑1埋土。
                                 炭化物微量、地山ブロック微量含む。
15.黒褐色シルト（10YR3/2）   粘性やや強   しまりやや密   土坑1埋土。
                             炭化物微量、地山ブロック微量含み、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　礫、土器片混じる。
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１　竪穴建物跡

色・黒褐色シルトで、炭化物や焼土粒が混じる。芯材礫は床面に浅く、差し込まれ据えられる。また
南袖には構築土内に比較的大きな礫が混じる。
　煙道は東壁から99cm延びる。連結部は燃焼部焼土面と17cm段差があり、20°下へ傾斜しながら煙
出しピットに至る。煙出しピットは10cm深い。
　カマド２は西壁の南隅に付く。燃焼部焼土面と袖が残存し、煙道は見受けられない。燃焼部焼土面
は30×25cmで、橙色を呈するが、被熱は弱い。被熱深度は３cmである。袖は両袖残存するが、構築
土は下部部分が残存するのみで、壁との連結部分は消失している。両袖で芯材礫１個ずつを確認し
た。芯材礫は床面に掘り込んで設置し、黒褐色シルトを主体とする構築土を被せている。また袖の上
から多量の礫が出土した（第190図中央）。カマド廃棄後、大きな礫で覆ってあったと推測する。
　他に床面中央で炉１基検した。47×37cmで被熱は強く、橙色を呈する。被熱深度は２cmである。
［土坑］１基検出した。土坑１はカマド１の南側に付く。99×78cmの楕円形で、深さは36cmであ
る。カマド１に伴う貯蔵穴と推測する。
［柱穴・壁溝］柱穴は６個検出した。床面の北側による傾向がある。柱配置は不明である。
　壁溝は西壁でのみ検出した。長さ90cmである。
［出土遺物］古代土器12387.4g分と石製品、土製品、鉄製品である。埋土中からの出土の他、カマド
からも出土している。
　土師器は、坏（911～918）、台付坏（919）、甕（920～934）がある。坏は非ロクロ成形とロクロ
成形で、911はムシロ底である。916は墨書土器で胴部下半に「○」が記されている。甕もロクロ成形
と非ロクロ成形がある。922は口縁部片で、内外面に煤が付着している。930は輪積み痕が残る。933
は甕の胴部片で外面に細い工具で刻みが施される。須恵器は大甕（935・936）である。
　石製品は３点で、いずれも磨石であると推測する。938は端部に敲打痕も見受けられる。
　土製品は、940が袖構築土内から出土している。芯材か。941はカマド燃焼部焼土面上に残っていた支
脚である。どちらも面取りしている。
　鉄製品は２点で、どちらも床面上から出土している。942は針で先端が欠損している。943は刀子で
先端が欠損している。
［時期］出土した古代土器の様相から明神下Ⅱ期に位置づけた。

0 1：30 1m

1.橙色焼土（5YR6/6）       粘性弱 しまり密  被熱弱い。
2.黒褐色シルト（10YR3/1）  粘性やや強 しまり密   
　　　　　　　　　　　　　       袖構築土の一部。炭化物微量含む。
3.黒褐色シルト（10YR3/2）  粘性やや強 しまり密  袖構築土の一部。
                               炭化物微量、地山ブロック微量含む。
4.明黄褐色シルト（10YR7/6）粘性やや弱 しまり密  芯材礫の掘り方。
                          　　　 灰黄褐色シルトブロック中量含む。
5.褐灰色シルト（10YR4/1）  粘性やや強 しまり密  床下土坑か（貼床？）。  
                                   　炭化物微量、地山ブロック少量含む。

1.橙色焼土（5YR6/6）粘性やや強  しまり密
                                被熱強い。

1

5

5

S S

4

2
2 2 21

4 43

床下土坑？
床下土坑？

A A '

A A 'A A '

A L=129.300m A '

A L=129.100m A '

カマド２ カマド２上礫出土状況 炉

第190図　46号竪穴建物跡３



－ 215 －

Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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第191図　46号竪穴建物跡出土遺物１
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１　竪穴建物跡

第192図　46号竪穴建物跡出土遺物２

0 1：3 10cm
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Ⅵ　検出遺構・出土遺物
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第193図　46号竪穴建物跡出土遺物３
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0 1：3 10cm
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